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予算審査特別委員会会議録 

 

○招集場所  三川町役場議場 

○開会月日  平成２８年３月 ９ 日 

○閉会月日  平成２８年３月１５日 

 

○予算審査特別委員会委員長  阿 部 善 矢 

○予算審査特別委員会副委員長  梅 津  博 

 

 

第 １ 日   ３ 月 ９ 日（水） 

 

○出席委員（８名） 

   番        委員  ２番 志 田 德 久委員  ３番 佐 藤 正 治委員 

  ４番 阿 部 善 矢委員  ５番 田 中  晃 委員  ６番 町 野 昌 弘委員 

  ７番 小 林 茂 吉委員  ８番 梅 津  博 委員  ９番 佐 藤 栄 市委員 

 

○欠席委員（０名） 

  な し 

 

○説明のため出席した者の職氏名 

 阿 部  誠 町 長 工 藤 秀 敏 副 町 長 

 
鈴 木 孝 純 教 育 長 大 川 栄 一

 会 計 管 理 者 兼 

    会 計 課 長 

 石 川  稔 総 務 課 長 宮 野 淳 一 企 画 調 整 課 長 

 
五 十 嵐 礼 子 町 民 課 長 遠 藤 淳 士

 健康福祉課長兼 

    地域包括支援センター長 

 
齋 藤 仁 志

 産業振興課長併 
五 十 嵐  泉 建 設 環 境 課 長

 

  農業委員会事務局長 
 
  教育課長兼公民館長併 
 本 間  明 農村環境改善センター所長併 
  健康福祉課保育園主幹 

 

 和 田  勉 監 査 委 員 庄 司 正 廣 農業委員会会長 
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○職務のため出席した者の職氏名 

 成 田  弘 議会事務局長   髙 橋 朋 子 書記   吉 田 直 樹 書記 
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○議 長（成田光雄議員） これより、委員会条例第８条の規定により、この場所で予算審査特

別委員会を招集します。 

○議 長（成田光雄議員） ただいまより予算審査特別委員会を開会いたします。 

（午後 ４時１４分） 

○議 長（成田光雄議員） 委員長がまだ決まっていないので、委員長を互選するまでの間、委

員会条例第８条第２項の規定により、年長委員が互選に関する職務を行うことになっており

ます。出席委員中、阿部善矢委員が年長委員でありますのでご紹介申し上げます。 

阿部善矢委員、登壇願います。 

○臨時委員長（阿部善矢委員） ただいま紹介されました阿部善矢であります。 

委員会条例第８条第２項の規定により、委員長が決まるまでの間、臨時に委員長の職務を

行いますので、よろしくお願い申し上げます。 

○臨時委員長（阿部善矢委員） これより、委員長の互選を行います。 

お諮りします。選挙の方法については、時間の関係もありますので、地方自治法第 118 条

第２項の規定に準拠し、指名推選によりたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○臨時委員長（阿部善矢委員） 異議なしと認めます。したがって、選挙の方法については、指

名推選によることに決定しました。 

○臨時委員長（阿部善矢委員） 指名の方法については、臨時委員長において指名することにし

たいと思います。これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○臨時委員長（阿部善矢委員） 異議なしと認めます。したがって、臨時委員長において指名す

ることに決定しました。 

○臨時委員長（阿部善矢委員） 予算審査特別委員会委員長に、４番 阿部善矢委員を指名いた

します。 

お諮りします。ただいま指名いたしました阿部善矢委員を予算審査特別委員会委員長の当

選人と定めることにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○臨時委員長（阿部善矢委員） 異議なしと認めます。したがって、ただいま指名いたしました

阿部善矢委員が予算審査特別委員会委員長に当選されました。 

○臨時委員長（阿部善矢委員） ただいま予算審査特別委員会委員長に当選されました阿部善

矢委員が本議場におりますので、本席より告知します。 

○臨時委員長（阿部善矢委員） ただいま委員長が決まりましたので、臨時委員長の職務を退か

せていただきます。 

ご協力ありがとうございました。 

○委員長（阿部善矢委員） ただいま予算審査特別委員会委員長に就任いたしました阿部善矢

であります。 

本委員会に与えられた時間の都合もありますので、委員各位のご協力によりまして、定め
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られた時間まで審査を終わるよう努力したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（阿部善矢委員） これから副委員長の互選を行います。 

お諮りします。選挙の方法については、時間の関係もありますので、地方自治法第 118 条

第２項の規定に準拠し、指名推選によりたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○委員長（阿部善矢委員） 異議なしと認めます。したがって、選挙の方法については、指名推

選によることに決定しました。 

○委員長（阿部善矢委員） 指名の方法については、委員長において指名することにいたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○委員長（阿部善矢委員） 異議なしと認めます。したがって、委員長において指名することに

決定しました。 

○委員長（阿部善矢委員） 予算審査特別委員会副委員長に８番 梅津 博委員を指名いたしま

す。 

お諮りします。ただいま指名いたしました梅津 博委員を予算審査特別委員会副委員長の

当選人と定めることにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○委員長（阿部善矢委員） 異議なしと認めます。したがって、ただいま指名いたしました梅津 

博委員が予算審査特別委員会副委員長に当選されました。 

○委員長（阿部善矢委員） ただいま予算審査特別委員会副委員長に当選されました梅津 博委

員が本議場におりますので、本席より告知いたします。 

 

○委員長（阿部善矢委員） 本日の予算審査特別委員会は、この程度にしたいと思います。 

なお、１４日、午前９時３０分から本議場において、予算審査特別委員会を再開いたしま

すので、ご参集くださるようお願いします。 

本日は、大変ご苦労さまでした。これをもって散会します。 

 

（午後 ４時２０分） 
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第 ２ 日   ３ 月１４日（月） 

 

 

○出席委員（８名） 

   番        委員  ２番 志 田 德 久委員  ３番 佐 藤 正 治委員 

  ４番 阿 部 善 矢委員  ５番 田 中  晃委員  ６番 町 野 昌 弘委員 

  ７番 小 林 茂 吉委員  ８番 梅 津  博委員  ９番 佐 藤 栄 市委員 

 

 

○欠席委員 

  な し 

 

 

○説明のため出席した者の職氏名 

 阿 部  誠 町 長 工 藤 秀 敏 副 町 長 

 
鈴 木 孝 純 教 育 長 大 川 栄 一

 会 計 管 理 者 兼 

    会 計 課 長 

 石 川  稔 総 務 課 長 宮 野 淳 一 企 画 調 整 課 長 

 
五 十 嵐 礼 子 町 民 課 長 遠 藤 淳 士

 健康福祉課長兼 

    地域包括支援センター長 

 
齋 藤 仁 志

 産業振興課長併 
五 十 嵐  泉 建 設 環 境 課 長

 

  農業委員会事務局長 
 
  教育課長兼公民館長併 
 本 間  明 農村環境改善センター所長併 
  健康福祉課保育園主幹 

 

 本 間  純 総 務 係 長 菅 原  勲 危 機 管 理 係 長 

 
髙 橋 誠 一

 総 務 課 長 補 佐 
黒 田  浩 企画調整課長補佐

 

  （ 財 政 担 当 ） 

 
中 條 一 之 

企画調整主査兼 
髙 橋 真 利 子 住民主査兼住民係長

 

  企 画 調 整 係 長 

 
佐 藤  亮 

町 民 課 長 補 佐 
木 村  功 納 税 係 長

 

  （ 税 務 担 当 ） 

 五十嵐まなみ 国 保 係 長 須 藤 輝 一 福祉主査兼福祉係長 

 鈴 木  亨 介 護 支 援 係 長 佐 藤  潮 健 康 係 長 
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 齋 藤 一 哉 農 政 係 長 今 野  徹 商 工 観 光 係 長 

 
齋 藤 茂 義

 
建設環境課長補佐

 
加 藤 直 吉

 建設環境課長補佐 

    （ 建 設 担 当 ） 

 
加 藤 善 幸 

学 校 教 育 主 査 
本 多 由 紀

 保 育 園 係 長 併 

  兼学校教育係長  学 校 教 育 係 長 

 
鈴 木 武 仁 社 会 教 育 係 長

 
菅 原 洋 輔

 
農業委員会事務局長補佐

 

 

 
和 田  勉 監 査 委 員

 
庄 司 正 廣 農業委員会会長 

 

 

○職務のため出席した者の職氏名 

 成 田  弘 議会事務局長   髙 橋 朋 子 書記   五十嵐章浩 書記 
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○委員長（阿部善矢委員） ただいまから予算審査特別委員会を再開します。 

（午前 ９時３０分） 

○委員長（阿部善矢委員） 予算審査の方法は、委員全員で本議場において審査することとしま

す。 

出席要求として、町長、監査委員、教育委員会教育長、及び農業委員会会長より出席のう

え、説明をお願いします。 

なお、出席説明者の要求については急を要するものであることから、委員会条例第１８条

の規定により、この際、議長の了承をお願いします。 

審査の期限は３月１５日までであります。 

期限までに審査を終えるよう協力をお願いします。 

なお、書記には、髙橋朋子書記、五十嵐章浩書記、吉田直樹書記よりお願いします。 

○委員長（阿部善矢委員） 直ちに審査に入ります。 

付託された本件の審査は、能率的に、かつ、実効の上がるように進めたいと思いますので、

委員各位に配付している審査日程により審査を行います。 

なお、審査の状況によっては若干の時間的な伸び縮みがあると思いますが、ご了承をお願

いします。 

審査にあたっては、質疑者も説明者も要点を要領よく行っていただきます。 

また、質疑者は、ページ数をはっきりと言っていただき、１回の質疑にあまりにも多くの

項目にわたりますと説明にも時間をとる結果になりますので、ご留意願います。 

なお、会議規則第５４条の規定により、質問がかたよらないように、一審査区分ごとに１

人３回以内としますが、各委員に対して数多くの質疑の機会を与えるということから２回に

とどめ、状況を見て残り１回の質疑をするという方法で委員会の運営をいたしますので、ご

協力のうえ、十分審査していただくようよろしくお願いします。 

それでは、ただいまから、第一審査区分として、一般会計歳入全般について審査を行いま

す。 

○委員長（阿部善矢委員） 質疑を許します。 

５番 田中 晃委員。 

○５ 番（田中 晃委員） では、私の方から７点ほどお聞きします。１ページの配当割交付金

の内容、それと、150.8％増額を見込んだ理由をお聞かせください。それから、同じ１ページ

の株式等譲渡所得割交付金の内容と、前年度から比べてほぼ１０倍を見込んだその理由をお

聞かせください。それから、２ページ目にあります交通安全対策特別交付金、細かいんです

が、前年度より７万円の減額と見込んでいますが、７万円の減額の要因はどこにあるのかお

聞かせください。それから、１７ページの県支出金の方なんですが、保険基盤安定負担金の

内容と、それから、今回 495 万円増となっているその意図は何なのか、お聞かせください。

それから、前年度、県支出金から保育園運営費負担金として1,106万ほどがあったんですが、

今回は盛り込まれていないのはなぜなのか、お聞きしたいと思います。それから、同じ１７

ページで、老人クラブ活動費補助金が４万 6,000 円ほど減額になったその要因は何か、お聞
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かせください。それから、最後になりますが、社会福祉法人等利用者負担軽減事業費補助金

の内容と、３０万ほど減額になったその要因は何か、お聞かせください。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） ご質問にありました地方譲与税等歳入につきましては、地財計

画とか県の伸びといった要素を勘案して計上しているところでございますが、ご質問にあり

ました配当割交付金、株式割交付金、それから交通安全対策特別交付金の額につきましては、

髙橋総務課長補佐よりご答弁申し上げます。 

○委員長（阿部善矢委員） 髙橋総務課長補佐。 

○説明員（髙橋誠一総務課長補佐） それでは、歳入の中で、利子割交付金、配当割、株式譲渡

割交付金等もそうですが、あらかじめ県の方から２８年度の伸び等を示されます。それを受

けまして、今年度またはこれまでの本町での歳入の実績等を勘案しながら計上させていただ

いたところです。 

併せまして、交通安全対策特別交付金につきましても若干の減額、こちらにつきましては、

今年度の実績見込み、併せまして、先程申し上げましたとおり、これまでの実績等を勘案し

て計上したものであります。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長） １７ページの保険基盤安定負担金の内容と増の要因というご

質問でございます。 

内容につきましては、こちら、国保特別会計の方に繰り出しする財源の県の負担金でござ

います。内容が二つございまして、軽減分、そして支援分というふうに分かれてございます。 

この増の要因でございますけれども、平成２７年度におきまして、まず支援分につきまし

て、国保財政の安定化を図るということで増額になってございます。また、軽減分につきま

しては、生活水準が変わらなければ前年度に引き続き同じように軽減が受けられるよう、消

費税物価の伸び率等を考慮して軽減の判定基準が見直されたところでございます。そういっ

た部分で、軽減についても増となったところであります。 

２８年度の予算につきましては、この２７年度の実績等を勘案しまして、増額計上いたし

ておるところでございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間保育園主幹。 

○説明員（本間 明保育園主幹） 県支出金の保育園運営費に関する質問でございましたけれ

ども、２７年度につきましては、保育園運営費負担金として予算を計上しておりました。こ

れにつきましては、２７年度、制度改正によりまして、昨年１２月に２７年度の補正予算を

出させていただきまして、名称として、教育・保育給付費負担金ということで計上いたしま

した。 

今回、２８年度の予算書の方にございます１５ページ、国の支出金で、１３款１項１目児

童福祉費負担金の中に教育・保育給付費負担金がございますけれども、これが２７年度まで

の保育園運営費負担金に該当するものでございます。 

同様に、１７ページの県支出金についても、教育・保育給付費負担金として計上している
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ものでございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） 老人クラブ活動費補助金の減額につきましては、単位クラ

ブ数及び会員数の減ということでございます。また、続く社会福祉法人等利用者負担軽減に

つきましても、対象者の減による補助金の減額ということでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） ３番 佐藤正治委員。 

○３ 番（佐藤正治委員） 自分からは２点ほどお願いします。 

１０ページです。１０ページの町税、個人の分と法人の分、これ、差し支えなければ職業

別に金額をお知らせください。法人の方もそれぞれの業種があると思いますので、その辺、

分けてお知らせ願います。それから、１３ページであります。１３ページの８款、９款、こ

の辺の地方交付税の金額の要因、また様々あると思いますが、差し支えない程度でよろしい

のですが、どういう理由でこの金額になっているのかお知らせください。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長）  個人住民税、法人住民税の業種別等の積算ということのよう

ですけれども、そういった積算方法はしておりませんのでお示しすることができません。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） 地方交付税につきましては、国が示します地方財政計画が基本

となっているところでございます。その中で、まず普通地方交付税につきましては、国にお

きましては総額では減額となっておりますが、本町が取り組む事業、それから様々な近年の

状況等を勘案しまして、昨年度同様、前年度同様、１３億 3,500 万、これは確保できるだろ

うということで計上したものでございます。 

また、特別地方交付税につきましても、１億 3,000 万ということで計上させていただいた

ところでございますが、これにつきましては、定住自立圏の関係の費用、項目、それから多

面的機能の交付金、こういったものもまず交付が見込めるだろうということで、実績を勘案

して計上したものでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） ３番 佐藤正治委員。 

○３ 番（佐藤正治委員） 町税に関して、これ、例えば農業はいくら、勤労者のものはいくら

とか、企業でいえば製造業のものとか商業関係の税収とか税金額とか、そういうものは全然

表示できないといえばいいか、やっていないんですか。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長） 年度初め、賦課の時点、また決算の時点におきましてはそう

いった統計をとっているところですけれども、予算を積算する段階においてはそういったも

ので積算しているわけではないので、今の段階ではお示しできないということでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） ６番 町野昌弘委員。 

○６ 番（町野昌弘委員） 私の方から４点お聞きいたします。 

まず初めに１０ページ、１１ページ、両方かかるんですけれども、町民税の収納見込率と

いうのがありますが、これが項目ごとに９８％なり 99.5％とかいろいろあります。その辺、
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過去のデータを見ても毎回毎回何か違うような数字が出てきますけれども、この辺はどうい

うふうなあれで収納見込率というものを出しているんでしょうか。 

それから１３ページ、地方消費税交付金であります。これが去年の予算に比べて９割ほど

増えているということで、この辺の景気はだんだん悪くなって伸びが少ないように私は思っ

ているんですけれども、この辺、伸び率というか、交付税、増やした要因というか、見込み

を教えてください。 

それから、同じく１３ページ、自動車取得税交付金、やはりこれも交付金でありますけれ

ども、これも増えているというふうなところであります。この辺、そんなに自動車が増えて

いるように思いませんけれども、増やした要因、見込み、この辺を教えてください。 

それから最後に２３ページ、町債で、臨時財政対策債、これは減っております。これは他

の交付金とかが減った場合、それに合わせて、足りない分を町が独自に一回借金して、後で

国からもらえるというふうな町債だと認識しておりますけれども、この辺、減らしたのには

何か理由があったのでしょうか。教えてください。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長） 町税に関しまして、収納見込率の考え方というところでござ

いました。収納率につきましては、予算を編成する際に、歳入が当初予算計上額よりも決算

レベルで低くならないように、減額補正という事態が発生しないようにという考え方のもと

で、当初、低めの収納率で推計させていただいているところです。 

ただ、平成２８年度の予算にありましては、これまでの実績、また、今年度の見込み等に

よりまして、確実な、そんなに高くならない数字ということで計上したところでございます。

税目ごとにそれぞれ税率が、収納見込率が違っておりますので、それぞれの数字が入ってい

るというところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） ３点ご質問がありましたが、３点目の臨時財政対策債につきま

しては髙橋課長補佐よりご答弁申し上げます。 

１点目の地方消費税交付金につきましてでございますが、これにつきましては、企業の業

績、また、個人所得の改善、消費税率引き上げの駆け込み需要、こういったことを見込みま

して、増額することとしたところでございます。平成２９年４月には１０％になることとさ

れております。それに伴う駆け込み需要もあるのではないかというふうな見込みも内容とし

て入っているところでございます。 

２点目の自動車取得税交付金でございますが、これにつきましては、県からの情報、それ

から過年度の実績等を踏まえて計上したものでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 髙橋総務課長補佐。 

○説明員（髙橋誠一総務課長補佐）  臨時財政対策債の減額についての理由でありますけれど

も、こちらにつきましては、国の地方財政計画に基づいて計上したものであります。 

国の方では、地方交付税を算定する際に、それぞれ市町村の基準財政需要額、それから基

準財政収入額等、そういったものを積算するわけでありますけれども、確かに総体としての
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地方交付税額は減少するわけですが、国の示す地方財政計画の中では、地方の地方税は伸び

るであろうというところも見込んでおりまして、そういった中で、不足に応じて対応する臨

時財政対策債、こちらは減額になると。国の計画では今年度対比で16.3％減というものを示

しておるわけですけれども、本町におきましては、来年度予算において、そういった数字も

踏まえながら、今年度、それからこれまでの金額等を勘案して計上いたしたところでありま

す。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） ６番 町野昌弘委員。 

○６ 番（町野昌弘委員） 最初の収納見込率でありますけれども、固定資産税が結構いい割合

で入っています。これが年々固定資産税の方は収納見込率が上がっておりますけれども、実

際、固定資産税の方、過去のデータで年々収納率は上がっているんでしょうか。私が調べて

みると、固定資産税の方は、過去の実績を見ると、調定額からその年もらった額を見ると、

95.4％とかあまりいい数字が上がってこないんですけれども、その辺、今年度は９９％とい

うことで結構高いように思うんですが、その辺、見込み、やはり過去のデータからあったの

か、もう一度お聞きしたいというふうに思います。 

あと、地方消費税ですけれども、駆け込み需要があるというふうなことを予測してという

ことでありますが、確かに駆け込み需要そのものは予想されますけれども、景気、名目ＧＤ

Ｐに比率を掛けていくわけでありますが、それほど伸びないのではないかというふうに思い

ます。過去を見ても、平成２５年、２６年を見ても、名目ＧＤＰでは１％、その年、平成２

６年、２７年では 2.5％とか、ＧＤＰの伸び率がマイナスではないかというふうなこともさ

さやかれています。確かに、駆け込みというのはある程度見込みはあるかもしれませんけれ

ども、それほど伸びないのではないかというふうに思うんですが、その辺、見解がありまし

たらお聞かせください。 

あと、自動車税と臨時財政の方は分かりました。二つ、もう一回お願いします。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長） 固定資産税の収納率でございますけれども、これまでの実績

につきまして、平成２５年度におきましては 98.8％、２６年度におきましては98.9％となっ

てございます。今年度につきましても、２６年度とほぼ同じくらいの収納率は見込めるであ

ろうということで進んでいるところでございます。平成２８年度の予算、99.0％ですけれど

も、少し高いとは思いましたが、まず頑張って収納をしていきたいということで、こちらの

方を計上させていただいております。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） 地方消費税交付金の伸びについての再質問でございますが、こ

の交付金の額につきましては、基本的には県が行っている調査に基づく伸び率、これを適用

させていただいているところでございます。そして、その中身といたしまして、本県におい

ても企業業績が上がってきている、それから個人所得も改善の方向にある、さらに三つ目と

して、消費税率の引き上げの駆け込み需要、こういったことも見込めるであろうということ

から、総合的な判断によりまして出た伸び率ということで、本町においてもこの伸び率を適
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用させていただいたところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） ５番 田中 晃委員。 

○５ 番（田中 晃委員） ２回目の質問になります。１８ページの自殺対策事業補助金の事業

内容と、４１万円ほど減額になったのはなぜか、お聞かせください。 

それから、やまがた道の駅緊急整備支援事業費補助金 160万円の内容をお聞かせください。 

それから、山形県リフォーム総合支援事業費補助金内容と、100 万円ほど増額された意図

は何か、お聞かせください。 

それから、１９ページの放課後子どもプラン推進事業費補助金の内容と、135 万円ほど減

額の理由はなぜか、お聞かせください。 

それから、同じ１９ページの地域人権啓発活動活性化事業委託金の内容と、前年度より５

７万6,000円ほど減額になった理由はなぜか、お聞かせください。 

それと、先程出ましたけれども、臨時財政対策債が前年度より 950 万ほどの減額見込みで

見込まれているんですが、これによって財政的なところはどういうふうな運用を考えている

かということをお聞きしたいと思います。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） ご質問にありました自殺対策事業補助金の減額内容の詳

細につきましては、須藤福祉主査から答弁いたさせます。 

○委員長（阿部善矢委員） 須藤福祉主査。 

○説明員（須藤輝一福祉主査） 自殺対策事業補助金の内容についてご説明申し上げます。 

自殺対策補助事業につきましては、国におきます各メニューによって様々な事業実施をし

ているところでございますが、その国のメニューの項目の変更、さらには補助率の変更とい

うことで事業内容が大きく変わりましたので、来年度の予算につきましては大きく補助金が

減額になったというところでございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 宮野企画調整課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） やまがた道の駅緊急整備支援事業費補助金の 160万でござ

いますけれども、こちらの方の事業につきましては、「やまがた道の駅ビジョン」というこ

とで、その中で示されて、２８年度、物産館マイデルのトイレ、それから給水設備の改修を

行う工事について160万ということで、県の補助を受けて行う予定でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） １８ページの一番下でございます。山形県リフォーム総

合支援事業費補助金、前年度に比べまして 100 万円多くなった理由ということでございます

けれども、これにつきましては、平成２７年度におきましても、６月議会におきまして、住

宅リフォームの支援事業の中で、三世代同居のかさ上げ分といいますか、そういった部分の

補正もさせていただいておりますけれども、その制度がその分変わったということで、２７

年度の当初と比べてそれだけの額が増えた、そういうことでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間教育課長。 

○説明員（本間 明教育課長） １９ページの放課後子どもプラン推進事業費補助金 135万円ほ
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どの減額の質問でございました。これにつきましては、放課後子どもプラン推進事業には、

放課後子ども教室の社会教育分の事業と、放課後健全育成事業ということで、保育園係の事

業が含まれております。４事業入っておりまして、その中の一つ、放課後児童健全育成事業

について、これまで県支出金の方に補助率２／３でございましたが、２８年度からこれが１

／３になって、１６ページの１３款２項２目の児童福祉費補助金の子ども・子育て支援交付

金の方にこちらが含まれることになりまして、国からと県からに分けて交付になりましたの

で、この県分については減額になったものでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長） 地域人権啓発活動活性化事業委託金につきましては、地域に

おきまして人権啓発活動を実施することに対しましての委託になります。この減額要因でご

ざいますけれども、要因につきましては髙橋住民主査よりお答え申し上げます。 

○委員長（阿部善矢委員） 髙橋住民主査。 

○説明員（髙橋真利子住民主査） 来年度の地域人権啓発活動活性化事業委託金につきまして

は、人権の花運動の分でございます。２７年度につきましては、人権啓発活動ネットワーク

協議会の方で行っております人権フォーラムという事業がございます。３年に一度本町でも

開催しておりますが、その分の経費が減額、不要になったためのものです。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） 臨時財政対策債に関するご質問でございますが、これにつきま

しては髙橋課長補佐よりご答弁申し上げます。 

○委員長（阿部善矢委員） 髙橋総務課長補佐。 

○説明員（髙橋誠一総務課長補佐） 臨時財政対策債につきましては、地方交付税が交付される

中で、国が財源的に厳しい中で、それを補う形で各市町村が起債を起こして一般財源として

手だてするものであります。 

こちらの起債につきましては、後年度の交付税算入に 100％原資が充当されるということ

になっておりますので、影響はないというふうに考えております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 質疑ありませんか。 

８番 梅津 博委員。 

○８ 番（梅津 博委員） それでは、私の方から数点お願いします。 

最初に、歳入全体に関する質問になろうかと思います。 

今回の４３億 9,000 万円という、近年においては非常に大きな金額の予算編成になったと

いうふうに思います。そんな中で、内容を大まかに見ますと、町税が増えるだろうという予

測、あるいはふるさと応援寄附金の大幅増、こういうものが中心になろうかと思います。ま

た、基金の取り崩しということでの繰入金をしながら、町債においてはなるべく抑えた形で

微増という形になっていると思っております。 

予算全体は 7.5％の伸びでありますけれども、自主財源の割合が５ポイントも伸びている

ということからすれば、健全財政というものがさらに加速していくかなというふうに見てい

ます。 
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今回の予算の特徴というものをどう捉えているのか、全体的な話の中でどう捉えているの

か伺いたいと思います。 

それから１２ページ、歳入の町税の入湯税に関する質問です。入湯税に関しては、２７年

度において税額の変更ということで減額になった経緯がございますが、２８年度においても

100 万ほど減額の見込みで計上されているわけです。なかなか同じような施設の競争という

部分の中で、田田の温泉を訪れる方が減ってきているというふうなこともありますけれども、

この減少の要因について、あるいは原因について、分析されている部分、説明をお願いした

いと思います。 

それから１７ページ、県の支出金の中で、先程同僚委員の中からもありましたけれども、

老人クラブの活動費補助金が減っていると。原因については先程説明がありました。要する

に、単位クラブが減少している、それから会員数が減少しているということであります。 

そういった現状はあるわけですけれども、この老人クラブの活動が地域の高齢者の活動と

いうものの中心になっている部分も当然あるわけでございまして、この活動の再構築化とい

うものを目指すべきかと思っております。現状を捉えるだけではなく、今後の対策というも

のを講ずるべきかと思いますけれども、その辺、考えを伺いたいと思います。 

それから次のページ、１８ページ、県の支出金の中の４目農林水産業費県補助金、ここか

ら二つほどお願いしますが、まず、農地集積・集約化対策事業費補助金、これが前年から100

万ほど減額になっております。その内容について、説明をお願いします。 

それから多面的機能支払交付金、これは逆に増額になっていますけれども、すべての集落

で取り組むようになったということの中で内容が充実してきているのかなと思いますが、そ

の辺の内容を説明願いたいと思います。 

それから、最後に町債の部分です。町債に関していえば、なるべく計上しない方がいいと

いうことでありますので、そういった中でも必要最小限の計上というふうに考えております。 

確認ですが、役場庁舎の整備事業債、これは後年度交付税措置はゼロだと思いますけれど

も、その辺の確認。 

それから、かわまちづくりの整備事業債、この部分についても、前にも説明があったかと

思いますけれども、少し記憶が定かでありませんので、後年度措置部分、何％なのか伺いた

いと。 

それから、来年度、２８年度で整備予定の防災無線の関係で、防災無線の整備事業債その

ものと、それから県の防災行政通信ネットワークの再整備事業債、それぞれ内容は違うかも

しれませんけれども、こういった防災の関係の債務が２件ほど発生、計上したということで、

これの内容、後年度措置部分があるのかないのか、その辺も説明願えればと思います。以上

です。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） まず、平成２８年度予算の特徴というご質問でございますが、

本年におきましても、昨年度に続き４０億を超える、本町においては大型の予算を編成させ

ていただいたところでございます。これにつきましては、役場庁舎の耐震補強、三川分署の
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改築、議場の改築、いろり火の里のリニューアルに向けた整備、それから地域交流、子育て

支援施設などの新規事業、大型事業に着手する、取り組む、そういった年でございます。こ

ういったものにつきまして、国及び県の補助、それから起債、さらには、これまでこういう

ことを見込みまして積み立てしてきております各種基金をいよいよ活用する年というよう

なことで、本町においては予算執行事業においても非常に大きく事業展開する年、そういう

予算になっているというのが一番大きな本町の２８年度予算の特徴と捉えているところで

ございます。 

また、各種事業の財源についてのご質問でございます。 

まず、役場庁舎につきましては内容が二つございまして、まず、耐震補強につきましては

起債充当率が９０％、交付税算入率が５０％となっているところでございまして、非常用発

電機につきましては起債充当率が 100％、交付税算入率が７０％となっているところでござ

います。 

二つ目はかわまちづくりでしたでしょうか。かわまちづくりにつきましては起債が９０％

の交付税が２０％、さらに、防災無線関係でございますが、町が行う防災行政無線の関係に

つきましては充当率100％、算入率７０％、山形県の方も同様の100％、７０％、そういった

内容になっております。 

○委員長（阿部善矢委員） 宮野企画調整課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） 入湯税の関係で、入浴客の減少の要因ということでござい

ました。 

こちらの方につきましては、施政方針の方にも記載をしておりますけれども、やはり周辺

で同じような新たな温泉施設がオープンしたということと、消費税の反動、増税による駆け

込み需要という部分の反動が大きく要因としては挙げられるというふうに分析しておりま

す。 

さらには、２７年度、施設の修繕を行うということで、６月の中旬に１週間、温泉の岩風

呂の方の天井の改修等を行いまして、その期間で売り上げが減少したという部分がございま

す。前半の方は、２６年度に比べてやはり減ということでなってございますけれども、後半、

何とかポイントカード、ポイント制度とかいろいろな形でＰＲしながら前年度並みを今維持

しておりますが、やはり前半、それと６月の休業が１週間ほどあったという部分が、利用客

が減少しているという部分があろうかと推計しているところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） ご質問にありました老人クラブ活動費補助金の減額要因

について、これにつきましては、歳出予算であります３款１項２目の老人クラブ活動費補助

金、町から各老人クラブに補助金を交付している、その減額要因にもなっているものでござ

います。 

ご質問にありましたとおり、年々町内の各老人クラブの組織の減衰、また、それに伴って

の老人クラブ連合会の会員数の減少という現象がとどまることなく動いているわけでござ

いますが、その要因といたしましては、老人クラブ連合会においてはなかなか事業が多岐に
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わたっているというようなことから、単位クラブの加入について二の足を踏むというクラブ

もあるというふうに聞いておりますし、一方、各町内会における単位老人クラブにおきまし

ても、役員のなり手、つまり後継者の育成が十分円滑に進んでいないというようなことから、

組織活動が低迷しているということで聞き及んでいるところでございます。 

私どもといたしましては、これまでの老人クラブといいますと、交流型の事業が多かった

わけでございますけれども、これを見直しして、いわゆる地域活動型、ボランティア活動等

を中心にして、その地域においての存在意義を高めていただくことによって皆さま方からの

衆目を集めるのではなかろうかという考え方を一つとっております。 

その中で、シルバー人材センターの活動と競合するという部分もございますし、片や、収

入に結びつく事業、一方はボランティア活動というところで、相反する形態にもなっている

ところでございます。そうした中でも、今後の介護保険制度の需要の高まり、そういったこ

とも勘案しながら、何とか老人クラブという組織形態にとらわれることなく、高齢者全体の

地域における活動の幅を広げるような方策を検討してまいりたいというふうに考えている

ところでございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤産業振興課長。 

○説明員（齋藤仁志産業振興課長） 一つ目が、農地集積・集約化対策事業費補助金、これが 100

万円ほど減額になっていますが、この理由ということでございました。 

この事業については、農業委員会の方で農地集積・集約化に係る事業経費として活用して

いるものです。先程の３月議会の補正でお願いしたとおり、実際の額よりも減額補正をお願

いしたところでありまして、この額についても、実績見込みということで計上をさせていた

だきました。 

それから次に、多面的機能支払交付金でございます。こちらの方については 136 万ほどの

増額ということでございますが、事業費が１億 1,100 万円ほどになってございます。この部

分、これも実績見込みという形で計上させていただいていますが、当初に対して途中で一生

産組織が追加で増額になったということも踏まえての実績見込みの額になります。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 先程答弁漏れがありましたので、これを許可します。宮野企画調整

課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） 先程、入湯税の減少の関係で、工事等の期間がありまして

ということで、田田の岩風呂というふうにお答えいたしましたけれども、岩風呂、北側の部

分も若干排水口の工事はいたしましたが、天井の改修工事は石風呂の方ということで、南側

の石風呂の方の改修工事でございます。訂正させていただきます。 

○委員長（阿部善矢委員） ８番 梅津 博委員。 

○８ 番（梅津 博委員） 先程の答弁をいただきましたけれども、全体で見たときの特徴とい

うことで説明がありました。私は、この中でのポイントはふるさと応援寄附金なのではない

かというふうに見たところです。要するに、金額としても、歳入全体の中で４３億の中の３

億、当初予算計上ですけれども、それが計上されている。それから、先程説明があった繰り

入れの関係も、１億 7,000 万ほどの繰り入れの中で、１億 1,000 万以上のふるさと基金から
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の繰り入れというものがあるわけでございます。なおかつ、予算の中でその繰り入れ分を上

回って今年また基金造成するというようなことで、そういうことからすれば、このふるさと

応援寄附金が２６年から本格的に今のスタイルになった中で、やっと実を結んできたといい

ますか、町の財政運営に大きく貢献するような、財源も含めて、制度としていい意味での構

築がなされたのではないかというふうに思っています。 

今後、このふるさと応援寄附金というものがますます町の財政に貢献するようなことで、

制度の充実あるいは金額の増額というものが望まれるわけですけれども、そういった観点で

見ますと、町の自主財源という中での新たな発想といいますか、そういうものも私は必要な

のではないかと思っています。 

このふるさと応援寄附金に関して、歳入の面で、今までやられてきた様々の対応策があり

ますけれども、今後さらに安定的に増額していくといった対策、今後も制度変更、より良い

方向にしながら、あるいは返礼品の充実等も含めた対応が必要かと私は思いますけれども、

その辺、基本的な考えをまた伺いたいと思います。 

それから、入湯税の関係ですが、要因については説明のあったとおりだと思います。 

対策として、後半の部分で、ポイント制度ということで導入したということがありました。

やはりこういったお客さまを呼び込むための様々な手法というものをもう少し工夫する必

要があるのではないかと私は思います。 

そういったポイント制度も含めて、あるいは町の事業、様々な事業がありますけれども、

そういったものも田田に結びつくような、そういった仕掛けをしていくということが今後は

必要かと思います。その辺の考え方を伺いたいと思います。 

それから、老人クラブの活動に関してですけれども、先程課長から丁寧な答弁がありまし

たが、要するに、今後高齢化社会をどのように充実させていくかといった中においては、先

程若干触れられましたけれども、介護保険制度、要するに元気なお年寄り、健康寿命の増進

というものにこの老人クラブ活動も結びつける必要があるのではないかと思っております。 

そういった観点においては、今までの交流型、あるいはボランティア型というふうな話も

ありましたけれども、要するに健康増進型というような位置付けのもとにこの老人クラブ活

動を展開することも必要かと私は思います。その点について伺いたいと思います。 

農業関係は分かりました。ただ、ただといいますか、多面的機能支払交付金、これは他の

周辺の市町村のお話を聞いてみますと、長寿命化対策を実施しない市もあるということで、

そういうことからすれば本町は恵まれていると思いますし、町の持ち出しも１／４があると

いうふうな事業費の中で、長寿命化というものが多額のお金がかかるのは分かるんですけれ

ども、こういったメリットというものをさらに今実施している団体の皆さんにお知らせしな

がら、拡大の方向へ導いてもらえればありがたいと思いますけれども、その辺の見解を伺い

たいと思います。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 宮野企画調整課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） 最初に、ふるさと応援寄附金の返礼品の拡大に向けた取り

組みということでございます。 
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ふるさと応援寄附金につきましては、現在、先の補正予算で４億 8,000 万ということで議

決いただいたところでありますけれども、２８年度につきましてもさらなる寄附をいただく

ということで、この部分については、予算の方も今までは企画費の方にあったわけですけれ

ども、商工費ということで、予算の方も７款の方に移管しながら、農と商工業の連携を図り

ながら、三川の産業振興、観光振興、そういった部分の販売に繋がるように、６次産業化と

いうことを含めて連携を図っていくというような取り組みで、さらに農業者、商工業者の新

たなふるさと返礼品への参加を促すということで考えていけたらと思っているところでご

ざいます。 

それから入湯税の関係の、入浴客の拡大策、仕組みでございますけれども、本町には、春

の菜の花まつり、それから秋の秋まつり等、いろいろなイベントがいろり火の里周辺で開催

されます。そういったときの、県外からも例えば菜の花杯のサッカーとかいろんな部分で県

内外からお客さまが見えますので、そういった部分を、情報を関係部局の方と連携しながら、

宿泊等に繋がらないか、入浴に繋がらないか、そういった連携も密に行っていきたいという

ふうに考えておりますし、２８年度は、いろり火の推進事業の中で今後のリニューアルに向

けた設計を行う予定にしておりますので、温泉客の増に繋がる、そういった部分にはどう

いったリニューアルをしていけばいいか、そういった部分も十分その設計の中に入れて今後

のリニューアルを考えていきたいと思いますし、２８年度は誘客に向けた全国的なイベント

が、海づくりということでも２８年度開催の予定になっておりますので、そういったいろい

ろなイベントの情報、そういった部分、近隣市町村とも情報をとりながら、入浴客の増に向

けた取り組みを進めていきたいというふうに考えているところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） まさにご質問にありましたとおり、私どもといたしまして

も、これからの健康寿命の延伸、いかに元気な高齢者の方々を増やしていくかという政策に

ついて、健康福祉課全体でいろいろと工夫し、事業化を図っていきたいというふうに考えて

いるところでございます。 

町民の方々からの理解をいただいたうえで進めるというような政策になってまいります

ので、なかなか一気に改正というような状況には至らないとは思っておる中で、今現在、事

業を展開しております介護保険事業の中でのサロン活動、こういったものの回数の増加ある

いは参加者の拡大、さらにはコミュニティカフェといった事業も含めながら、高齢者の方々

から集まっていただく機会、場を増設していく。その中に、健康指導を含めまして、健康福

祉課の保健指導が出向いていろいろと健康にまつわるお話、あるいは体組成計等を活用しな

がら、いかに健康づくりが重要であるかというようなことの啓発、啓蒙活動も進めてまいり

たいというふうに考えておりますので、各方面にわたってのご理解を今後展開してまいりた

いというふうに考えております。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤産業振興課長。 

○説明員（齋藤仁志産業振興課長） 多面的機能支払事業のうちの長寿命化のメリットでござ

いますが、実際には三川町の場合、６組織が取り組みを進めています。平成２７年度単年度
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で、全体、６組織の合計の額になりますが、3,500 万円ほどの予算で事業執行がなされてい

る。かなり高額の大きなお金が動いております。実際にそういったことをすることで、農道

ですとかいろんな農業関係施設、長寿命化に繋がるような取り組みができるわけですので、

このメリットというのはかなり大きいと考えております。 

ただ、実際の契約期間中で新規の追加というのがなかなか難しい状況もありますので、そ

ういったところを踏まえながら、まだ入っていない組織についてはよくよく取り組んでもら

えるような状況の方に進めていきたいと思っています。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 暫時休憩します。            （午前１０時３１分） 

○委員長（阿部善矢委員） 再開します。              （午前１０時５０分） 

引き続き質疑を行います。 

２番 志田德久委員。 

○２ 番（志田德久委員） 初めに、同僚委員も質問しましたけれども、１２ページの入湯税の

方ですが、２７年度は工事をやってお客さんが少なくなったと。あと、施政方針にもあると

おり、近隣の新しい施設あるいは消費税の反動ということがありますけれども、今、２８年

度の予算ですので、２７年度の結果でこういう判断はいかがなものかと思います。２８年度

は工事で休まないわけですので、消費税も２９年度から始まるわけですので、こういう予算

の組み方はどうなのか。そして、今回、人数何人を予測しているのか、入湯税、答弁をお願

いしたいと思います。 

そして、１４ページの農村センターの使用料ですけれども、これも２６年度から比べて２

７年度が工事が入ったという予定で減らしておりました。２６年度は９０万の使用料を見て

おりましたし、今年は工事がないと私は理解しておりますので、額をもとに戻した使用料の

料金を見込んでもよかったのではないかと思われます。 

そして１３ページ、同僚委員も先程交通安全対策のお金、質問、減額説明を求めておりま

したけれども、ご存知のとおり、これは反則金を２／３が都道府県、１／３を地域の交通事

故あるいは人口比率等で下りているわけであります。 

知っているとおり、三川町は道路が整備されて、逆に言うと、場所貸しということで事故

が多いわけであります。実績をずっと見ましても、150万以上の、２６年度決算を見ても入っ

ているわけですので、わざわざ数万円を減額する必要もなく見るべきではなかったかと。今

後の実績というものをどう捉えているのか、この制度をどう捉えているのか伺いたいと思い

ます。 

そして、２１ページの預金利子ですけれども、２６年は１０万円、昨年と今年２０万です

が、これは予算を組む時点の時期があろうかと思いますが、今、マイナス金利はゼロ金利と

言われております。その減額、逆に前みたいな１０万円というような見方もできたのではな

いかと。昨年と同じ２０万で見ておりますので。 

日銀が発表をする前にこの予算を作ったというなら理解できますけれども、この政策が出

てからということになれば、やはり金利は下がるのは当然ですので、そういう決め方をすべ

きではなかったかと。その点を伺います。 
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○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長） 入湯税の平成２８年度の予算計上の考え方でございます。 

まず、２７年度の納入状況を参考にして計上しているところでございますけれども、先程

ありました６月につきましては、工事等により減額という形にはなってございます。 

ただ、その前後にありましてもそういった人数の減がございまして、その動きについて、

なかなかこちらでは持ち直すだろうといった判断がどうしてもできなかったものですから、

２７年度の状況等によりまして計上したところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間農村環境改善センター所長。 

○説明員（本間 明農村環境改善センター所長）  １４ページの農村環境改善センター使用料

のご質問でございます。２６年度については９０万で予算計上し、それ以降の工事等の関係

で減ったもので、今回、２８年度については７８万円ということで予算計上いたしました。 

これについては、過去の実績を見ますと、２４年度は使用料が８９万 4,000 円ほどござい

ましたので、いえば、歳入不足に若干なっております。その後の状況を見ますと、２５年度

が７９万 8,000 円、２６年度が７６万ということになりましたので、やはり歳入不足という

ことは予算計上上はありませんので、基本的には過去の実績をもとにかたく見込んだもので

ございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） 平成２８年度当初予算におきまして、交通安全対策特別交付金

については 130万円ということで計上したところでございますが、この積算の内容につきま

しては髙橋総務課長補佐よりご答弁申し上げます。 

○委員長（阿部善矢委員） 髙橋総務課長補佐。 

○説明員（髙橋誠一総務課長補佐） ２８年度の交通安全対策、こちらの予算につきましては、

委員おっしゃられますとおり、事故の件数、それから改良道路の延長等が入ってきます。そ

れに加えて、人口集中地区ということで、そういった人口密度等もこの算定にあたっての算

式に入ってくる計数といいますか、もございます。 

確かに、実績としては予算を上回る交付金といいますか歳入があるわけですけれども、や

はり少しずつでありますが減っているという過年度からの経過もございますので、それはそ

れとして、事故件数等が減っているというふうにも推し量ることができるわけですが、そう

いったところで、まず確実な歳入ということで計上させていただいたものでございます。以

上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 大川会計管理者。 

○説明員（大川栄一会計管理者）  ただいまご質問の預金利子の関係でございますけれども、こ

の件は、まずは予算計上しているというのは、２７年度の中で基金等の預金を定期を更新し、

２８年度に満期になるというものが多いわけでして、ですから、そういう関係で、今回の予

算の中での２０万というのは、まずは２７年度に預金の定期の更新をしたというものがほと

んどの内容になります。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） ２番 志田德久委員。 
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○２ 番（志田德久委員） 入湯税の方ですけれども、昨年工事で休んだということで、今年は

予定にありませんので、その分復活すると同時に、周辺の新たな施設ということは、その前、

言えば庄内町の施設のことを言っていると思いますが、あれはやって、すでに落ち着いた状

況で今推移しているわけであります。そして、消費税による駆け込み需要等の反動とありま

すが、４月１日から２９年度の消費税が上がるとすれば、２８年度には何も影響がないわけ

です。今の状態の 430 円でいって、この入浴料金でいきますので、入湯税も同じ状況になる

と私は思うんですけれども、施政方針で言っている、消費税による反動から入浴客が減ると

いうこの施政方針自体が私は疑問に思え、この予算編成は変ではないかということです。２

８年度は平常どおりの入浴客があるのではないかということであります。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長） まず、２８年度の予算計上の時期が１１月ということでござ

いまして、その時点にありましては、なかなか前年度よりも低く推移していたことが要因で

すけれども、工事等については、当然その部分は理由として分かったところですが、消費税

増税の駆け込みの関係ですけれども、チケット等、早目に増税前に購入していた部分につい

て、この入湯税の方にも影響があったということでございます。 

先程漏れてしまいましたけれども、入湯見込み人数ということでありました。大変すみま

せん。宿泊数につきましては１万 1,334、日帰りにつきましては１９万 666 と見ておるとこ

ろでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） ２番 志田德久委員。 

○２ 番（志田德久委員） 私とここの食い違いがあるわけですけれども、今、２７年度の決算

をやっているわけではなく２８年度の予算審査をしているわけであります。そうすると、２

８年度は平常あるいは駆け込みもあれば、収入が、逆に入湯税が増えるのではないかという

ことであります。２９年度の４月からは施政方針にあるようなことがあり得るわけですけれ

ども、２８年はいつもの年の入湯税予測で予算計上するべきではなかったかということなん

です。もう一度お願いします。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長） 確かに、消費税増税前後に係る収入につきましては委員おっ

しゃるとおりかと思われます。また、それに加えまして、周辺市町村の入浴施設等の影響等々

も考えられますので、今年度に入りまして、後半につきましては、先程企画調整課長よりあ

りましたとおり、様々な対応によりまして前年度同等の入浴客数ということで推移はしてお

りますけれども、予算計上時にありましてはなかなかそういった部分も見えなかったところ

でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） ９番 佐藤栄市委員。 

○９ 番（佐藤栄市委員） 予算書１０ページでお伺いします。固定資産税についてお伺いしま

す。 

２７年度、町民課で、現状把握ということで固定資産の現状確認をしているはずです。全

町まだ終わってはいませんけれども、適正課税という考え方に立てば必要な作業だろうとい
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うふうに思っています。 

それで、全部は終わっていないわけですけれども、その結果においての２８年度の固定資

産税への考え方というか、状況というのはどのようになったか、１点お伺いしたいと思いま

す。 

それから１１ページ、国有資産等所在市町村交付金であります。何年か前に庄内支庁のア

パートが一般管理になったということで、結構な額、減額になりました。今３６万 4,000 円

ほど残っていますけれども、これに関してはどの部分にあたるのかをまずお伺いしたいとい

うふうに思います。 

それから１４ページ、使用料及び手数料で民生使用料がゼロになっています。これはふれ

あい館をなの花荘に無償譲渡したという関係からかなというふうに思いますけれども、確認

したいと思います。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長） ２点ございました。一つが、固定資産税の適正課税を目的に、

平成２７年度より土地家屋の現況調査を実施しているところですけれども、その２８年度予

算への影響という部分につきましては、佐藤町民課長補佐よりお答え申し上げます。 

２点目の国有資産等所在市町村交付金につきましてですけれども、こちらにつきましては、

固定資産税でいう評価替えにつきましては３年に一度行われるところですけれども、この交

付金につきましては、その年度年度によりまして、年度年度の算定標準額によりまして交付

されるものでございます。減額になっている対象につきましては、県職員アパートの建物の

部分で減価償却分として減額になっているものでございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 佐藤町民課長補佐。 

○説明員（佐藤 亮町民課長補佐） ご質問ありました固定資産税全棟・全筆調査に係る予算へ

の影響ということでお答え申し上げます。 

２７年度７月から１０月にかけて、横山地区横山上から加沼町内会まで調査を行いました。

小尺と横川については２８年度で実施予定となっている状況です。 

２７年度中調査を行ったところ、土地に関して、１０件ほどの課税内容の見直しがありま

した。建物については、大小それぞれありますが、全部で７９件ほど内容を見直しすること

になります。この中で一番大きなものとして、単年課税額で２０万ほどの減額となるものが

ありましたが、それ以外はもっと小さな税額の動きというふうになる見込みでありまして、

２８年度の予算編成にあたりましては、固定資産の土地家屋の部分につきましては、建物の

新築の関係が大きく影響しておりまして、この全棟・全筆調査での調査結果というのは、新

築の部分で補われてしまってあまり影響はないというふうに見込んでおります。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） １４ページの民生使用料につきましては、委員ご質問のと

おり、ふれあい館使用料についての皆減でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） ９番 佐藤栄市委員。 

○９ 番（佐藤栄市委員） 最初に、固定資産税を伺います。 
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新築の部分があったと。三川は結構新築で建ててもらっているところが多いので、ただ、

現状確認の中では減額だったと。それを上回るものがあってという形のようです。 

やはり税の公平という形ではこの作業は必要なものだというふうに考えますし、３年間で

行うというふうに聞いていたと思いますので、まずそこの確認をしたいと思います。 

それから、国有資産というのは県のアパート部分ということで、減価償却分という答弁で

した。確かに３万 4,000 円ずつ毎年近年落ちています。これはそのうちゼロになるというふ

うな考え方を持っていいのかどうか確認します。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長） 固定資産税の現況調査でございますが、当初３年間というこ

とで調査の方に入らせていただきました。結果、２７年度につきましては小尺、横川が残っ

ている状況です。定例監査の方でも指摘がありまして、その作業について、３年で終えるよ

うにというご指摘がございました。 

そういった関係から、今回、先の補正予算で補正いただいたところですけれども、航空写

真データを土地情報システムの方に取り込んで、現況と字限図のずれを把握できるように、

そういったところで調査のスピードアップを図るということで考えております。 

２８年度、２９年度におきまして、全町内会が終えるようにということで、職員としては

そういった計画で現在進ませていただいているところです。 

もう一つ、国有資産等所在市町村交付金でございます。これにつきましては、先程少し説

明が足りなかったところですけれども、この県職員アパートの建物と土地の部分がございま

す。当然、土地の部分はなくならないわけですので、そういった部分では残っていくかと思

われます。 

ただ、先に大幅に減額になったのが、用途替えということで、アパートとして使用しなく

なったことによりまして、この交付金の対象外になったところでございます。そういったこ

とが生じれば、また同じようにすべてなくなるという可能性もあるかと思われます。以上で

す。 

○委員長（阿部善矢委員） ９番 佐藤栄市委員。 

○９ 番（佐藤栄市委員） １点だけ。固定資産税の方の現況確認の状況は分かりました。ぜひ

きちんとしてもらいたいというふうに思いますけれども、３年かけて回っても、その後変わ

る部分というのがあると思うんです。それに関しては、住民の適正な申告というか、そうい

うのも必要だと思いますし、いろんな形のＰＲの仕方が必要になってくるのではないかとい

うふうに思います。 

以前も広報等で、壊した建物についてはお知らせくださいというのも出ていましたけれど

も、これからこの事業を進めた後に適正な課税になるようにするには、そういう協力体制と

いうかＰＲの仕方も考えていく必要があると思っていますので、それらの対応をどのように

考えているか、お伺いします。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長） 固定資産税の現況調査につきましては、これまでしていな



- 24 - 

 

かったということで、集中的にこの３年間向かうということで計画しております。ただ、そ

の後におきましては、全体的に終えた後ですので、毎年変更点を確実に確認していくことで、

現況調査は引き続き行うという考え方でいきたいというふうに考えております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） ７番 小林茂吉委員。 

○７ 番（小林茂吉委員） 予定されております予算審査のスケジュール、順調に進まれており

ます。また、午後からの予定、それから明日の審査区分もありますが、そうしたことを考え

まして、若干この予算書の一部につきましてご指摘をさせていただきまして明日の審査に臨

みたいというふうに思いますけれども、これらにつきまして、委員長、許可いただけますか。 

○委員長（阿部善矢委員） はい、どうぞ。 

○７ 番（小林茂吉委員） 特別会計、介護保険会計ですが、ページで申しますと 133 ページ、

８目の認知症総合支援事業がございますけれども、本年度予算の財源内訳について少し私は

疑念を持ちますので、この件について当局はどのように思いますか。一回その説明をいただ

きます。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） ご指摘の内容といいますのが、本年度予算額、８目 114万

に対しましての特定財源の内訳が、国県支出金が 155 万 3,000 円、その他が１万 2,000 円と

いうことで、いわゆる合計額が財源を上回っているというご指摘かと思います。 

詳細につきまして、後程ご説明させていただきたいと思います。 

○委員長（阿部善矢委員） ７番 小林茂吉委員。 

○７ 番（小林茂吉委員） 明日の審査途中で中断することなく円滑に進まれることを私は望

みたいというふうに思います。まず最初に指摘させていただきました。 

質問に入りますけれども、１６ページの社会資本整備総合交付金につきまして伺います。 

この交付金の内容につきまして、整備計画に沿った交付というのはどの程度なされている

のか。それとまた、その事業の種別ですね、道路、橋梁、その他あるのかどうか、そこら辺

の内容について説明を求めたいというふうに思います。 

それからもう一つは、町債の件でありますが、先程同僚の委員からも臨時財政対策債につ

きましていろいろ意見が出ておりました。町当局として、この臨時財政対策債、これは私は

あくまでも赤字地方債というふうな認識を持っています。これはいわゆる地方交付税の財源

不足、そうした意味からして、国と地方が責任を持ってそうした歳出抑制を考えた一つの手

だてかというふうに思っております。 

そうした意味からして、当局はこの臨時財政対策債を発行しなければ損だという認識をお

持ちでしょうか。その辺をまず伺いたいと思います。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） １６ページの社会資本整備総合交付金の内容についてご

説明申し上げます。 

６項目ほどございまして、一つが雪寒事業というようなことで、現在進めております横川

横山線の防雪柵の設置工事がまず一つでございます。それから二つ目としましては、横川横
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山線ほか３２路線の除雪事業に係るものでございます。三つ目として、防災・安全交付金と

いうことで、老朽化対策でございます。その中の一つが舗装修繕、横川横山線舗装改良関係、

それから二つ目として、橋梁の修繕、これは善阿弥青山線青山橋修繕工事でございます。そ

れから４項目めとしまして、地域住宅計画提案事業というようなことで三つほどございます

けれども、一つが住宅取得支援事業、これは定住促進でございます。二つ目として木造住宅

耐震改修事業、三つ目として空き家対策支援事業、それから５項目めとして、都市公園整備

事業ということで、かわまちづくり事業でございます。それから６項目めとして、今年度新

たなものでございますけれども、三川町住生活基本計画策定事業、この６項目にわたるもの

につきまして、国から交付金を受けるものでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） 臨時財政対策債に関するご質問でありますが、この対策債につ

きましては、ルールとして活用できるものであるということから、さらに起債充当率、交付

税算入率のどちらも 100％という有利な起債であるという観点から活用することとしている

ものでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） ７番 小林茂吉委員。 

○７ 番（小林茂吉委員） まず、社会資本整備総合交付金、一応町として整備計画等々に沿っ

た交付がなされる率、これが雪寒工事から含めて６項目にわたった説明をいただきましたけ

れども、一応町はこういった整備計画を立てていらっしゃるというふうに思いますが、そこ

ら辺の実現率といいますか、この辺を少しお聞きしたいと思うんです。 

それから、この交付金をいただくためには整備計画を立てなければならないというふうに

なっておりますけれども、この計画の公表はできるのかどうか、ひとつ伺いたいと思います。 

それから、臨財債につきましては有利な地方債というふうな説明でございましたし、これ

は借りなければ経常一般財源化しますので、見かけ上、借りなければその比率は、経常収支

比率は悪化する、いわゆる経常収支比率が上がってしまう。逆に借りれば下がる、見かけ上

そういう比率になりますね。そうでしょう。そうですよね。違いますか。そういうことがあ

るから、ほとんど全国地方自治体は、９割近くの自治体は見かけ上これを発行しているんで

す。 

そうした意味からして、予算の説明書にもあります、４０ページ、これを見ますと、臨財

債は年々件数が増えています。いわゆるこれは２０年物の償還ですから、非常に長きにわ

たって償還していかなければならない。 

そうした意味からしますと、国がどこまで、この財源不足というのが非常に国にはありま

す。将来的に臨財債を発行して、基準財政需要額の中にそれは算入されてきますから、その

返済額の部分、それはそれとして確保できても、別のものが削減されてしまうと基準財政需

要額が下がってしまう。ですから、そこら辺が非常に将来的に不安なんですね。この臨財債

というのはそもそも2001年から始まって、いわゆる時限立法、３年間の臨時措置だったはず

なんですが、地方自治体の財源が厳しいということでずっと続いてきているわけです。 

そうした意味からして、これが果たして今後ともこの臨財債を活用する、一般財源化して



- 26 - 

 

非常に有利な地方債といった受けとめ方を、いつまでもこれが続くかどうかというのは私は

非常に疑問を持っているんですが、再度その辺の一面をお考えいただきながらご回答いただ

きたいと思います。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 社会資本整備総合交付金の実現率、またはプラス整備計

画の公表云々というご質問でございました。 

この交付金につきましては、過日の補正予算でも、防雪柵の関係、国から追加の内示があ

り、防雪柵については繰り越しというようなこともございますし、その年度にもよりますけ

れども、１回、２回、追加の内示をいただいたり、そういうこともありますので、実現率は

高いのかなというふうに思っているところでございます。 

それから、整備計画の公表につきましては加藤建設環境課長補佐よりご答弁申し上げます。 

○委員長（阿部善矢委員） 加藤建設環境課長補佐。 

○説明員（加藤直吉建設環境課長補佐） それでは、私の方からただいまの質問についてお答え

したいと思います。 

社会資本整備の方の公表の関係でございますが、委員おっしゃるとおり、事業をするうえ

で、計画を組んでそれに沿って行います。この計画については、県が行うもの、また複数市

町村が行うもの、町単独で行うものということで、種別が分かれてございます。町の方で行っ

ている部分、単独の部分につきましては、かわまちづくり事業、公園整備事業、これは一施

設なものですから、町一つで計画をしております。これについては、現在、実施設計を行っ

ておりますので、今後公表していく形ということで県の方と打ち合わせをしております。 

また、先程申し上げました防雪柵及び道路、住宅関係、これは県の事業の方に一括で総括

的計画を組んでおります。県のホームページの方で内容等については公表しております。以

上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） 臨時財政対策債の関係のご質問でございますが、この臨時財政

対策債に関しましては、借りた場合、借りない場合、財政の統計指数にいろいろな形で影響

してくるということはご質問のとおりかと思いますが、そもそも、この臨時財政対策債その

ものが地方交付税に代わるものであるということから、借りるという判断が妥当な判断であ

ろうということで考えているところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） ７番 小林茂吉委員。 

○７ 番（小林茂吉委員） この臨財債につきましては、今、確かに地方交付税に代わるもの、

財源になります。しかし、これは地方自治体によっては、将来的に、今本町におかれている

償還残高を見ますとまだ１億ございますが、将来的に地方交付税の原資がこれほどどんどん

下がることによって、一般の、普通の地方交付税の部分、これらが、本来であれば町に入る

べきところが非常に削減される傾向も想定されるわけです。国の財源を見通せれば、１兆円

ほどの赤字国家ですので、そうした意味からして、この臨財債を発行することは正確なのか

正当なのかということの見極め、非常に私は将来的に考えるべきことではないのかというふ
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うに思いますので、この辺につきましては、町の財政とよく照らし合わせながら、やはり判

断を求めたいというふうに思います。 

それから、先程申し上げました経常収支比率につきましては、発行した場合、発行しない

場合の比率については私が申し上げたとおりというふうなご認識でしょうか。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） 財政に関します統計の指数につきましては髙橋課長補佐より

ご答弁申し上げます。 

○委員長（阿部善矢委員） 髙橋総務課長補佐。 

○説明員（髙橋誠一総務課長補佐） ご質問の経常収支比率、これには臨財債の数字が入ってま

いりますので、影響を与えるものという認識で、ご質問のとおりという認識でよろしいかと

思います。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 進行にご協力をお願いします。 

６番 町野昌弘委員。 

○６ 番（町野昌弘委員） もう１点というか、先程の点でもう一回お聞きしたいんですけれど

も、地方消費税交付金であります。それで、先程、説明では駆け込み需要とかいろいろ、確

かにそれは分かるんですけれども、平成２６年度の決算でいくと、実際もらっているのが

9,959 万 6,000 円ということで、平成２６年度の決算のときは確かに消費税が５％のときか

なというふうに思っています。 

それで、それを今、平成２６年度から８％になって、地方消費税率というのは1.7％、0.7％

増えたというところで鑑みましても、平成２６年度の実績ベースで１億ちょっとくらいしか

実際地方交付金としては、仮に1.7％、0.7％を加味してもそんなものかなというふうに思い

ます。 

駆け込み需要とかいろいろあっても、今年がそれにつけても１億 5,800 万というのは、実

績ベースからいくと 1.5 倍くらい増えると。平成２７年度の場合は予算が１億 4,480 万、こ

れはまだ決算が終わっていませんので、実際どれだけ入っているか分かりませんが、消費税

の見込みとしては、交付金の見込み、県でそういう数字を出しているというふうな説明もあ

りましたが、少し多いというか、甘い見込みではないかというふうに思いますが、その辺、

もう一度答弁お願いします。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） 地方消費税交付金の予算額の積算についてのご質問でござい

ます。これにつきましては髙橋課長補佐よりご答弁申し上げます。 

○委員長（阿部善矢委員） 髙橋総務課長補佐。 

○説明員（髙橋誠一総務課長補佐） ２８年度の消費税交付金についてのご質問でありましたけ

れども、平成２６年度決算においては消費税率が５％から８％になる段階で、それがすべて

３％が決算に跳ね返ってくるというものではございませんでした。２７年度、今年度がまる

まる１２ヵ月分の１２ヵ月で歳入として見ることができる年度ということになります。 

県からは、２８年度の見込みということで、これぐらいパーセンテージで増加するであろ
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うというものが示されておりますので、そういった率も踏まえて、併せて今年度１億 4,480

万を見込みましたが、実績としてはこれを上回る見込みで歳入ということで現段階で見込ん

でおります。 

これまでの５％分と、３％増加したことによって、委員がおっしゃられるように、率とし

て1.7％、社会保障ということでの、そちらに充当してくださいという財源でしたけれども、

こちらはともに実績としては右肩上がりといいますか、上ってございます。確かに、まだ地

方への消費のといいますか、景気の回復が遅れているのではないかと言われている中で、た

だ、実際に町に入ってくる交付金については、微増ながら、またこちらで計上した２７年度

予算に関して言いますと、大きくは上回りませんけれども、それを上回るペースで歳入が見

込まれることから、２９年度４月１日からの消費税率の変更、これも踏まえまして、２８年

度はさらに消費に関する交付金については増額となるであろうということをもとに計上し

たものであります。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 進行にご協力をお願いします。 

○委員長（阿部善矢委員） 以上で、第一審査区分の審査を終了します。 

○委員長（阿部善矢委員） 次に、第二審査区分の審査を行います。 

第二審査区分として、１款議会費、２款総務費、３款民生費、４款衛生費、５款労働費に

ついて審査を行います。 

○委員長（阿部善矢委員） 質疑を許します。 

３番 佐藤正治委員。 

○３ 番（佐藤正治委員） ３点ほど質問させていただきます。 

予算説明書の５１ページ、健康増進事業とあります。その中で、健康マイレージ事業の実

施が概要としてありますが、どのぐらいの予算をつけて、またどのような方法で、この事業

は大変難しいと自分は認識しておりますが、詳しい内容をお聞かせください。 

それから、５６ページの地域開発推進事業、事業概要、それぞれ４点ほどございます。ど

ういう予算の割り振りと、内容等をお聞かせください。それぞれの予算額をお聞かせくださ

い。 

それから、５８ページの行政事務システム化推進事業ということで、これもかなりの高額

がございます。そして、項目も５点ほどございます。それぞれどういう考えでどのぐらいの

金額で割り振りしているのか、お聞かせください。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） 予算説明書５１ページにあります健康増進事業の一つの

健康マイレージ事業に関するご質問でございますが、２７年度の途中から、山形県当局と連

携のもと開始した事業でございます。基本的には、２８年度もこの事業は継続するというこ

とでございまして、まさに健康増進につきまして、町民各位から積極的に取り組んでいただ

きたい。また、それに伴いますボランティア活動、さらには、この事業を活用しての地場産

業の振興という広範囲にわたっての事業展開を計画している内容でございます。 

なお、詳細につきましては担当の佐藤健康係長よりご説明いたさせます。 
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○委員長（阿部善矢委員） 佐藤健康係長。 

○説明員（佐藤 潮健康係長） 私の方からご説明申し上げます。 

今年度９月から県と共同でやってまいりましたけれども、来年度はさらに町の独自の事業

でやっていくということですが、予算の方ですけれども、独自の事業といたしまして、特典、

まず一つ目ですが、特典といたしましては、300 ポイントたまった方々に対しまして、健康

グッズまたはいろいろな他の環境防災グッズなど、300 円相当の商品を達成した方におあげ

するというようなことを考えております。 

500 ポイント達成された方につきましては、町内で使える 500 円の割引券というのを発行

いたしまして、いろり火の里ほか、ラコス、マイデル、産直みかわ、その他、出羽商工会の

三川支所に加入して、希望される町内の協賛店の方に割引券として使えるものを準備すると

いうことにしております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 宮野企画調整課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） 予算説明書の５６ページの、最初に地域開発推進事業でご

ざいます。こちらの方につきましては、地域特性に応じた土地利用を推進するということで、

２８年度、桜木地区の住環境整備基本計画策定ということで、施政方針の方にもありました

とおり、地域交流拠点、子育て支援施設を核とした住宅開発、そういった部分に向かうため

の測量設計、基本計画の策定を行うということで、基本計画の策定の業務、それと測量業務

ということで、予算を委託料として2,600万ほど計上しているところでございます。 

それからもう１点が、行政事務システム化推進事業でございますけれども、こちらの方に

つきましては、行政事務の高度化、複雑化への対応ということで、現在もいろいろな、ペー

ジですと５８ページの方に、総合行政情報システム（ＣＯＫＡＳ）の運用、クラウド化によ

るデータの保全ということでございますけれども、予算書の方でいきますと３１ページの方

にございますが、電算処理の関係、これは新年度の情報機器の関係で行うものでありますけ

れども、大きい部分でいきますと、電算処理業務ということで、各課の方でのいろいろな通

知する、そういう通知作成支援のソフト、それから道路台帳とか財務会計システム、いろい

ろ各課で持っているシステムがございます。 

総合行政情報という、そういった部分を踏まえて、電算処理の部分で、各種の通知作成業

務が 280 万ほど、それから、それの支援業務ということで 490 万ほど、それと人事給与シス

テム、道路台帳、財務会計システム、それと番号制度の対応のシステム作成支援ということ

でなってございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 質疑ありませんか。 

５番 田中 晃委員。 

○５ 番（田中 晃委員） まず初めに、２９ページ、新たに公共施設等管理台帳整備業務委託

ということで 124 万 2,000 円ほどで、この事業というか、委託の内容というか、増やしたこ

とを伺います。 

それから、先程も出ていましたけれども、同僚委員からの質問で、桜木地区住環境整備基

本計画策定ということで、この環境というか中身ですね、どういうような内容で 2,600 万円
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ほど見込んでいるのかというのをお聞きしたいと思います。 

それから３２ページ、町営バス運営費が前年と比べて 104 万 4,000 円ほど減額された、こ

のことをお聞きしたいと思います。 

それから３３ページ、土地鑑定評価業務委託料が222万6,000円ほど増額したわけですが、

これは何に対応する増額かということをお聞きしたいと思います。 

それから３９ページ、高年齢者就業機会確保事業費補助金ということで、２２万 9,000 円

ほど増加したこの内容についてお聞きしたいと思います。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） ２点ご質問がありました。 

１点目の公共施設の有効活用長寿命化等、計画的な推進に係る事業でございますが、その

事業の内容につきましては髙橋総務課長補佐、２点目のバス運営費に係りましては本間総務

係長よりご答弁申し上げます。 

○委員長（阿部善矢委員） 髙橋総務課長補佐。 

○説明員（髙橋誠一総務課長補佐） ２９ページの公共施設等管理台帳整備業務委託料について

の質問でございましたけれども、こちらにつきましては、国の方で示します公会計の新たな

制度の実施にも関係するのでございますが、現在、今年度において、町の固定資産について

台帳整備を進めてございます。こちら、一つの表形式のもので一旦完成させまして、これを

今度、来年度になりますけれども、この業務委託の内容としましたが、総務省が示します新

公会計の方にリンクするシステムといいますか、それに取り込むための作業を現在しており

まして、当方で作成した表、シートが総務省の新たなシステムにきちんと対応できるか等に

ついて検証していただくことになります。 

そういったところで、専門的な固定資産の仕分け等もございますので、そういった内容の

ものを業務委託ということで専門家等への委託をして円滑に進めたいということで計上い

たしたものでございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間総務係長。 

○説明員（本間 純総務係長） ３２ページの町営バス運営費について答弁申し上げます。 

主要な要因としましては、運転手雇上賃金を７２万 2,000 円ほど減額しております。こち

らにつきましては、平成２５年、２６年度及び２７年度運行実績に基づきまして、適正に積

算したところでございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 宮野企画調整課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） 地域開発推進事業の桜木地区の住環境整備基本計画の策

定の内容でございました。 

先程も少し申し上げましたけれども、一つは基本計画の策定ということで、面積の部分で

約５、６haぐらいの面積になると思いますけれども、そこの、どういうふうな道路を切るか、

それと、いろいろな基本的な建物の、先程言いました交流拠点施設、子育て施設の配置、そ

れと住宅、道路の関係、そういったものをどういうふうな形で配置するとより住環境として

いいものになるかの基本計画の策定。さらには、測量でありますけれども、測量の基準点の
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測量、それと現地測量、現況を把握する、それと路線測量ということで、先程話をさせてい

ただきました、道路をどういうふうな配置にするかということで、その計画に基づいた路線

の測量、さらには、用地面積を確定するための用地測量ということで、そういった測量業務

と基本計画の策定、この２本で住環境整備の基本計画と測量業務を行ってまいりたいという

ことで考えているところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） ３９ページにございます、高年齢者就業機会確保事業費補

助金につきまして、若干増額で計上させていただきました内容につきましてでございますが、

これはいわゆるシルバー人材センターの活動費に関する補助金でございます。 

今般、いわゆる高齢者の在宅における生活支援のサービスを２８年度から開始したいとい

う申し出がございまして、今現在、縷々準備を進めているところでございます。 

この事業拡大により必要経費が増額するということから、今回増額で計上させていただい

たという事情でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長） ３３ページの土地鑑定評価業務委託料についてのご質問でご

ざいます。 

固定資産税の土地家屋につきましては、原則として３年ごとに価格を見直す制度がとられ

ております。その次回の評価替えが平成３０年度になってございますけれども、それに向け

た業務の一つであります。 

詳細につきましては佐藤町民課長補佐よりお答え申し上げます。 

○委員長（阿部善矢委員） 佐藤町民課長補佐。 

○説明員（佐藤 亮町民課長補佐） それでは、ご質問がありました土地鑑定評価業務委託料の

詳細の部分についてお答えいたします。 

ただいま課長が申し上げたとおり、３年に一度の土地家屋評価替えに向けた業務委託であ

りまして、町内１４ヵ所の標準値に基づいて評価を行う作業を予定しております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） ６番 町野昌弘委員。 

○６ 番（町野昌弘委員） 私の方から七つ質問したいと思います。 

まず初めに、予算書の２５ページ、総務費の公共施設等長寿命化対策事業ということで、

庁舎の耐震化というふうなことかと思いますけれども、この辺、具体的にどこをどういうふ

うにする計画なのか教えてください。 

それから２８ページ、町ＰＲビデオ編集委託料ということで、今年度も同じ１５万という

ことで行っているようですけれども、次年度は特別変わったことは何か計画があるのか、こ

のＰＲの仕方とかも含めて、次年度の予定をお聞かせください。 

それから２９ページ、ふるさと基金積立金ということで１億 1,978 万 5,000 円、使い道、

いろんなところに使うんでしょうけれども、どんなことを予定されているか。基金ですので、

今年は積んでおいて、それだけの収入があったときに積むということでは分かるんですけれ

ども、使い道としてはどんなことを考えている、基金の方ですか、予定があれば教えてくだ
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さい。 

それから３１ページの、先程２人の委員からもありましたけれども、桜木地区住環境整備

基本計画、今年は計画を、これから測量して入るというふうなことでありましたが、これに

ついては民間ではやらないのか。それからあと、開発公社で今までやった経緯もあるんです

けれども、開発公社とか民間ではやらなく、町が独自に整備をして住宅なりいろんな施設を

そこに持っていく予定なのか、その辺、お聞かせください。 

それから、３３ページの今の土地鑑定評価業務委託ということで、３年おきに見直すとい

うことですけれども、それはいいんですが、今年度上がった理由、１７万 9,000 円から 222

万 6,000円、この上がった分、人件費の高騰なのか、何か特別上がる理由が見込まれるのか、

教えてください。 

それから３８ページ、民生費、保険基盤安定繰出金ということで、「（保険者支援分）」

ということで、そちらは今年初めて出てきたというところで、去年はなかったみたいですけ

れども、この分は何なのか教えてください。 

それから４８ページ、衛生費、これは私の認識不足かも分かりませんけれども、改めて。

三川町の衛生組織連合会交付金ということで、これはどんなものだったのか、内容を教えて

ください。 

○委員長（阿部善矢委員） 暫時休憩します。            （午前１１時５６分） 

○委員長（阿部善矢委員） 再開いたします。            （午後 １時００分） 

引き続き質疑を行います。 

最初に訂正がございます。大川会計管理者兼会計課長よりお願いします。 

○説明員（大川栄一会計管理者）  １９款預金利子の答弁に誤りがありましたので、訂正させて

いただきます。 

先程の答弁では、平成２７年度に定期した基金が２８年度の満期を迎えるときに生じる利

息分として予算計上したものだということで答弁させていただきましたが、正しくは、資金

運用収益の最大化に努めるということから、日々支払いしている通帳残額の多い時期に短期

預け入れをしているものです。予算にはその利子分として２０万円を計上したものでござい

ます。 

平成２７年度の実績見込みでは３３万円ほどになる見込みと予想しておりますが、委員が

ご質問の、日銀の金利の引き下げの関係はどうなのかというご質問でありましたし、確かに

その引き下げはあったわけですが、予算編成時において、周辺金融機関の見込まれる利息と

いうものが不透明でありましたし、分からない状況でございました。そのため、平成２７年

度の実績は大きく下回るものの、２７年度同様の２０万円を計上させていただいたというも

のでございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 引き続きまして、五十嵐町民課長より訂正の申し出がありますので、

これを許可します。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長） 先程の田中委員の土地鑑定評価業務委託料につきまして、説

明不足がございました。このことについて、追加で説明させていただきます。 
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こちらについては佐藤町民課長補佐より説明させていただきます。 

○委員長（阿部善矢委員） 佐藤町民課長補佐。 

○説明員（佐藤 亮町民課長補佐） それでは、答弁不足がありましたのでつけ加えさせていた

だきます。 

先程、土地鑑定評価に基づく調査箇所を１４ヵ所と申し上げましたが、こちらは時点修正

箇所としての１４ヵ所であります。この他、標準値分として３８ヵ所を調査するということ

で、今回当初予算に予算計上しているものであります。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） 私から２点についてお答えさせていただきます。 

１点目が、２５ページにあります公共施設等長寿命化対策事業の内容でございますが、二

つございます。一つ目が、平成２５年度に行いました役場庁舎耐震診断、その結果に伴う耐

震補強工事の工事費、もう一つが、非常用発電機設置工事に伴う工事費、この二つがその内

容となっているところでございます。 

次に、２９ページのふるさと基金積立金の使い道というご質問でございますが、基金につ

きましては、一定程度をふるさと基金に積み立て、後年度において、子育て、教育、産業振

興等、まちづくりに繋がる、特に新規事業等の財源として繰り入れを行い、活用していると

ころでございます。 

その活用先といたしまして、平成２８年度当初予算での充当先をご紹介させていただきた

いと思いますが、まず、地方創生ということで 7,730 万円を充当することとしております。

その主なものといたしましては、瑞穂の郷づくり事業、住宅団地の整備、いろり火の里推進

事業、それから地域子育て支援・交流拠点施設整備、こういった事業に活用させていただく

ことと予定しているところでございます。 

また、その他には、保育園・幼稚園の空調設備、それから同じく保育園・幼稚園の遊具、

横山小学校の遊具というような内容でございまして、合計で１億 1,670 万繰り入れを行い、

活用させていただくこととしているところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 宮野企画調整課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） 桜木地区の住環境整備基本計画策定に絡む土地開発のこ

とでございます。 

この件につきましては、一般質問にも、志田委員からの質問に町長が答えておりますけれ

ども、民間の開発による主体、それから土地開発公社ということで開発の手法はあるわけで

すが、これは県内の多くの自治体でも残地を抱えているという住宅団地の開発等でございま

すので、その開発手法につきましては、民間開発による宅地造成を主体に考えていきたいと

いうふうには思っておりますけれども、この辺については、現在の本町で進められておりま

す横山の住宅開発、猪子地区の開発もございますので、その実施主体につきましては、住宅

需要、それから景気の動向を踏まえて、その開発の主体、あり方については適切に判断して

いくということで考えているところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 
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○説明員（五十嵐礼子町民課長） ２点ございましたけれども、１点目の土地鑑定評価業務委託

料、こちら、前年度から大幅に増額になっている要因につきましては、佐藤町民課長補佐よ

りお答え申し上げます。 

２点目の、３８ページ、国保の保険基盤安定繰出金につきましてですけれども、こちら、

保険税軽減分と保険者支援分の２点ございます。こちらにつきましては、２７年度におきま

しても同様に計上しているところです。額につきましては、国の繰り出し基準割合等の見直

し等により増額にはなっておりますけれども、ともに計上になっておるものでございます。

以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 佐藤町民課長補佐。 

○説明員（佐藤 亮町民課長補佐） それでは、土地鑑定評価に係る委託料の増額理由について

お答え申し上げます。 

土地鑑定評価につきましては、毎年標準値に係る土地のうち、１４ヵ所を時点修正という

ことで実施しております。こちらが２７年度予算ですと１７万 9,000 円予算計上しておりま

した。２８年度につきましては、この時点修正のほか３８ヵ所の標準地について、評価替え

に向けた鑑定評価を行うということで、こちらの分が 205 万 2,000 円ほど予算計上している

ため、大幅の増額になりました。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 宮野企画調整課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） 先程の答弁で、町のＰＲビデオの編集の委託料の部分が漏

れましたので、この部分につきましては中條企画調整主査よりご答弁いたさせます。 

○委員長（阿部善矢委員） 中條企画調整主査。 

○説明員（中條一之企画調整主査） それでは私の方から、２８ページの町ＰＲビデオ編集委託

料についてご回答申し上げます。 

こちらの方に計上してありますＰＲビデオの編集業務委託料というのは、毎年開催されて

おりますＹＴＳのふるさとＣＭ大賞用のビデオ編集に係る部分でございます。 

こちらにつきまして、平成２８年度の予定はということでございましたけれども、２８年

度分についてはこれからいろいろアイディアを出し合いながら、三川町らしいふるさとＣＭ

を作成し、２５年、２６年と続きました、いろいろ賞などを受賞しておりますので、またそ

ういったものを頑張ってとれるように、町のＰＲビデオとして作成していきたいというふう

に思っております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 予算書４８ページの清掃総務費の中の三川町衛生組織連

合会交付金の関係のご質問でございました。 

どういう事業をやっているかというご質問かと思いますけれども、衛連の会長の感謝状の

表彰、これがまず一つあります。それから、環境保全啓発事業というようなことで、グリー

ンカーテンの普及といいますか、こういったこともやってございます。それから、健康体力

づくり及び環境推進事業ということで、健康福祉課所管で健康まつりだとかいろいろやって

おるわけですけれども、その中で、環境推進事業、健康体力づくり及び環境推進事業に係る
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ものに対する助成金を交付していると。 

それからもう一つは、共同屋外防除費の助成をいたしております。それから、資源回収推

進事業ということで、育成会等で行う資源回収に対する奨励金であるとか、資源回収業者、

資源回収奨励金、それから発泡スチロール回収処理費であるとかエコキャップの回収推進事

業、こういったもの等を行っているものでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） ６番 町野昌弘委員。 

○６ 番（町野昌弘委員） まず初めに、２５ページの総務費の公共施設等長寿命化であります

けれども、耐震補強と非常用の発電機ということでありました。この間の３・１１の震災で

福島の原発がやられましたけれども、前、町の庁舎も電源が落ちて一時サービスがとまった

というふうな経緯から発電機を入れるということでありましょうけれども、この設置場所で

すが、１階に置くと、もし洪水か何かで水がついたときに発電機が使えなくなるというふう

なこともあると思うので、その辺は２階とかそういう高いところに設置する予定なのか、そ

の辺をひとつお聞きしたいと思います。 

それから、町ＰＲビデオ編集委託料ということで、毎年行っておるＹＴＳのふるさとＣＭ

用ということでありました。それはそれで、前の年は準優勝でしたかで結構放送されて三川

町のＰＲになったということで、効果的なものだと思います。 

それで、先日名取の方、こちらで映画がやっていなかったものですから名取のイオンに映

画を見に行ったら、映画の前にいろんな新しい映画のＣＭをやりますけれども、そこで亘理

町とか地元のＰＲ用のＣＭを映画館で流していました。ああ、いいなということで、中には

町長が出たのもあったし、どこかの、地元かは分かりませんけれども、俳優がちょっと、１

分くらいで終わるＣＭでありました。三川もイオン三川があるわけでありますので、この１

５万では無理かもしれませんけれども、何かその辺、せっかく三川に来ていただく人に対す

る施策というか、その辺は考えがあるのかお聞きしたいと思います。 

それから、ふるさと基金の積み立てということで、今年度充当するのは瑞穂の郷とかいろ

いろありますけれども、本町の瑞穂の郷というのは、大型、大規模な農業とか識別装置の補

助とか、前も一回お話しましたけれども、どうしても作る方に補助金ということで応援をし

ているという形があると思います。 

中でも、ありますけれども、時代に合った農業で、前回一般質問でも最後の方、少し言い

ましたが、いくら作っても、ＳＨＡＲＰのように、どんな技術があっても社会のニーズなり

そういうものをつかまないと残っていけないというふうなことがありますので、そういう市

場調査とか、よそに対して売ったものに補助金をつけるとかというふうに、市場をにらんだ

農業の応援というのは考えていければというふうに思いますけれども、その辺、所見をお伺

いしたいと思います。 

あと、その他は分かりました。お願いします。 

○委員長（阿部善矢委員） 町野委員に申し上げます。今の質問は審査区分以外ですので、後程

お願いします。 

石川総務課長。 
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○説明員（石川 稔総務課長） 非常用発電機の設置場所等に関するご質問でございますが、そ

のお答えにつきましては本間総務係長より申し上げます。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間総務係長。 

○説明員（本間 純総務係長） 非常用発電の設置について申し上げます。 

昨年の鬼怒川の洪水を本町としても教訓といたしまして、高さ2.5ｍの架台を組みまして、

その上に設置することを計画しております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 宮野企画調整課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） 町のＰＲビデオということでございました。近隣でのイオ

ンシネマ等映画館でのそういったＰＲというような事例も出されましたけれども、今回予算

の方に盛っていますのは、例年のふるさとＣＭ大賞のＰＲビデオということで予算化してい

るわけですが、この町のＰＲにつきましては、現在は本町ではふるさと応援寄附金という形

で、本町の米を含めた農産物等のＰＲについてはいろいろなマスコミ等、テレビ、それから

インターネットでもいろいろ広く取り上げられ、先日も本町の米が朝のテレビ、情報番組の

方に映像が流れたところであります。 

そういった形で、本町の農産物を含めて、ふるさと返礼品、そういった部分で三川町を全

国的にいろんな形でＰＲできればいいというふうに考えているところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） ８番 梅津 博委員。 

○８ 番（梅津 博委員） それでは私の方から、まず予算書２５ページの、先程も出ました長

寿命化対策の事業 9,890 万計上になっていますが、まず、先程来説明がありました非常用発

電施設、これは工事請負費の中に含められて計上されていると思います。内訳が分かるよう

でしたら教えていただきたいと思います。 

それで、次に２９ページ、先程も出ていますが、公共施設等管理台帳整備業務委託、これ

は前にも２７年度からの動きもありまして、新しい公会計に対応するということのようです

が、公共施設といったときに、どこまでの範囲でやるのかといったことで前にも議論した経

緯があったわけでございます。建物中心のもの、それから橋梁、道路あるいは下水道といっ

たものも含めた形での広範囲のものになるのか、その辺、どういった認識なのか伺いたいと

思います。 

それから３１ページ、先程も出ましたけれども、桜木地区の住宅開発の関係です。先程の

答弁で、民間を主体にした開発主体ということで検討したいというようなことがありました。

その前の基本的な準備という意味で、今年、こういった測量等のものを整えるということの

ようです。２８年度においてそういったものをすべて完了して、２９年度以降、具体的な開

発ということになるのか、あるいは、新聞等によれば、平成３０年度までですか、できれば

終了したいというふうなこともありました。 

その中で、特に地域交流施設等の関係もありますけれども、全体のスケジュールに関して、

分かる範囲内で説明をお願いします。 

次に３２ページ、総務費の防犯費の関係です。説明の中の一番最後に防犯灯灯具更新費補

助金ということで、これはたぶんＬＥＤへの更新ということで計上しているのかと思います



- 37 - 

 

けれども、その辺の確認。それから、ＬＥＤに関しては、町の方で１灯あたり１万 5,000 円

の補助というふうに記憶をしているんですけれども、今まで数年、こういったことで各町内

会への公助をしてもらっていると。当然、各町内会の負担が半分ありますので、それぞれの

町内会での取り組みの状況によって進行状況は違うわけですけれども、現在で三川町の各町

内会にある外灯、それらのＬＥＤ化の進捗度合い、その辺をどう捉えているのか。さらにい

えば、今後これらの進捗度を見ながらどういった計画で進めるのか、今のペースでいくのか、

それとも加速した形でいくのか、その辺の考え方も伺いたいと思います。 

それから、４３ページから４４ページにかけて、保育園費の関係です。年々、特に乳幼児、

０歳児といいますか、そういった乳幼児に関する保育のボリュームが増えているというよう

なことで、今年も４３ページの保育士雇上賃金に関しては400万弱増額になっておりますし、

そういった増員の原因があるのかというふうに思いますけれども、その辺の状況について説

明をお願いします。 

それから、次のページがいのこ保育園に関する委託料でございます。これも年々金額が増

額しておりまして、今年も1,000万円以上、昨年から比べれば当初予算の中で増えていると。

当然、三川の子どもたちがいのこ保育園にお世話になっている状態が増因になっているとい

うことだと思います。今現在の人数等、状況を説明お願いします。 

それから、もう２点あります。４６ページ、特定不妊治療費給付事業、大幅に増額になっ

ていますが、私の勉強不足で、国県の補助等があるようにも思ったんですけれども、この予

算の内訳、財源内容を見るとあまり計上されていないということで、町の単独事業でやられ

ている事業だったのか。３０万から 100万という増額の要因について、増額した要因につい

て説明をお願いします。 

それから最後、４８ページ、ごみの関係です。今いろいろ鶴岡市との関係で進めている状

況にありますけれども、事業としては様々な中身として、ごみ減量化促進対策事業というこ

とで、主体は先程説明があった衛生組合の交付金ですけれども、ごみ減量化といった概念と

いいますか、その認識について、今後２８年度以降にごみ減量化というものをさらに推し進

める必要があるのかなと私は考えます。ごみ焼却の方の解決がどうなろうとも減量化という

ものを進めるべきかと思いますが、そういった観点からすれば、２８年度においては新たな

取り組みはなされないというふうに読みますけれども、今後の考え方を伺いたいと思います。

以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） ３点ご質問がございましたが、２点目の公共施設等管理台帳整

備事業、整備に係る対象物件につきましては髙橋総務課長補佐、３点目の防犯灯に関するご

質問については菅原危機管理係長よりご答弁申し上げます。 

１点目の公共施設の長寿命化対策に係ります事業費の内訳でございますが、これにつきま

しては、新年度に入りまして入札等を行っていくわけでございますけれども、それへの影響

等、心配される面があるものですから、ここでのお答えは差し控えさせていただきたいと思

います。 
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○委員長（阿部善矢委員） 髙橋総務課長補佐。 

○説明員（髙橋誠一総務課長補佐） 業務の範囲というご質問でした。これは一般会計、特別会

計とかかわらず、現在その台帳について整備を進めているところであります。 

予算説明書の方にもあります土地建物はもちろん、委員がおっしゃられましたように、こ

れまでの農業集落排水及び下水道事業等に係る管路、それからポンプ等、そういった施設も

すべて含めまして、一定の基準というのは設けるわけですが、まず、ほぼ町の財産というも

のを一旦洗い出し、どういったものを台帳に記載するかを精査しながら、今後業務を進めて

いく予定でおります。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 菅原危機管理係長。 

○説明員（菅原 勲危機管理係長） 防犯灯のＬＥＤ化についてでございますが、まず、町内会

の灯具の修繕に対する助成でございます。補助額につきましては、費用の１／２、上限１万

7,000円ということで町内会に助成を行っているところでございます。 

進捗状況につきましてでありますが、今手持ちの資料がございませんが、大体の数字で申

し上げさせていただきますと、町内会には約 1,000灯弱の防犯灯がございまして、そのうち、

２６年、２７年で約 200灯弱のＬＥＤ化を行っております。町内会の予算の問題もありまし

て、全町のＬＥＤ化にはもう少し時間がかかるものと思われますが、助成については今後も

引き続き取り組んでまいりたいと思っております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 宮野企画調整課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） 地域開発推進事業の桜木地区の住環境整備の関係でござ

います。こちらの方につきましては、来年度は、先程もお話させていただきましたけれども、

基本計画の策定ということで、幹線的な道路等の位置、支線も含めたそういった基本計画、

それと併せて、現地測量、路線測量、用地測量を行って面積を確定した後に、先程話に出ま

した地域交流拠点、子育て支援施設、そういったものの位置関係の設計も実施設計に入ると

いうことですので、そういった部分の整合性をとるような形で２９年度以降に実施設計を

行って、道路的なメインの配置計画、全体の計画を定めて、その後、民間開発になるのか土

地開発公社になるのか、その辺については状況を踏まえて慎重に判断するという形になろう

かと思いますけれども、先程の教育委員会のそういった施設の設計と整合性がとれるような

形で基本設計、実施設計ということで入っていきたいと考えているところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間保育園主幹。 

○説明員（本間 明保育園主幹） ２点目の４４ページ、保育委託料に係るいのこ保育園の人数

と状況につきましては、本多保育園係長より答弁いたさせます。 

１点目の４３ページ、０歳児の保育人数に係る保育士の関係でございます。この０歳児に

つきましては、教育委員会施政方針の中でも述べておりますとおり、非常に０歳児の希望が

増えております。今、国でも言っておる、１億総活躍社会の中で、保育園に入れないという

問題が出ております。これは都市部だけではなくて、庄内地域、そして本町でも直面してい

る問題であります。 

その大きな要因としては、やはり保育士の確保ができないというのがございまして、これ
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については私どもの方も２８年度に向けて募集しておりますが、その人数を満たしていない

状況もございます。 

そういったことがありまして、処遇改善をしたいということで、先程施政方針を引き合い

に出しましたが、その中でも、臨時保育士の確保を図るために処遇改善を行うということで

考えております。今回の予算の中では、臨時保育士等につきまして、日額賃金のアップ、さ

らには交通費相当分の支給額のアップを踏まえまして、ハローワークの方に募集をかけてい

るところでございます。ハローワークの中では、やはり他の事業所等との比較になりますの

で、金額の面でまず最初に落ちてしまいますとなかなか応募がないような状況になりますの

で、その面での改善をさせていただいたのが２８年度の予算にある程度影響しているもので

ございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 本多保育園係長。 

○説明員（本多由紀保育園係長） それでは、保育委託料に係る増額分についてお答えさせてい

ただきます。 

いのこ保育園、その他に、鶴岡市、酒田市にあります私立の保育園に対する委託を行って

いる方も含めましての人数になりますが、平成２７年当初、いのこ保育園６７名、その他の

保育園に４名で当初予算を組んでおります。来年度平成２８年度につきましては、いのこ保

育園を７３名、その他の保育園に４名ということで予算化をしております。いのこ保育園に

つきましては、入所児童が年々増えていることからの増額となっております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） 予算書４６ページにかかわります特定不妊治療の助成事

業についてでございますが、ご案内のとおり、少子化対策ということで、国及び県でもこの

助成事業については強化策をとっているというところでございます。 

この特定不妊治療の助成事業に関しましては、県独自の給付金の給付、また、市町村もそ

れに併せて独自に対策を講ずるということになっておりますので、本町で２７年度は３０万、

今回２８年度については増額させていただいて 100 万円を計上いたしたところでございます

が、国県の補助金という制度は発生しないという状況になっております。 

なお、今回増額させていただきました内容につきましては、総合戦略事業、いわゆるＭター

ン戦略の中で、切れ目のない子育て支援策ということに位置付けしておりましたので、制度

の拡充ということから増額させていただいたところでございます。 

なお、制度の具体的な内容につきましては佐藤健康係長よりご説明いたさせます。 

○委員長（阿部善矢委員） 佐藤健康係長。 

○説明員（佐藤 潮健康係長） では、私の方から説明させていただきます。 

平成２７年度は男性不妊治療も含めたものということで拡充はしておりましたが、２８年

度につきましては、県がこの１月２０日に要項改正を行いまして、県の方は従来、女性にか

かわる特定不妊治療１５万、そして男性にかかわる治療は１０万ということで上限になって

おりました。それを、今回の改正によりまして、女性分が３０万、それから男性は１５万に

拡充になった経過があります。 
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それに対しまして、町の方でも、先程課長が申し上げましたけれども、Ｍターン戦略の一

貫ということで、拡充するということを考えております。額につきましては、県が女性の方

について３０万ですので、初回の申請者に限りまして、差し引いた全額を助成する。また、

男性につきましても、男性の費用、県の１５万を差し引いた額を全額助成するということで

考えております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 予算書４８ページにございますごみ減量化等促進対策事

業に関係してのご質問でございました。 

ごみの減量化策ということでどのように考えているかということで、現状としましては、

ごみの排出量の削減につきましては資源循環型社会の構築に不可欠だということがまず第

１点ございますし、二つ目として、そういったごみ排出量の削減につきましては地球温暖化

対策に効果的な取り組みであると。 

また、ノーレジ袋運動、マイバッグ持参運動については平成１８年以降実施しておりまし

て、定着しているところでございます。また、リサイクルステーション、資源ポストでの資

源回収量についても安定している状況にございます。 

課題として捉えるところでは、具体的な数値目標やごみ削減手法等を明示した行動計画を

策定して、効率的かつ効果的な取り組みの展開に繋げる必要があるというふうに捉えている

ところでございます。 

いずれにしましても、人口は減っておりますけれども世帯数が増加傾向にあるというよう

なことで、ごみの量はそんなに大きく減っている状況にございません。 

そういった中におきまして、全国的に見れば、ごみゼロ・ウェイスト、つまりごみを出さ

ない運動、そういった先進的な事例も確か七つほどあったかと思います。また、県内におき

ましては、長井市のレインボープランであるとか、そういう先進的な事例がありますし、本

町は農地がたくさんあるというようなことで、生ごみ等についても、やり方によっては土に

かえしていく、そのようなことで、コンポストの購入の助成もしておりますけれども、さら

に進めてということであればいろんな手法があるのではないかと私は思っております。 

そのようなことで、引き続きそういった先進的な事例の情報をたくさんストックして、そ

の中から本町に合うような、できるような事例を取り入れていこう、そのように私は考えて

おります。やはり協働のまちづくりの立場から、住民と行政が一緒になってできるところか

ら、新たな取り組みがあれば進めていきたいというふうに考えております。 

○委員長（阿部善矢委員） ８番 梅津 博委員。 

○８ 番（梅津 博委員） 最初の２５ページの長寿命化対策に関してですけれども、内訳は公

表しかねるというふうなことでありました。 

今回、この公共施設の長寿命化対策、年次計画でやられている部分の一環なわけでござい

ますが、小学校、中学校の体育施設の天井の改修等もあって、１年遅れで実施するというふ

うに受けとめております。今回、同時に非常用の発電機の設置ということで、防災というこ

とを念頭に置いてやられるということで、非常に内容としてはいいのではないかと思ってお
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ります。 

さらに、防災拠点施設といった構想も、前、あったわけでございますけれども、今の三川

分署の建設、今年も残り部分をやられるわけですが、そういった防災拠点施設というふうな

内容をこの庁舎自体に盛り込む。防災の関係の備蓄等、あるいは緊急時の必要な部分につい

て揃えていく。他の自治体では、水などを基本に備蓄の部分が相当備わっている部分もある

ようですけれども、そういった部分も含めた形での、防災拠点施設といった性格、これを持

たせたという意味合いもあるのかと思いますけれども、そういった観点から見れば、もう少

し充実させるべきかと思いますが、庁舎自体の防災関係での拠点となるべき内容について、

私はもう少し充実させるべきかと思いますが、その辺の当局の考えを伺いたいと思います。 

それから、３１ページの桜木地区の住宅団地の関係です。先程の説明で大体のスケジュー

ルが見えてきたように思いますが、それで、とりあえず町の方では地域交流、子育て支援拠

点施設、この位置付けをまずは目標に、２９年度の実施設計に取り組めるようなスケジュー

ルということで考えているようです。 

例えば、宅地分譲といった具体的な話になったときには、これは３０年以降というふうな

受けとめ方でよろしいのか。ずっと先の話になって恐縮ではありますけれども、そういった

スケジュールで受けとめていいのか、その辺を伺いたいと思います。 

それから、４３ページの保育士の賃金の関係です。課長が答弁したとおりに、保育士の確

保が非常に難しいという現状があります。他地域との比較ということで先程答弁がありまし

た。先程の答弁の中では、他地域並みのというふうな観点だったように受けとめましたけれ

ども、他地域以上の賃金といったことを目標にすべき部分もあるのかなと思います。その辺

の実態、それから今後の考え方、さらに伺いたいと思います。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） 役場庁舎の改修に伴いまして、防災拠点施設の関係のご質問で

ございますが、今回の役場庁舎の非常用発電機につきましては、まずは役場庁舎の施設とし

ての強化を図ることと、それから役場として住民サービスを安定して供給したいということ

から、停電時においてもこの非常用発電機によりまして通常業務ができるようにというよう

なことが主な狙いの事業でございます。 

かねてからご質問いただいておりました防災拠点施設、これにつきましてはいまだ結論を

出していないところでございまして、今後、引き続きそのあり方について検討させていただ

きたいと考えております。 

○委員長（阿部善矢委員） 宮野企画調整課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） 桜木地区の住環境整備基本計画の策定に絡んででござい

ますけれども、桜木の開発の関係につきましては、先程言った現在考えているスケジュール

ということで、２８年度に基本計画の策定、その後に２９年度に基本設計、実施設計という

ようなことで、早くても３０年の宅地分譲というのは、先程も話をさせていただきましたけ

れども、住宅の開発については横山地区、三川の猪子の方でもございますし、そういった民

間の開発も十分、景気の動向も踏まえて、開発の主体を含めて慎重に判断する考えでござい
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ますけれども、教育委員会で進める子育て支援センターと交流拠点施設、そういった部分の

年次計画については、細部の方を承知しておりませんので、それの開発に十分損は生じない

ような形で連携を図りながら、道路、それから面的な部分、面開発の部分、連動してスムー

ズに連携がとれるような形で基本設計等、基本計画の策定等に入っていきたいということで

現在考えているところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間保育園主幹。 

○説明員（本間 明保育園主幹） ４３ページの保育士の雇用、雇上賃金に関してのご質問でご

ざいました。 

先程ご説明申し上げましたとおり、保育士の確保につきましては、まずは臨時保育士を確

保するということでハローワークに出させていただいて、その際、他事業所との比較になる

ものですから、そういった面での賃金のアップを図ったところでございます。 

ただ、やはり勤めている人にとっては何が一番魅力なのかというふうに考えたときは、正

職員である、身分が保証されるというのが一番大きいんだと思います。そういった意味では、

賃金だけで比較しますと、いのこ保育園の保育士と比較しても、みかわ保育園・幼稚園の臨

時保育士あるいは幼稚園教諭については、そう大きく差が開いておりません。ただ、身分と

いう部分では、これを今現在すぐ改善することはできませんので、基本的には日額賃金を

アップする、あるいは、２７年度までは実は交通費が相当額ということで一律でございまし

た。遠くから来ても同じ。そういった意味では、遠方からでも保育士等を確保しなくてはな

らない状況なものですから、その交通費の見直しも図ったところでございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） ５番 田中 晃委員。 

○５ 番（田中 晃委員） では、４０ページの生活支援事業で、緊急通報システム事業運営業

務委託料ということで、前年度８万 3,000 円から４５万 7,000 円ということで増額していま

す。これの内容と、それと、ますますこれを普及させるということだと思いますが、その辺

のことを伺います。 

それと、４２ページの臨時福祉給付金 1,100 万円が出ていますが、これの内容と、対象者

はどのぐらいかということをお聞きしたいです。 

それと、４２ページの学童保育支援事業ということで、663 万 8,000 円ということで微増

になっているんですが、その中で、予算説明書の中に書かれてあるんですが、国と県の方か

ら 295 万 4,000 円が下りているんですが、これの県と国の方の区別というか、県からどのぐ

らい下りているか、国からどのぐらい下りているかというのを伺いたいと思います。 

それから、４３ページの保育園費の中ですね、調理員雇上賃金、前年度は４３万 6,000 円

だったのが、今回 223 万 1,000 円ほどに増額されている、この理由は何かをお聞きしたいと

思います。 

それから、４４ページの設計監理委託料が 8.7 万円から今年度は 135万になっている、こ

の内容をお聞きしたいと思います。 

それと、保育対策等促進事業費補助金の内容と、前年度より 425万ほど減額となったとい

うことなんですが、先程話を聞いたら、むしろ今の時期は保育士の処遇改善をしなければい
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けないのになぜ減額となったのか、その理由を聞きたいと思います。 

それと、先程も聞いたんですがつかめなかったので再度なんですが、幼児施設等改修事業

の1,760万円の改修内容をお聞きしたいと思います。 

それと４５ページ、保健衛生、一般職員分給料ということで 2,381 万 7,000 円ということ

が書かれているんですが、前年度の同じような資料では、こういうときには何人ときちんと

明記されていたものですから、それを見ながら今まで予算審査に臨んでいたんですが、なぜ

今回からそういうところの給料の何人分という部分を載せなかったのかというのをお聞き

したいんです。そして、今回の場合は保健衛生の一般職員分が 125 万ほど減額になった、こ

の理由をお聞きしたいと思います。 

それと、４５ページの南庄内緩和ケア推進事業負担金２５万円減額となったのはなぜか、

お聞きしたいと思います。 

それと、４７ページ、地球温暖化防止推進事業ということで、前に載っていなかった計画

策定委員謝礼 2.7 万円とありますが、これは今回新たに 2.7万円乗せたのはなぜか、お聞き

したいと思います。 

最後に、４８ページの廃棄物の方なんですが、機械器具購入費 700 万とありますが、この

機械の内容を教えてください。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） 予算書でいきますところの４０ページ、生活支援事業、ま

た１ページ置きまして４２ページの臨時福祉給付金給付事業、この予算内容の内訳につきま

しては須藤福祉主査より答弁いたさせます。 

私の方からは、４５ページで質問がありました南庄内緩和ケア推進事業負担金、この減額

についてのご質問についてご説明いたします。 

この事業につきましては、鶴岡市と定住自立圏計画の中で実施するという事業でございま

して、いわゆる荘内病院、鶴岡地区医師会等に事業を委託するということでの負担金を拠出

するものでございます。 

今回２８年度からは、在宅医療・介護の連携事業を併せまして、鶴岡市と三川町でそれぞ

れ応分の負担を行うということから、この南庄内緩和ケア推進事業については減額、明日の

審査区分に該当します介護保険特別会計の方では増額の予算を計上させていただくという

形で、鶴岡地区医師会並びに荘内病院の方にそれぞれの事業をお願いするという内容になっ

てございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 須藤福祉主査。 

○説明員（須藤輝一福祉主査） それでは私から、まず緊急通報システムの補助費の関係につい

てご答弁申し上げます。 

これは、平成２７年度までは愛の福祉電話という通報事業と同時に進行しておったもので

ございます。これにつきましては平成２７年度で終了いたしまして、全部この緊急通報シス

テムに切り替えになると。現在設置になっております愛の福祉電話につきましても、順次緊

急通報システムの方に変更になるということでございます。 
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緊急通報システムの場合には、設置料金等につきましては、設置料金そのもの、通信料等

につきましても町の負担で行うと。設置の方につきましては、設置機器の電気料程度の負担

になるということでございます。その関係でかなりの増額になっておりますけれども、平成

２８年度につきましてはこの金額で計上させていただいたということでございます。 

続きまして、臨時福祉給付金でございます。 

臨時福祉給付金につきましては平成２６年度から実施をしてございますが、平成２６年度、

平成２７年度につきましては、消費税の増税に係る低所得者の人ということでございました

が、平成２８年度につきましては、平成２９年度の消費税の増税に対応するためという部分

と、低所得者の方の景気の下支えということで、一定の基準といたしましては、住民税非課

税の世帯につきまして、大まかなところですけれども、お一人あたり 3,000 円という額が支

給になるところでございます。 

それと別に、障害者年金、遺族年金を給付されている方につきましては、別途３万円が支

給されるということでございます。 

これは余談でございますけれども、実は平成２７年度につきましては、同額 3,000 円の臨

時福祉給付金と別に、年明け、今ニュースでも流れておりますけれども、高齢者の低所得者

を対象に臨時福祉給付金の追加措置がなされるというところでございます。これは、先だっ

ての補正の中でも、通していただきましたけれども、この部分は実は、年度をまたぎますけ

れども、大体７月ぐらいまでの間に給付を完了すると。２８年度の事業につきましては、秋

ぐらいからの給付ということで考えておるところでございます。 

給付対象につきまして、3,000 円と３万円、３万円の対象者が年金の受給の対象者が、こ

れが今申し上げました、本来であると、高齢者と様々な年金受給者ということで 1,000 名程

度の対象になるんですけれども、この高齢者の対象者が大体 750名ほどございますので、平

成２８年度の年金等給付者、つまり追加措置の給付者の分については 250名ということで想

定をいたしまして、1,110万円を計上したところでございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間保育園主幹。 

○説明員（本間 明保育園主幹） 民生費に関して５点ほどの質問がございました。１点目の４

２ページ、学童保育支援事業に関する、その財源となる国、県からの歳入の内訳と、４点目

の４４ページ、保育対策等促進事業費補助金の内訳、減要因につきましては、本多保育園係

長より説明いたさせます。 

２点目の４３ページ、調理師の雇上賃金でございます。これにつきましては、２７年度ま

で、保育園・幼稚園につきましては土曜日を希望保育といたしまして、給食を出しておりま

せんでした。これについては、これまでもずっと保護者から給食提供の要望があったわけで

ございますが、２８年度から、希望保育、土曜日につきましても給食を提供するということ

で方針を定め、その対応のために臨時調理師１名を雇いまして、週６日の調理体制とするも

のでございます。 

３点目の４４ページ、設計監理委託料でございますが、これについては、教育委員会の施

政方針の中でも教育長が申し述べておりますが、保育園・幼稚園が１５年以上経過しまして
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老朽化も進んでいる関係上、長寿命化対策を２９年度以降に行うこととしております。その

設計費用としてこちらの方に予算計上をしております。 

５点目の４４ページ、幼児施設等改修事業 1,760 万円でございます。これについては、エ

アコンを２８年度に設置工事を行うということで、保育園・幼稚園の方、すでに０歳、１歳、

２歳についてはエアコンがございましたが、それ以上のところがございませんでした。非常

に暑さが最近園の方でも問題となっておりまして、快適な保育を行うためにということで

様々なご指摘がありましたことから、２８年度、まずは３歳児以上の教室、保育室、さらに

は広場等の方についてもエアコンを設置する。もう一つは、保育環境を整えるために、大型

の遊具施設、コンビネーション遊具でありますが、そういったものを整備しようということ

で、今回、改修事業として計上したものでございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 本多保育園係長。 

○説明員（本多由紀保育園係長） それでは私の方から、学童保育支援事業につきましてと、保

育対策等促進事業費補助金につきましてお答えさせていただきたいと思います。 

学童保育支援事業につきましては、補助金の内訳ですが、国庫の補助金につきまして 136

万、県の方につきまして159万 4,000円を補助収入として見込んでいるところであります。 

４４ページの保育対策等促進事業費補助金であります。こちらにつきましては、いのこ保

育園で行っております病児・病後児、体調不良児の保育に係る費用、通常保育を超えた延長

保育に係る費用、保育園に入っていない在宅のお子さんが一時的に一時保育が必要になった

場合に必要となります一時保育事業の補助金ということで見込んでおる額になります。以上

です。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） 職員の人件費にかかわるご質問でございますが、まず、保健衛

生総務費ということでご質問がございましたが、人件費の当初予算につきましては、毎年１

月１日現在の人員で計上しているところでございます。保健衛生費につきましては、昨年も

本年も７人の職員分の人件費を計上しているところでございまして、125 万円ほどの減額に

ついては新陳代謝によるものでございます。 

また、人数記載については特に理由はございません。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） ２点のご質問がございました。 

最初に、４７ページの地球温暖化防止推進事業の中の計画策定委員謝礼２万 7,000 円の件

でございます。これにつきましては、施政方針の中にも入っておりますけれども、２８年度

におきまして、三川町地球温暖化対策実行計画の事務事業編を策定すると。そのように施政

方針の中にもございますが、これにつきましては、地球温暖化対策の推進に関する法律に基

づきまして、「地方公共団体自らの事務・事業に伴い発生する温室効果ガスの排出削減等の

計画を策定し、計画期間に達成すべき目標を設定し、その目標を達成するために実施する措

置の内容を定める」というふうになってございます。２８年度におきまして、委員９名の

3,000 円ということで２万 7,000 円、この委員報酬ということで、２回開催を予定しており
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ます。 

それから、次のページになりますが、廃棄物処理事業の中の機械器具購入費 700 万円のご

質問でございました。これにつきましては、平成１６年６月に購入いたしましたパッカー車

が老朽化したというようなことで、この更新のための予算計上でございます。700 万のうち

７５％が起債充当、そういうものでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 暫時休憩します。            （午後 ２時０８分） 

○委員長（阿部善矢委員） 再開いたします。            （午後 ２時３０分） 

引き続き質疑を行います。 

２番 志田德久委員。 

○２ 番（志田德久委員） 初めに、先程同僚委員からもありましたけれども、予算書１６ペー

ジですが、委託料のことでありますけれども、先に補正予算でも４人が他施設へということ

でありました。当然、基準保険料、三川町の分があろうかと思います。その相手側との差額、

市町村によって当然違うわけですが、と同時に、関連ですけれども、歳入で委託料も一括に

なっておりますが、逆パターン、例えば実家へお産に来たとき、兄弟を、自分の子を保育園

に預けるというようなパターンも予測されます。これまでの実績から踏まえての予算化だと

思いますので、その辺、差額等、他の施設の場合の体制、残りの個人負担分等、分かればお

願いしたいと思います。 

続きまして、２７ページで、昨年からありますストレスチェックでありますが、これ、委

託の医療機関、おそらく医療機関だと思いますけれども、これを教えていただきたいのと、

今年は２０万あまり増額になっておりますので、制度、対象が増えたとか、決まりで増えた

のか伺いたいと思います。 

それから、２９ページの庄内空港利用振興協議会の負担金であります。２６年、２７年は

２６万 3,000 円だったものが、今回２８年度、４７万と多くなっております。その内容を伺

いたいと思います。 

続きまして、３５ページ、３６ページの知事選挙、三川町の議員選挙でありますけれども、

前々回の選挙では知事選挙と町議会選挙は違う時期、前回は、５２日以内であれば同じくで

きるということで、県知事選挙と町議会選挙一緒で、経費節減を狙ったところでありますが、

知事選が無競争だったといういきさつがあります。当然これは、時期は県も三川町も選挙管

理委員会が決めることだと思いますが、ただ、考え方として、前回も私は指摘したんですけ

れども、知事選挙と同日だと、町の当選した議員が、当選しながら１ヵ月ほども議員活動が

できないということ。法律的には５０日以内だから大丈夫ということの答弁もありましたけ

れども、逆パターンでいえば、経費節減になれば、同日の方が安く、両方の約半額で終わる

ということもあり得ますので、その見通しと考え方を伺いたいと思います。 

続きまして、先程同僚委員も言いましたけれども、４８ページのパッカー車の 700 万の購

入ですが、当然、老朽化ということで、２台ありますけれども、私は平成１６年６月に購入

した車と予測はしますが、走行距離は何kmなのか。スクールバスの比ではないと思いますの

で伺います。 
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○委員長（阿部善矢委員） 志田委員に申し上げます。最初の１６ページは審査区分外になりま

すけれども。ページ数をもう一回お願いします。 

○委員長（阿部善矢委員） ２番 志田德久委員。 

○２ 番（志田德久委員） ページ数、今確認はしますけれども、保育委託料、先程同僚委員が

質問しました内容と同じですのでお願いします。 

○委員長（阿部善矢委員） 宮野企画調整課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） ２９ページの庄内空港利用振興協議会の負担金でござい

ますけれども、こちらの方については、空港の利用拡大、定期航路の路線の拡大ということ

で利用推進を図るものでありますが、細部につきましては中條企画調整主査よりご答弁いた

させます。 

○委員長（阿部善矢委員） 中條企画調整主査。 

○説明員（中條一之企画調整主査） それでは私の方から、庄内空港の利用振興協議会負担金、

今年度４７万円を計上しておりますけれども、この辺の内容についてお答え申し上げたいと

思います。 

山形空港と庄内空港に対しましての県からの負担金がかなり差があったことから、いろい

ろとこれまで空振協といたしましてもそれについての要望を繰り返ししてきたところです。 

それで、このたび山形県の平成２８年度の予算内示に伴いまして、庄内空港の方に負担金

としての拡大があったことから、近隣の庄内の管内の市町村におきましても、それに揃えま

して負担金をこの間計上いたしまして、今回の増額となったところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） ２点のご質問にお答えいたします。 

１点目のストレスチェックのご質問につきましては、本間総務係長よりご答弁申し上げま

す。 

２点目の知事選挙及び町議会議員選挙の選挙期日、日程の関係のご質問でございますが、

ご質問にありましたとおり、前回、前々回ともにそれぞれ独立してやったり、同時に開催し

たりというような経過にあったことは質問にあったとおりでございます。 

その中におきまして、様々な経過もあった中で、いろいろご意見をいただいていた選挙管

理委員会としてもそういった意見を受けとめていたということはお聞きしているところで

ございますので、今後、選挙管理委員会におきまして、それらを総合的に勘案し、判断して

まいりたいと考えております。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間総務係長。 

○説明員（本間 純総務係長） それでは、私からはストレスチェックについてご説明申し上げ

ます。 

ストレスチェックは、平成２６年に改正されました労働安全衛生法に基づき、平成２７年

１１月から５０人以上の事業所に対して義務付けられたものであり、労働者のストレスの程

度を把握し、労働者自身のストレスへの気づきを促すとともに、職場改善に繋げ、働きやす

い職場づくりを進めることによって、労働者がメンタルヘルス不調になることを未然に防止
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すること、いわゆる一次予防を目的とするものです。 

２６万円増の要因でございますが、本町におきまして、万一高ストレス者として判定され

た職員がおり、本人が専門医との面談を希望した場合には、その費用を事業者が負担するこ

とになっておりますことから、その費用を新たに計上したことによるものでございます。以

上でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 予算書４８ページの廃棄物処理事業の中の機械器具購入

費、パッカー車の件でございます。パッカー車の走行距離への質問でございますけれども、

２月末現在で約１８万9,000kmの走行距離です。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間保育園主幹。 

○説明員（本間 明保育園主幹） 最初の指定されたページを探すことができずに、その後の質

問の意味が、里帰り出産とかいろいろ話が出たものですから、質問の意図が分からなかった

ものですから、申しわけございませんが、もう一度お願いいたします。 

○委員長（阿部善矢委員） ２番 志田德久委員。 

○２ 番（志田德久委員） ２７ページのストレスチェックでありますが、これはアンケートな

のか、それとも医療機関に委託なのかということで、答弁できればお願いしたいと思います。 

そして、２９ページの庄内空港の利用料金でありますけれども、県から負担増が庄内空港

にあったということですが、山形空港のように東京便の割引をやるという、庄内に対しては

ないのか。その辺、負担だけ求めて、山形空港だけは東京便に割引制度を導入ということが

ありましたけれども、こういう利便性のものは庄内空港側には通達はなかったのか伺いたい

と思います。 

あと先程の、４３ページでしたか、保育委託料でしたけれども、私、ページ数を書き間違

いましたが、これは４名分ある場合、三川町の子が他の施設に入った場合、当然三川町の保

育料の基本料金があるわけです。相手先の保育料の差額が当然あろうかと思います。逆に、

三川の保育園に他市町村の子が入れば差額が生じているわけです。その差額が生じた場合、

当然親御さんの負担になっているだろうと思いますが、どの程度の差額なのか。そして、い

のこ保育園の場合も差額が生ずるのか、それを伺いたいと思います。 

そして、補正予算でもありましたけれども、三川町の中型バスは、150 万円も、１年かけ

ても走行距離三十何万 km でしたが、100 万 km は走るという答弁でありましたけれども、今

回１８万kmで交換しなければならないような、新しい設備が整ったパッカー車を導入するの

かとかいろいろなことが考えられますが、その辺の解釈をお願いします。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） ストレスチェックにかかわります委託先、またその業務の内容

についてのご質問でございますが、まず、委託先につきましては、対象として考えられる委

託先といたしましては、医療機関、また、民間会社でも対応してくれるところがあるという

ふうに伺っておりますし、その業務の委託内容につきましては、アンケート調査の実施でご

ざいます。そのアンケートにつきましては、その職員職員の生活の状況を記入するアンケー
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トとなっております。 

○委員長（阿部善矢委員） 宮野企画調整課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） 庄内空港利用振興協議会の負担金の増でございます。前年

度に比べて２０万 7,000 円ほど増加になっておりますけれども、２８年度につきましては、

庄内空港の開港２５周年の記念イベントということで予定されております。それに合わせて、

空の日のフェスタ、あと、スタージェットとかいろいろなイベントを就航に併せて行うとい

うことを予定しておりますし、月替わりの２市３町のおもてなし、それから観光情報、いろ

んな部分で庄内をＰＲしていくということで、山形空港の利用拡大のみならず、庄内空港に

ついても今年の開港イベントに併せて促進を図るということで、今年度は大きく予算化して

いるところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間保育園主幹。 

○説明員（本間 明保育園主幹） 先程の質問ですが、他の委員に答弁いたしました、いのこ保

育園あるいは広野保育園等への保育委託料４４ページのことでよろしいでしょうか。 

基本的に保育委託料につきましては、保育料そのものは保護者からいただくものでござい

ますので、三川町に住所があれば、保育料を町が定めた保育料としていただきます。いのこ

保育園あるいは鶴岡市や他に委託したとしても、基本的には保護者の新たなる負担は生じな

いものであります。いえば、基本の公的な委託料と町がいただく保育料の差額については、

その分を町が負担するという形になります。 

ですので、質問の内容に触れない部分も少しあるかもしれませんが、例えば私立保育園で

すと、主任保育士加算だとか様々な加算も出てまいります。そういったものについても、町

は基本的に、保育料として、その家庭の所得に応じて、収入に応じて保育料をいただきます

ので、その差額というのは出ないものでございます。 

なお、詳細については本多保育園係長より答弁いたさせます。 

○委員長（阿部善矢委員） 本多保育園係長。 

○説明員（本多由紀保育園係長） 委託料と保育料収入との関係についてご説明申し上げます。 

課長が申し上げたとおり、いのこ保育園、その他の保育園に入った場合、国で定めます保

育園の規模、先程の主任保育士加算、休日保育、減価償却費加算等、その保育園に合わせた

加算認定を受けた額で町の方ではお支払いをいたします。 

それに対しまして、保育料につきましては、三川町に住所のある子につきましては、どこ

の保育園に入っても、所得といいますか、住民税の所得割に応じた額で保育料の区分、１１

階層をとっておりますけれども、その保育料でいただくことになります。 

逆に、里帰り出産で、例えばみかわ保育園とかでお預かりした場合、または、いのこ保育

園だと鶴岡、酒田からも入園児がおります。そちらにつきましては、住所のある市町村で定

めた保育料をそれぞれの市町村が保護者からいただきます。同じように、公定価格と呼ばれ

る価格をもって三川町で受ければ、町の方にその価格、三川町の保育園の公定価格分をそれ

ぞれの市町村からいただくということになります。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 
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○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 更新するパッカー車の走行距離について、約１８万

9,000km というようなことでお話しましたところ、スクールバスとの対比のお話がありまし

た。車両につきましては、単に走行距離で判断できるものではなくて、車両の目的とすると

ころ、そういったものが加味されて検討しなければいけないというふうに思うところでござ

います。 

パッカー車につきましては、走行距離はそうであっても、いわゆる積載部分、一般廃棄物

を積載するというのが一番の目的でございますし、エンジン部分もそうですが、積載部分に

つきましてもかなりさびが入ってきたりして、毎年それなりの修繕費を予算計上してやって

いるわけですけれども、このままの状況ですと修繕料がかさむという判断もしましたし、ま

た、財源的にも起債が措置できるというようなことで、今回更新した方が今後のことを考え

れば大変有利であると、そのように判断したところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） ９番 佐藤栄市委員。 

○９ 番（佐藤栄市委員） ページ数３０ページ、婚活推進事業でお伺いします。 

昨年と同じ額が計上されていますけれども、大きな問題の対策の一つというふうな捉え方

をしています。２８年度はどのような内容で進めようとしているのか伺いたいと思います。 

次に３８ページ、民生費の自殺対策事業です。これもなかなか事業展開の難しい事業だと

いうふうに思っていますけれども、まずは３８万から４万まで減ったということの要因と、

それから、この２８年度の事業展開をどのような形でしようとしているのかお伺いします。 

それから４６ページ、健康増進費の中の、予算書では事業名が出ていませんけれども、施

政方針の中でも、生活習慣病予防や生活習慣改善や健康管理に関する意識の高揚のためにと

いうことで、マイレージチャレンジ事業の拡充、それから体組成計を使って自発的な健康づ

くりの取り組みを促進してまいりますという力強い施政方針の中で向かわれるとなってい

ます。 

事業の名前では出ていないので、内容と、それから２７年度、今年度の途中から始まった

事業ではありますけれども、結構みんな、健康福祉課一丸となって頑張ってきているなと外

からは見ていますが、それの、ひとつ今年の状況と、それから２８年度、県からは金は来な

いというふうに聞いていますけれども、県と一緒になってやっていくという方針の中ではど

のような展開を考えているのか、まず伺います。 

○委員長（阿部善矢委員） 宮野企画調整課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） ３０ページの婚活推進事業の内容でございました。この部

分につきましては、定住自立圏の交流促進事業ということで、圏域内の成人者の結婚を促進

するということで事業展開しておりますけれども、細部につきましては黒田企画調整課長補

佐よりご答弁いたさせます。 

○委員長（阿部善矢委員） 黒田企画調整課長補佐。 

○説明員（黒田 浩企画調整課長補佐） 婚活推進事業、３０ページに記載してございます幸せ

で愛応援事業委託料、それから、同じく町単独事業で予算化しております補助金、こちらに

ついては、３ヵ年継続した中で、来年度についても同様な形で出会いの場のイベント支援を
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行っていきたいと考えております。 

それから、２７年度から新たに県の方で組織化されましたやまがた出会いサポートセン

ター、こちらについては、そういったイベント支援の紹介等も行っていますけれども、特に

一番大きい事業としまして、１対１のお見合い支援サービス、こちらがメインの事業となっ

ております。そちらについて、三川町が負担金を支払っているわけですけれども、県内全域

の会員の中で１対１のお見合い支援、こちらについて、連携強化しながら、県と一体となり

ながら進めていくものでございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） ３８ページの自殺対策事業の予算の減額内容につきまし

てでございますが、基本的なことを申し上げますと、国によります対策事業については、数

年次に限ってのある程度期間を置き、限定した形で事業展開を図るという考え方でございま

した。なお、その詳細につきましては、須藤福祉主査より詳細を説明いたさせます。 

また、続く二つ目のご質問をいただきました、４６ページから４７ページにかけての、健

康増進事業にかかわりますいわゆるマイレージチャレンジ事業の実施内容、また現状につき

ましては、佐藤健康係長より答弁いたさせます。 

○委員長（阿部善矢委員） 須藤福祉主査。 

○説明員（須藤輝一福祉主査） それでは、私から自殺対策事業の中身についてご説明を申し上

げます。 

先程健康福祉課長からお話がありましたが、昨年度、国の補助事業のメニューの変更によ

りまして補助対象から外れたもの、補助率の変更になったものというものがございまして、

平成２７年度まで実施をしておりました事業のうち、うつスクリーニング健康相談事業、こ

ちらは看護師の雇い上げの事業でございますが、こちらの方が平成２８年度は実施をしない

ということでございます。これに伴いまして、うつスクリーニング事業の医師からの確認も

いただいておったんですが、この講師謝金もなくなったということでございます。 

また、事業費といたしまして、いわゆる啓発関係で計上しておりました事業が補助対象か

ら外れたということでございますので、こちら、平成２７年度までは１３万円ほど計上して

おりましたが、最低限の啓発用ティッシュ等の作成に抑えるということで、３万 3,000 円ほ

どの計上になりました。 

報償費につきましては、毎年１回実施をしております自殺対策の連絡会議、こちらの方の

委員報酬ということで１万 5,000 円を計上いたしまして、４万 8,000 円の事業費ということ

でございます。 

そして、平成２７年度までの事業といたしまして、いわゆる心のサポーター研修会という

ことで、これは各町内会を回りまして、役員会の席上でありますとか健康まつり、あるいは

防災訓練の際に自殺対策用のＤＶＤをご覧いただきまして、周りの方の異変に気づいてあげ

られるような、そういう心のサポーターという方の養成の事業を実施してございます。これ

は平成２６年度から３ヵ年で全町内会を回って皆さんからご覧いただこうということで、平

成２８年度が最終年度となりますので、こちらの方には力を入れてまいりたいということで
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考えております。 

先程もお話しましたが、啓発のティッシュでありますとか啓発ののぼり旗、これは９月と

３月が自殺対策の強調月間になってございますので、役場周辺にのぼりを立てるというよう

なことも実施をしながら、今後とも自殺防止の対策につきまして事業を展開してまいりたい

ということで考えております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 佐藤健康係長。 

○説明員（佐藤 潮健康係長） 私の方からは、マイチャレについてご説明いたします。 

今年度９月から始めておりますマイチャレ事業ですけれども、今年度の仕組みとしまして

は、町がメニュー設定しましたものに対しまして、100 ポイントたまるとやまがた健康づく

り応援カードを配布するという仕組みで実施しております。現在、申請して登録してくだ

さっている方々は約 700 人、そして、100 ポイントたまりまして達成した方、応援カードの

交付をした方が125人おります。 

今進めておりますが、マイチャレに参加している人の声としまして、まず一つ、県の応援

カードをもらってもお得感が薄いというような声も上がっております。530 店舗の県内の協

賛店舗の方で特典を、サービスをしているわけなんですが、なかなか町内の協賛店の方では

数も少ないというようなこともありまして、ぜひ町の独自のものということで声が多く寄せ

られたことから、今年度、独自のものになったわけであります。 

来年度につきましては、魅力ある事業ということで進めていきますけれども、ポイント数

を500ポイントに上げまして、100ポイントではこれまでどおりやまがた健康づくり応援カー

ドの方を交付いたしますが、300 ポイントたまった時点で、先程言いましたけれども、特典

としまして健康グッズなどを粗品としておあげする、そして 500ポイントになりましたら、

町内の協賛店の方で割引券として使える、割引券を交付するというようなことになっており

ます。 

今までだと、イベントなどの教室なんかで参加するポイントのため方が重きを置いており

ましたけれども、来年度につきましては、個人の取り組みにも、本来、日頃の健康づくりの

取り組みにポイントをつけたいということで、例えば禁煙のチャレンジなどですとか、それ

から自らの自己管理ということで、体組成の測定、定期的な測定により、例えば１０ポイン

トをおあげしたり、また、アスレのトレーニングルームに通っている方についてもポイント

をなんていうことを、重きを置きたいと思っております。 

また、二つ目としましては、ボランティアについても付与ということで、１２月の議員の

方々の提言書にもありましたけれども、ボランティアに協力してくださっている方にも得な

ことということで、教室のサロンのキーパーソンになっている方々におあげしたりとか、ま

た、献血などにも、した方に社会貢献ということでポイントの付与をしたりとか、今年さら

にメニューを充実させて展開していきたいと考えております。 

健康係だけではなかなかできないことですので、組織の力も借りまして、保健委員協議会

ですとか食改協議会などの方々からも積極的にお力を借りながら事業の方は進めてまいり

たいと思っております。 



- 53 - 

 

体組成の活用につきましても、念願の体組成計なんですが、６月に購入しまして、部位別

の筋肉量、そして内臓脂肪レベル、あと体年齢など、自分の体の組成を知ることなどで健康

管理意識を高めて、継続して定期的に測定することによって生活習慣の改善を図っていくよ

うなことに繋げていますが、町民の方々の反応や評判もすごく良くて、今後、健診の結果と

併せてですけれども、町民の健康管理に役立つツールとして活用に展開を図っていきたいと

考えております。 

先程のマイチャレ事業のことですが、総額２０万の予算ということでなっております。以

上です。 

○委員長（阿部善矢委員） ９番 佐藤栄市委員。 

○９ 番（佐藤栄市委員） 最初に婚活推進事業で、今度新しい支援サービスということで、１

対１というお話がありました。その中で、県内全域の会員という言葉がありましたので、県

内全域の会員というのはどういう捉え方をすればいいのかと、それから、県内会員数という

のはどれくらいいるのか、話ができるのであれば三川の会員も何人かというのも知りたいと

思います。 

それから、自殺対策に関して、全体的な事業というのは考えていないというお話でした。

自殺対策の会議とか、それから町内会でのサポーター研修ということでしたけれども、２８

年で全集落ということで、昨年、私の集落もそれを行いましたが、あとどのくらい残ってい

るんですか。そのサポーター研修、全町内会の中で、２８年度、何町内会残っているのかお

聞きしたいと。 

それから、マイチャレの話で、私も県のカードを持っていますけれども、健康というもの

を意識するというか、そのことが大事なのかなと。この事業を意識してもらえれば一つの事

業の成功といえるのかなという捉え方をしていますけれども、先程もありましたが、県の

カードをもらってもあまり魅力がないと。まだ三川は４店舗ぐらいなのか、そのくらいしか

なくて、来年どういう形に持っていくのかというのが気になっていました。 

協賛店に関しては、県も引き続き広めるという考え方なのかどうか、それが１点と、それ

から、三川町で独自にまた達成しやすい目標を準備して進めるという考え方はいい考え方、

大賛成です。ただ、あのカードは１年間ですよね。１年だったと思いますので、１年過ぎた

ときとかそういうところの、また振り出しになってポイントを集めて県カードに行かなくて

はならないのか。少し細かい話ですけれども、お願いしたいと思います。 

○委員長（阿部善矢委員） 宮野企画調整課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） ３０ページの婚活推進事業のやまがた出会いサポートセ

ンター事業の会員数とか三川の状況でございますけれども、この部分につきましては黒田企

画調整課長補佐の方よりご答弁いたさせます。 

○委員長（阿部善矢委員） 黒田企画調整課長補佐。 

○説明員（黒田 浩企画調整課長補佐） 組織の方から会員登録状況という資料、２月末現在で

いただいております。県内の登録者数の総数が 1,239 名で、うち男性の方が 888 名、女性が

351名の会員登録となってございます。うち、本町の内訳といいますか、状況ですけれども、
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本町の会員登録数については一桁台という状況で、女性の方はいらっしゃいません。 

こういった状況で、人口が当然一番多いのが山形市になるわけですけれども、庄内管内に

おいては一番多いのがやはり鶴岡市、次いで酒田市、人口の比率に応じて会員登録の状況も

このような状況となっております。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） ３８ページ、１点目の自殺対策事業の実施状況につきまし

ては須藤福祉主査より答弁いたさせます。 

私の方からは２点目の、先程説明させていただきました健康事業の中の健康マイレージ事

業、いわゆる山形県で行っております健康マイレージ事業と、三川町独自で展開を計画して

おります健康マイレージチャレンジ事業との関連性につきまして、若干概要を説明したいと

思います。 

今年度２７年度の年度途中からスタートいたしました、山形県主体の健康マイレージ事業

につきましては、ご質問にありましたとおり、しかるべきポイント数を達成した後にカード

の交付を受けると。協賛店からの、それぞれの協賛店で企画されておりますサービスの提供

を受けるという内容のものでございました。本町でも、庄内保健所の職員と連携した形で、

その協賛店の拡充にはいろいろと活動を展開したというところでございます。 

しかしながら、鶴岡市並びに酒田市等につきましては、２７年度中に県の健康マイレージ

事業に着手したものの、本町と比べますと、時期的に少し遅い時期にスタートしたというよ

うなことから、庄内管内におけます協賛店の拡大について、ややスローペースで進んでいる

という状態でございます。 

今後につきましても、庄内保健所の関係職員と一緒になりまして、本町でも協賛店の拡充、

拡大につきましては活動を展開してまいりたいというふうに考えているところでございま

す。 

続く、マイチャレのポイントカードの有効期間並びにその処理の方法の詳細につきまして

は、引き続き佐藤健康係長より説明いたさせます。 

○委員長（阿部善矢委員） 須藤福祉主査。 

○説明員（須藤輝一福祉主査） それでは私から、自殺対策の事業の中で、心のサポーター研修

会、各町内会を回って実施をしておるものでございますが、こちらを開催しておらない町内

会につきまして、現在で五つの町内会が残念ながらまだ開催をされておらないということで

ございます。 

残りの町内会につきましては、役員会あるいは事業等で何らかの形で開催をされておると

いうことでございますが、平成２８年度につきましては、まだ実施をされていない五つの町

内会に対します働きかけはもとより、各健康まつりや防災訓練、あるいは様々な保健・婦人

等の町内会の集まりでも結構ですので、広く呼びかけて、数多くのところで開催をしてまい

りたいということで考えております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 佐藤健康係長。 

○説明員（佐藤 潮健康係長） 私の方からは、ポイントカードの有効期限と活用方法というと
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ころでご説明いたします。 

やまがた応援カードの方は１年間の有効期間ということで、100 ポイントたまった方には

やまがた応援カードが行っているわけなんですが、その有効期限は１年です。町の方でマイ

チャレに参加してくださった方にポイント、先程は来年度満点が 500ポイントと申し上げま

したけれども、そのポイントカードの有効期限は２年間ということになっております。やま

がた応援カードの方の期限が１年有効ですので、途中で切れてしまう方に関しましては、引

き続き４月１日から三川のポイントカードをためていただいている中で、100 ポイントた

まっている方にはまたお出しするというような形をとりたいと考えております。 

先程の答弁で、700人の方々が申請し、125人の方がもうすでにやまがた応援カードを持っ

ているということをお話しましたけれども、約 600 人の方々の、まだたまっていない方につ

いてはそのままポイントカードを引き続きためていただいて、まず最初、やまがた応援カー

ドをゲットしていただきたいと思っております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） ３番 佐藤正治委員。 

○３ 番（佐藤正治委員） 二つほどお願いします。 

説明書の５４ページです。廃棄物処理の業務委託ということで、今盛んにこの会議の後も

説明があるという話も聞きましたが、自分から少し聞きたいことがあります。 

この処分の委託料の数量の計算、また金額の出し方が、聞いたところによりますと、庄内

青果より出る量が相当あると聞き及んでおります。その辺、これから様々のものがあるんだ

と思いますが、そこを庄内広域で使っている庄内青果にあれだけの、たぶん多量の生ごみが

出ているせいだと思いますが、それを例えば堆肥化してごみの減量化に向けてやった方が、

経済的に有利に、長年見ればあるのではないかと自分は思います。その辺の、差し支えのな

い程度で結構ですので、もし見解があればお聞かせください。 

それからもう一つ、５６ページであります。先程も聞いたのですが、地域開発推進事業の

中で、先程桜木団地の住宅というのは分かりました。同僚委員からもありましたようでした

が、この企業誘致のためのＰＲ活動、大企業、優良企業の誘致というのは非常に大切で、常

にそのものに挑戦し、捉えて進んできたものだと思っております。どのぐらいの力を入れて、

どのぐらいの金額を現在やっているのかお聞かせください。また、今後本気になって取り計

らっていってもらいたいと思いますので、その辺も併せてよろしくお願いします。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 予算説明書の５４ページの廃棄物処理事業、この中で、

青果市場の生ごみ、これは堆肥化した方がいいのではないかというお話でしたけれども、先

程梅津委員からもお話がありましたとおり、それにつきましては、各家庭から出される生ご

み、そういったものも含めてこれからの課題であろうと、そういうふうに思います。 

なお、青果市場から出されるごみと委託料の関係につきまして、齋藤建設環境課長補佐の

方から説明させていただきます。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤建設環境課長補佐。 

○説明員（齋藤茂義建設環境課長補佐） それでは私の方から、公設庄内青果市場の一般廃棄物
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が本町の委託料にどのように影響しているかという部分についてお答えいたします。 

庄内青果市場につきましては、事業系の一般廃棄物ということになりまして、青果市場の

方で収集運搬業者に委託をして、それを鶴岡のクリーンセンター、焼却施設の方に搬入をし

ております。その搬入の時点で、事業系の一般廃棄物ですので、１０ kgあたり 110円に消費

税を掛けた分を事業者として負担をしてございます。委託料の方にはそれらの数量も含まれ

ますけれども、委託費を計算する段階で、事業系一般廃棄物ということで鶴岡市側にお支払

いしているわけですので、その分は控除して計算になってございますので、それで、近年の

実績を見ますと、ほとんど事業者側が負担している使用料でほぼ処理が間に合っているとい

うようなことで、本町での負担そのものはそんなに大きくないかなと。 

あとは、当然焼却しますと焼却灰等出ますので、最終処分場の使用料の方には若干影響し

ますけれども、本町での大きな負担増にはなっていないという状況でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 宮野企画調整課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） 地域開発推進事業の中の企業誘致等の取り組みというこ

とでございました。こちらの方につきましては、町長、それから自分も含めて要望会に出る

際のそういった機会を捉えて、開発、企業誘致の要望なんかの部分も踏まえて、今後とも本

町への企業誘致を働きかけたいということでございますし、負担金等については、すでに本

町の方に誘致企業として今工事が始まっております物流大手の企業への工場等立地奨励金、

そういったものを活用しながら、さらなる企業の立地が図られるよう促進してまいりたいと

いうことで、引き続き、今後、土地開発公社による企業誘致に向けた開発もみかわ産業団地

の拡張もございますので、これから工場等をさらに立地できるような形で積極的にＰＲして

まいりたいということで考えているところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 質疑ありませんか。 

７番 小林茂吉委員。 

○７ 番（小林茂吉委員） 私から、２９ページの公共施設等の管理台帳整備について、改めて

伺いたいと思います。 

固定資産全体につきましては、地方公共団体の財産の大きな割合を占めまして、財政状況

を正しく把握するためには大変不可欠な台帳整備になるのかなというふうに期待をしてい

るわけであります。 

この台帳整備の中身が財務会計目的の固定資産台帳として整備されていくのか、そしてま

た、この整備に要する期間は１年、単年度で終了するのか、まず伺いたいと思います。 

それから、３８ページの社会福祉協議会への補助金が年々減少ぎみでありますが、人件費、

運営費、事業補助、それから管理費ですか、そうしたいろんな項目があろうというふうに思

いますが、どの部分がこうした減額になるのか、説明を求めたいと思います。 

それから、４０ページの緊急通報システム事業の運営業務委託料ですが、先程は愛の福祉

電話から移行されたお話もありましたし、大体の内容については理解できますが、このシス

テムの中身についての説明がなされていなかったので、こうした人的な感知センサーといい

ますか、そうしたものがおそらく設置されていくのかというふうに予想されますが、そのセ
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ンサーを受信する立場にある機関というのがどういう機関になるのか、そしてまた、その後

の対処のあり方については誰がどこでやるのかということを説明願いたいと思います。 

それから、４２ページになりますけれども、かつて地域交流、それから子育て支援施設の

整備につきましての概要設計については、平成２６年度、確か児童福祉費と社会教育費、そ

れぞれ按分されてその費用を応分に負担したというふうに記憶しております。これからこの

地域交流、子育て支援施設のいわゆる業務委託に係る費用については、すべてがこの児童福

祉から外れるというふうな理解でよろしいのか、その辺の説明を求めたいと思います。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） 公共施設等管理台帳整備事業委託にかかわるご質問でござい

ますが、まずはこの台帳につきましては、財務会計にもリンクする、そういう性格の計画に

なっておりまして、固定資産台帳につきましては今年度中に完成させる、それ以降、公共施

設等総合管理計画ということで進めていく、そういうようなスケジュールになっております。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） まず１点目の社会福祉協議会に対します補助金の減額傾

向という部分につきましては、２７年度と２８年度、実質的には２７年度も同様の形になっ

たわけでございますが、現在の職員配置につきまして、事務局長が本庁からの出向という形

で人員を確保しているというような状況でございます。 

したがいまして、特に人件費に関しましての補助金の交付額が減額になるという状況でご

ざいます。 

なお、法人運営費また事業費補助、それから施設管理費につきましても、毎年度予算要求

の段階で精査を行いながら補助金の額を決定しているというところで、いくらかの増減が発

生しているという状況でございます。 

２点目の、緊急通報システムのシステム内容等につきましては須藤福祉主査から説明いた

させます。 

○委員長（阿部善矢委員） 須藤福祉主査。 

○説明員（須藤輝一福祉主査） それでは、私から緊急通報システムの事業の内容についてご説

明をいたします。 

この緊急通報システムにつきましては、家庭の中に様々な箇所にセンサーを設置いたしま

して、例えばトイレのドアであるとかそういうところで２４時間、あるいは一定の時間そこ

に動きがないということで判断をされた場合に、委託の業者の方にその連絡が行くというこ

とになってございます。 

そのサインを受けとった業者の方で、事前に登録をしておいていただきます近隣の方、あ

るいは民生委員の方に連絡が行きまして、様子を見ていただくという形になってございます。 

先程お話をしないでしまったんですけれども、この業者の方への委託ということで、一月

ですが、お一人あたり 3,200 円程度の委託料ということで想定をしてございまして、平成２

８年度につきましては１１名の方で、１２ヵ月で、これでも消費税ということで４５万7,000

円弱の予算を計上したというところでございます。以上です。 
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○委員長（阿部善矢委員） 本間保育園主幹。 

○説明員（本間 明保育園主幹） 地域交流、子育て支援施設整備に関するご質問でございまし

たが、確かにご質問のとおり、平成２６年度の概要設計にあたりましては、それぞれ民生費

と社会教育費に分けて計上したものでございます。 

これまでの経緯の中で、この施設建設にあたって補助金等を考えたときに、基本的に文部

科学省、厚生労働省については、今現在考えている補助金に対象になるものがどんなものが

あるのかという面がありまして、これまでは農林水産省あるいは国土交通省の補助も考えて

きたわけです。 

そういった流れの中で、社会教育係がその補助金の窓口となっておりましたので、今回の

施設整備の基本設計に関しましては、全体の整備を考えるという視点で教育費の方に計上い

たしました。 

２９年度以降の実施設計につきましては、その財源に応じて適切な予算計上をしてまいり

たいと考えております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） ７番 小林茂吉委員。 

○７ 番（小林茂吉委員） 固定資産台帳の整備は１年でまとめ上げるというお話でした。当

然、物件によりますれば、年度を越えますとその数値がいろいろ変わってきますので、でき

る限り１年で閉めるのが妥当ではないかと思いましたので、１年で整備されることは大変よ

ろしいかなというふうに思っております。 

そしてまた、財務会計等々とのリンクがあるというお話でございましたし、私もかつて一

般質問で総合管理計画について質問した記憶がございますが、いよいよこの台帳整備に着手

するのだなという感じを今受けとったわけであります。 

そうした、今後どう生かすかということが一番大切なことではなかろうかというふうに思

いますし、現在、町は決算統計をはじめとして、財務書類の作成というのはやはり総務省改

定方式モデルを採用しているわけですが、この台帳整備がより正確性を持ったものに整備さ

れていきますと、いわゆる国が進める地方公会計の推進へと繋がっていくというふうに私も

思っております。 

そうした場合に、今後、整備後の管理、そしてまた複式簿記の導入とか発生主義に移行し

ていくわけでありますので、今後そうした、それを担う人材の育成というのは極めて大切に

なってくるのかというふうに思いますが、そうした継続的な教育をこれからどのような形で

進めていくのか、その考えがあればお聞きしたいというふうに思います。 

それから、緊急通報システムの場合は、今１１名、一応該当者の数でございますが、これ

は年度内の申請も可能というふうな理解でよろしいでしょうか。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） 公共施設等管理台帳整備後の管理の問題、また人材の育成につ

きましては、髙橋総務課長補佐よりご答弁申し上げます。 

○委員長（阿部善矢委員） 髙橋総務課長補佐。 

○説明員（髙橋誠一総務課長補佐） ただいまの小林委員からご質問いただいた件、予算上では
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公共施設の管理台帳というふうになっておりますけれども、先程も答弁の中で、新たな公会

計制度の導入といいますか、活用という中で、この業務につきましては二面性を持ってござ

います。 

まず、本町の公共施設、これの台帳を、開始時期としてまず一旦きちんと定めておく。後

年度以降につきましては、毎年棚卸しといいますか、大規模修繕等々ございますので、その

都度その施設の価値がその時点よりも償却資産として伸びたりとか、質問にありましたとお

り、額が変更いたします。ですので、台帳自体は毎年度末でそれぞれ事業課等、また財政の

方でも確認をいたしますが、更新になっていくものということでご理解をいただきたいと思

います。そうした棚卸しの結果が、その年その年の決算上での財務諸表、バランスシート等

にも反映していくことになるであろうということで考えております。 

今回の固定資産台帳の整備にあたりましては、それだけではなくて、今後、町全体として

の公共施設の総合管理計画、これを来年度、策定を予定しております。その基礎資料という

ことで活用していきたいと思いますし、併せまして、それを成す個別の計画についても、来

年度からそれぞれの所管課等で取り組むということで現在計画しているところであります。

以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） ご質問の緊急通報システムにつきましては、基本的に身体

等の支障により素早い行動ができない高齢者世帯の方々に対して、支援策としてしかるべき

機材を設置するというものでございます。年度途中におきましても、体調が急変するという

ケースがございますので、その都度申請いただきまして、必要に応じて設置するという対応

をしておるところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 進行にご協力をお願いします。 

○委員長（阿部善矢委員） 以上で、第二審査区分の審査を終了します。 

 

○委員長（阿部善矢委員） 本日の予算審査特別委員会は、この程度にしたいと思います。なお、

１５日は、午前９時３０分から本議場において予算審査特別委員会を再開いたしますので、

ご参集くださるようお願いします。 

これをもって、散会とします。 

 

（午後 ３時３４分） 
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○委員長（阿部善矢委員） ただいまから、予算審査特別委員会を再開します。 

（午前 ９時３０分） 

○委員長（阿部善矢委員） 第三審査区分として、６款農林水産業費、７款商工費、８款土木費、

９款消防費、１０款教育費、１１款災害復旧費、１２款公債費、１３款予備費について審査

を行います。 

質疑を許します。 

３番 佐藤正治委員。 

○３ 番（佐藤正治委員） 自分からは４点ほど質問させていただきます。 

説明書の５２ページ、町内会公民館等整備事業とあります。これの内訳をお知らせくださ

い。 

その下の地域交流・子育て支援施設整備事業ということでございます。これは、今年度は

どの辺まで行うのかお知らせください。 

それから、説明書の５４ページ、側溝整備事業の押切新田三本木線・猪子４号線の側溝と

ありますが、今年度はどのくらいまで事業を行うのか教えてください。 

それから、説明書の５６ページ、水田畑地化対策事業とあります。これは昨年度の事業も

何か計画どおりに進んでいなかったように思います。これは縷々、水田地を畑地化して様々

の作物が作れるように進めるのが最善と思いますので、できる限り進んでいきたいものだと

自分も感じていますので、ぜひ振興をお願いしたく、説明を、内容を聞きたいと思います。

以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間教育課長。 

○説明員（本間 明教育課長） ２点の質問がございました。予算説明書５２ページの町内会公

民館整備事業と地域交流・子育て支援施設の関係でございます。 

１点目の町内会公民館の方につきましては、２８年度予定しておりますのは押切中町と猪

子町内会でございます。なお、詳細につきましては鈴木社会教育係長より説明いたさせます。 

２点目の地域交流・子育て支援施設整備事業でございます。これにつきましては、２８年

度、その施設の大まかな方針を定める基本設計の方に着手をしたいというふうに考えており

ます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 鈴木社会教育係長。 

○説明員（鈴木武仁社会教育係長） 来年度、公民館の整備事業で予定している町内会は、猪子

町内会の公民館と押切中町公民館になります。猪子公民館の内容といたしましては、天井張

り工事、スロープ工事、内装壁工事等を予定しているところです。押切中町公民館の予定と

いたしましては、主にトイレの改修工事となっておるところです。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 側溝整備の事業の関係で、延長等詳細な内容についての

ご質問でございました。２ヵ所ございます。記載のとおり、一つが猪子４号線側溝整備工事、

もう一つが押切新田三本木線の側溝整備工事というようなことで、詳細につきましては加藤

建設環境課長補佐よりご説明申し上げます。 
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○委員長（阿部善矢委員） 加藤建設環境課長補佐。 

○説明員（加藤直吉建設環境課長補佐） それでは、ただいまのご質問についてお答えいたしま

す。先程箇所については申し上げたとおりですが、工事の概要についてです。 

猪子４号線側溝整備工事につきましては、本年度、給水管の移設を行っております。それ

に引き続き、農業用水路の下の横断暗渠、この部分の施工を考えてございます。 

また、押切新田三本木線側溝整備ですが、本年度、２７年度より事業着手をしまして整備

を行っているところです。今年度についても引き続き整備を行う予定としております。概要

としましては、Ｕ字溝の幅が 1,700、高さ 1,600 の側溝で、約５０ｍ程度の施工を考えてい

るところです。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤産業振興課長。 

○説明員（齋藤仁志産業振興課長） 水田畑地化対策事業の関係でございます。この事業につき

ましては、水田での畑作物の生産を振興するために排水対策等を施すという内容でございま

す。 

当初計画では３８haを計画しておりましたが、一昨年、予算がつかずに実施できませんで

した。２７年度に初めて３８ haのうちの１６ haが実施できております。２８年度予算につ

きましては、未実施の残りの２２ha分の事業費でございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） ３番 佐藤正治委員。 

○３ 番（佐藤正治委員） 側溝整備の件であります。今の答えは２７年分かと思います。２８

年分はどういう、この予算であるのでしょうか。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 先程、押切新田三本木線の側溝整備工事については、平

成２７年度より実施しているという表現でありまして、説明した内容につきましては来年度

のものを説明させていただいております。 

○委員長（阿部善矢委員） ３番 佐藤正治委員。 

○３ 番（佐藤正治委員） ２８年の猪子４号線の進捗状況といえばいいか、どのぐらいの計画

でこれから、２７年ではなく２８年度はどうなんですか。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） この猪子４号線の側溝整備工事につきましても、平成２

７年度におきましては給水管の移設というようなことでご説明をしたところでございます

が、再度、平成２８年度の部分につきまして加藤建設環境課長補佐より説明申し上げます。 

○委員長（阿部善矢委員） 加藤建設環境課長補佐。 

○説明員（加藤直吉建設環境課長補佐） それでは、再度ご説明いたしたいと思います。 

２７年度については、農業用水路のそばに給水管が、450 ミリ程度のものが入っておりま

す。これの移設工事を今年度行っています。それに伴いまして、その横に走っております農

業用の大きな用水路がございます。この下をくぐらせていかないと流そうとしている大きな

大排水路に行かないものですから、２８年度はこの農業用水路の下に横断する暗渠を入れる

予定で考えているところでございます。以上です。 
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○委員長（阿部善矢委員） ５番 田中 晃委員。 

○５ 番（田中 晃委員） 私の方から、まず５点ほど。 

５０ページにありますがんばる農家支援事業費補助金が 370万から 300 万円に７０万減額

したこのわけは何なのか。 

それから、同じく５０ページにあります学校給食における地産地消促進事業費補助金が４

１万7,000円から３２万4,000円、９万3,000円の減額の見込みの理由は何なのか。 

それから、５４ページにあります農村環境改善センター費修繕料８０万円とありますが、

何を修繕するのかお聞きしたいと思います。 

それから、５６ページにありました赤川花火大会負担金。これは毎年行われているのです

が、４０万円から３０万円に１０万円減額したのはなぜか。その前はずっと４０万円で来て

いるので、なぜ１０万円ほど減額になったかお聞きしたいと思います。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤産業振興課長。 

○説明員（齋藤仁志産業振興課長） 産業振興課につきましては３点ほどご質問があったよう

です。２点目の学校給食における地産地消促進事業費補助金につきましては今野産業連携推

進室係長よりご答弁申し上げます。それから、３点目の赤川花火大会負担金の減額の件です

が、こちらにつきましては今野商工観光係長よりご答弁申し上げます。 

私からは、がんばる農家支援事業費補助金、昨年度に比べ７０万ほど減額ということでご

ざいます。この事業につきましては、内容をご説明するまでもなく、いろんな形で取り組む

農業者を応援するという形で、三川町にとっては目玉となる事業でございます。数年来いろ

んな形で応援してきましたが、この金額につきましては、実績額に基づいて 300万円にした

ものでございます。申請額が減っているというような見方もございますが、そういった視点

よりも、この事業については、継続したいということと、それから、声が少ない部分につき

ましては私どものＰＲ不足も十分ありますので、今後使っていただけるような形で進めてま

いりたいと考えております。 

○委員長（阿部善矢委員） 今野商工観光係長。 

○説明員（今野 徹商工観光係長） まず最初に、食のまちづくり推進事業の減額要因に関して

説明させていただきます。 

県産ヨーグルトを使った給食への提供の補助事業だったんですけれども、補助単価が低く

て、逆に給食費を圧迫するおそれがあったことから、その分の実施を行わないという形を

とった次第であります。 

続いて、赤川花火大会の件でございますが、昨年度は２５周年記念ということで、その分

増額した分でございます。２８年度については例年の額として算定したところであります。

以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間農村環境改善センター所長。 

○説明員（本間 明農村環境改善センター所長） ５４ページの農村環境改善センター費修繕

料８０万円に関する質問でございました。これにつきましては、経年的な劣化等もありまし

て、経常的に修繕が年間を通してあります。そういったものを踏まえて、これまでの実績を
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踏まえたうえで修繕費を盛ったものでございます。特に大きなものとしてこれにというもの

ではなく、施設の維持修繕ということでお考えいただければと思います。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） ５番 田中 晃委員。 

○５ 番（田中 晃委員） 赤川花火のことは私の勘違いで、２５周年だから１０万増額という

ことで分かりました。 

それから、６０ページにあります住宅管理費の中の住生活基本計画策定業務委託料 540 万

円の内容はどんな内容かということでお聞きしたいと思うんですが。 

それと、６１ページにあります常備消防事務委託事業が１億 9,898 万 9,000 円から１億

8,414万 2,000円へ 1,484万ほど減額になったことはなぜかお聞きしたいと思います。 

それから６２ページ、消防団本部及び分団運営交付金、３１万円から６４万円と３３万増

額の要因は何かお聞きしたいと思います。 

それと、６４ページにあります適正就学支援委員会委員報酬ということで、前は３人分を

見込んだものが今回は２人分となったことはなぜなのかお聞きしたいと思います。 

それから、６５ページにあります特別支援教育等支援員雇上賃金が６０万円から 270 万

1,000円に増額の意図は何なのかお聞きしたいと思います。 

それから、６９ページにあります中学校通学バス支援事業通学バス運行費補助金が１１万

4,000円ほど減額した要因は何なのかお聞きしたいと思います。 

最後になりますが、７６ページ、学校給食調理業務等委託事業が 2,130 万 4,000 円から今

年度 2,035 万 9,000 円と９４万 5,000 円が減額になった要因は何なのかお聞きしたいと思い

ます。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） ６１ページの住宅管理費の中にございます住生活基本

計画策定業務委託料ということで、コンサルに委託して計画を策定したいということで考え

ておりますけれども、これにつきましては、施政方針の中でも、この計画を策定し、「快適

で利便性が高く、魅力的な公営住宅の在り方や整備手法等について検討してまいります」と

いうふうに表現してございます。 

この計画の目的としましてはこういうことでございますけれども、さらに詳しく申し上げ

るならば、三川町の住宅政策に関する基本的な方針を定めるものであり、三川町で展開すべ

き地域独自の課題に対応した住宅・まちづくりを図るための施策の展開方向を明らかにし

た計画というふうになっております。 

対象の区域としては三川町行政区域全域ということでございますし、さらに、どういった

項目について計画に載せていくかといいますと、７項目ほど考えております。一つは住宅・

住環境の現状分析。二つ目として、住宅にかかわる課題の整理。三つ目として、住宅政策の

目標の設定。四つ目として、推進施策の立案。五つ目として、住宅地域整備の方向。六つ目

として、地域別住宅施策の方針の設定。七つ目として、計画実現に向けての体制の整備。以

上でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 
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○説明員（石川 稔総務課長） ２点のご質問にお答えいたします。 

１点目のご質問でございますが、本町の消防団におきましては、２年に１回研修視察とい

うことで事業を行っているところでございまして、２８年度におきまして、それに係る費用

を運営交付金に含めたことによる増でございます。 

２点目の常備消防の減額要因でございますが、まず、鶴岡消防署北分署整備事業に係る救

急部門に係る費用の１／２が三川町の負担金を計算するうえでの基礎数値に含まれており

ましたが、この事業が完了したことによる減が一番大きなものとなっておりまして、その他、

燃料費、消耗品等の減もその要因となっているものでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間教育課長。 

○説明員（本間 明教育課長） ４点の質問がございました。３点目の通学バス運行費補助金に

つきましては、加藤学校教育主査より説明いたさせます。 

１点目の６４ページ、適正就学支援委員会委員報酬の人数の件でございました。これにつ

きましては、これまで３人の委員報酬を計上しておりましたが、昨年１０月末をもって教育

委員長の職がなくなりましたことで、この教育委員長分が減となったものでございます。こ

の他に委員報酬の対象としては、学校教育の経験者、それから医師となっております。 

２点目の６５ページ、特別支援教育推進事業に係る支援員の件でございますけれども、こ

れにつきましては、東郷小学校に平成２８年度、知的学級と情緒学級、いわゆる特別支援学

級がそれぞれクラスができます。そこに複数の児童が入学・在籍することになりまして、年

齢も違いまして学年も違うものですから、この知的・情緒のぞれぞれの特別支援学級を支援

するために、新たに支援員を配置するための経費でございます。 

４点目の７６ページ、学校給食調理業務等委託事業委託料の減額でございますが、これに

つきましては、横山小学校に重度のアレルギーを有する児童がおりまして、この児童のため

に 0.5の調理師の加配をし、アレルギー除去食の対応をしておりましたが、この児童の卒業

とともに横山小学校には配置が必要なくなりましたので減額となったものでございます。以

上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 加藤学校教育主査。 

○説明員（加藤善幸学校教育主査） それでは私から、三川中学校冬季通学バス運行委員会とい

うことで行っているバスに対する補助金について説明させていただきます。 

この冬季通学バスにつきましては、保護者が運営している委員会に対する補助になってお

ります。通学バスの運行費総額としましては、委員会の方から、平成２７年度におきまして

1,160 万ほどの運行費がかかっているということで報告を受けております。そのうち、保護

者の負担金ということで一部を負担していただきまして、残りの部分を町の方から補助金と

いう形で支出しているものになってございます。 

この保護者の負担金につきまして、平成２７年度以前は１万 4,000 円ということで保護者

負担しておったものを２万円ということで増額しておるようにお伺いしております。この２

万円の増額によりまして町の負担金が減額したということで考えております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） ６番 町野昌弘委員。 
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○６ 番（町野昌弘委員） 私の方から何点か質問いたします。 

まず初めに、予算書の５１ページ、瑞穂の郷づくり事業ということで、去年と大体同じよ

うなメニュー、同じような金額であるんですけれども、新たに特産キラリ生産拡大支援事業

費補助金と、はっぴー米メモリアル事業、新しく来た人に米を配るというような説明が何回

かあったんですけれども、この辺、この二つ、詳しく中身を教えてください。 

続きまして５２ページ、京田川地区農村防災減災事業負担金ということで、これは二丁排

水ゲートポンプのことというふうに認識しています。先の補正予算で、平成２７年度分が実

行にならなくて減額になったと。1,494 万 8,000 円減って３０万になったというふうな経緯

がありますけれども、今年度 648 万 1,000 円。今年度やるのであれば、同じようなことをす

るのであれば、また 1,500 万くらいの同じような予算がつくのかなというふうに思っていた

ら、半分ということで、これは中身はどうなったのか。なくなったのか、それとも規模を小

さくして行うようになったのか、そこを説明お願いします。 

それから５３ページ、青年就農給付金事業交付金ということで、去年は 300 万でした。今

年は 600 万ということで、新しく農業に従事する人に交付するお金ですけれども、１人あた

りの金額が増えたのか、それとも人数が増えたのか、中身を教えてください。増える予定な

のか、増えた中身を教えてください。 

続きまして５５ページ、商工費です。この辺、二つなんですけれども、地域産業活性化支

援事業費補助金と三川町宅配サービス支援事業費補助金、おのおの去年が８０万だったのが

５０万に減ったというところで、減らす理由をお聞かせください。 

続きまして５６ページ、観光対策事業であります。これ、昨年度、夏まつりというのは共

同事業というふうなところで行っていたのを今年は観光協会の負担金で補うというお話が

あったんですけれども、観光協会負担金でその分を補うとすれば、増額分、今年度が 680万

で次年度が 725万、４５万ほど増額の予定ですけれども、この分、そのまま夏まつりに充て

る予定なのかどうかお伺いします。 

それから５７ページ、庄内空港立川線整備促進期成同盟会ということで、今年、期成同盟

会を立ち上げての７万円。来年度も同じ７万円ということで、今年は期成同盟会を立ち上げ

るので７万円ということで、ありかなというふうに思いますが、次年度は７万円では同じよ

うなことしかできないのかなと。これ、両田川橋の架け替え工事を進めようというふうな同

盟会でありますので、地元の、地域の願いを込めて、看板とか垂れ幕とかそういうふうなも

のをやって、もっと事業を進めていくというふうなことをするべきかなというふうに思いま

すけれども、この７万円でどこまでみているのかお知らせください。一回、ここまでで終わ

ります。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤産業振興課長。 

○説明員（齋藤仁志産業振興課長） 産業振興課にかかわるご質問については７点ほどござい

ました。１点目の特産キラリ生産拡大支援事業、それからはっぴー米メモリアル事業、二つ

の新しい、新規の事業につきましては齋藤農政係長よりご答弁申し上げます。それから、四

つ目の人・農地プランの関係でございますが、青年就農給付金事業、こちらの増額理由につ
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きましても齋藤農政係長よりご答弁申し上げます。 

それから５番目と６番目、産業連携の関係でございます。地域産業活性化支援事業の減額

理由、これにつきましては今野産業連携推進室係長よりご答弁申し上げます。 

最後、７番目の三川町観光協会負担金の関係でございます。イベントにかかわる増額とい

うことでございましたが、納涼祭以外にもそれぞれイベント等を考えてございます。そうし

た内容につきましては今野商工観光係長よりご答弁申し上げます。 

私からは、３番目の京田川地区農村防災減災事業負担金ということでございます。 

補正の際にも、事業執行がならずにそれを減額補正をお願いしたところでございますが、

その分を２８年度にそのまま引き継ぐということではございません。２８年度につきまして

は、付帯工事という予定から、お話の中では実施設計を行うということで、その必要額がこ

の額になってございますので、額的には半分になっているということでございます。以上で

す。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤農政係長。 

○説明員（齋藤一哉農政係長） お答えします。まず、特産キラリとはっぴー米事業、あと青年

就農給付金の内容をもう少し詳しくということでしたので、その辺についてお答えさせてい

ただきます。 

まず、特産キラリ生産拡大支援事業についてですが、これは菜の花「キラリボシ」の生産

拡大、特に菜種をメインの対象としておりますけれども、よりそちらの特産化を図っていき

たいという事業になっておりまして、内容としましては、主に生産費ですとか収穫の刈取

り・乾燥・調整、その他経費にかかわる経費を支援していこうというものでありまして、現

状、キラリボシの菜種については作付面積が約１haちょっと。それを加工して菜種油にして

菜の花オイルとして販売しているわけですけれども、そちらの方が、大まかにですけれども

1,000 本程度が生産されております。菜の花オイルにつきましては、春の段階ですでに売り

切れるというような状況でして、これらをこの事業を利用しまして生産面積や生産数量等を

倍増させていきたいと。それを町の特産品としてＰＲし、さらにはふるさと納税の返礼品等

でも活用させていただきたいと考えているものであります。 

続きまして、はっぴー米メモリアル事業について説明させていただきます。 

こちらにつきましては、米の消費拡大や三川町産米のＰＲを主な目的とはしているんです

けれども、その他に、三川町の農業のイメージアップですとか、三川町にこれから住まわれ

る方の町に対する愛着ですとか、そのようなものを増やしていけたらいいと考えておりまし

て、申請させていただいた事業です。 

内容としましては、出生届・婚姻届・転入届ということで、町の人口増にも繋がるような、

このような町民となられる方に対しまして、その届け出をされたときに、三川町産というこ

とにこだわりまして、そのお米をプレゼントさせていただこうというような事業になってお

ります。今現在としましては、出生・婚姻・転入を合わせまして年間約 400 件くらいありま

すので、お米に関しましては一つ 1,000 円程度を目論んでいるんですけれども、それの 400

ということで約４０万円程度を計上しております。その他は、最初に経費としまして箱代で
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すとかカード代の消耗品等となっておりまして、総額で６０万円というような事業になって

おります。 

青年就農給付金につきましては、こちらの方に関しましては年間１人 150万円が給付され

ることになっておりまして、昨年度は２名に対しまして合わせて 300万円が交付されており

ます。２８年度につきましては、対象者は４名になることを見込んでおりまして、150 万円

掛ける４名で600万円ということの内容となっております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 今野商工観光係長。 

○説明員（今野 徹商工観光係長） 私から、地域産業連携プロジェクト事業の地域産業活性化

支援事業費の減額理由をまず最初にお答えさせていただきます。 

こちらについても、実績に基づいての減額という形になってはおりますが、２７年度中は

特に出羽商工会の会員の皆さま向けに、出羽商工会の会報と併せて要項等をお送りはしたん

ですが、その後、実績としては２７年の実績を踏まえたうえでの減額ということで、まだ周

知の部分が不足している点は否めないと思いますが、２８年度に向けては実績に基づいての

形で同じようにまたいろいろと対応したいと考えております。 

続きまして観光協会、特に町野委員からは納涼祭の話が出ておりましたが、先程課長が回

答いたしましたように、納涼祭の形につきましては、今までと同様、実行委員会という形式

は堅持しつつ、観光協会として全面的にバックアップするという形で費用算定の部分を増額

しているところであります。 

また、秋まつりの時期に、まだ名称的には仮称ではありますが、産業フェアという形で商

工会会員の方、また農産物販売も含めて、秋まつりの賑わいを創出すべく新たに事業展開す

る形で予算計上したところであります。 

なお、２７年度につきましては、町の６０周年記念事業も含まれたことから、増額分とし

ては４５万という数字ではありますが、実質的には９０万近い予算額が増えているというこ

とで説明を終わらせていただきます。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 予算書５７ページの庄内空港立川線整備促進期成同盟

会の関係のご質問でございました。ご質問にございましたとおり、両田川橋の早期の架け替

えを要望していくという期成同盟会で、昨年の６月２９日に期成同盟会が発足したというよ

うなことで、とりあえず緒に就いたのではないかと思っているところでございます。 

負担金については、市町平等割と重点箇所割というようなことで、三川町・鶴岡市・酒田

市・庄内町、平等割がそれぞれ１万円ずつということで４万円。本町は重点要望箇所がある

というようなことでプラス６万円というようなことで、全体としては１０万円の予算で運営

しているわけでございます。 

内容的には、一番大きいのが事業費というようなことで、要望活動費でございます。要望

の仕方につきましても、東沼長沼余目線の整備の促進期成同盟会、これとの連携をとりなが

らの要望活動という形でのスタンスでやっておりますし、また実現に向けましては、先程、

看板であるとか垂れ幕というご提案がありましたけれども、実現の手法につきましてはいろ
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いろあると思いますので、実現に向けた手法の一つとして、提案として受けとめさせていた

だきます。 

○委員長（阿部善矢委員） ６番 町野昌弘委員。 

○６ 番（町野昌弘委員） 瑞穂の郷づくりということで、キラリボシの生産を拡大していくと

いうふうなことでありました。今現在、数量が足りないということで、それに向けて、それ

に応えるために生産を拡大していくというのは大変いいことだというふうに思っておりま

す。また、はっぴー米の方も、米のＰＲということで、市場をつかむというのは大変大切な

ことでありますので、大変いい事業かというふうに思っています。 

それで、京田川地区農村防災減災の二丁排水ゲートの件でしたけれども、次年度は実施設

計ということでありましたが、今年やろうとしたのは、実施設計が終わって実際に入るはず

ではなかったのか。また、今度、別の箇所を実施設計するのか、その中身をもう少し詳しく

教えてください。 

それから、観光協会負担金ということで増額、すべて夏まつりではないというふうな説明

でありましたけれども、これは実際、実行委員の方がいろいろやって、今年度は３０万かかっ

たのを２０万の補助をもらって１０万円を企業から集めたというふうな経緯がありました。

今年、６０周年でせっかく場所を変えて盛り上がったということで、来年もまたあそこでや

りたいという声もありましたので、その辺の支援もよろしくお願いしたいというふうに思い

ます。 

空港立川線の実現に向けての手法はいろいろあるということでしたので、期待したいと思

います。 

新たに、次、６０ページ、土木費のかわまちづくり整備事業でありますけれども、次年度

から５年間かけて整備していくということで、今年は公園整備というふうな内容は以前説明

を受けておりますけれども、もう少し具体的に、どの辺にどういうものを次年度にやるのか

を教えてください。 

それから６３ページ、消防費です。先の一般質問でも行いましたが、そのときに、今度、

洪水ハザードマップを新しくするというふうな説明が確かあったかと思いますけれども、こ

の辺、予算を見るとどこにあるのか見えなかったので、入っているのかどうか教えてくださ

い。 

それから６５ページ、教育費で、育英奨学資金繰出金ということで去年より減っていると

いうことで、実績とかそういうものを見て、減らしても間に合うというふうな見込みがあっ

たのかどうか、その辺、あったのだろうというふうに思いますけれども、中身を詳しく教え

てもらいたいと思います。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤産業振興課長。 

○説明員（齋藤仁志産業振興課長） 京田川地区の農村防災減災事業、先程の事業費の関係でご

ざいます。全体事業として、三川町だけでなく酒田市と鶴岡市分もございまして、そちらの

関係の実施設計ということで、私、答弁してしまいました。 

三川町分だけに限って言えば、当然なんですが、すみません、ゲートポンプを設置すると
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ころの導水路溝、こちらの方を入るということでございます。２ヵ所ございまして、一つが

潴団地のところの二丁掘排水、それから土口のところの二丁排水がありますが、先行するの

は、２８年度、導水路等、向かうのが潴団地の方の二丁掘排水の部分でございます。以上で

す。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 予算書６０ページの公園費の中のかわまちづくり整備

事業のご質問でございました。 

いよいよ平成２８年度から実際に工事に着手するというようなことで施政方針にも触れ

ておりますけれども、２８年度のこの工事費 4,000 万を見込んだ内容としましては、現在す

でに整備されておりますふれあい公園があるわけでございますけれども、その北側に休憩広

場、それから駐車場の整備工事を行うという予定でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） 先日の一般質問でもございました、町のハザードマップの見直

しに関するご質問でございますが、これにつきましては、平成２８年度から県が山形県水防

計画の改定に伴う見直しを行うこととなっております。県が平成２８年度から行うこととし

ております。町といたしましては、その結果を受けまして、早くて２９年度の見直し、そう

いうスケジュールになっておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間教育課長。 

○説明員（本間 明教育課長） ６５ページの育英奨学資金造成事業の資金繰出金の質問でご

ざいました。これにつきましては２０ページをご覧いただきたいと思います。 

歳入の方になりますが、利子及び配当金、ここに育英奨学基金利子１８万 2,000 円という

予算が計上してあります。これについては、基金の方の積立金、定期になりますけれども、

その利子収入が２８年度中、１８万2,109円を予定しております。これを一般会計で受けて、

一般会計から基金の方に繰り出すために１８万 3,000 円の計上をしているものでございます。

以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 質疑ありませんか。 

８番 梅津 博委員。 

○８ 番（梅津 博委員） それでは私の方から、まず、予算書の４９ページ、６款農林水産業

費の１目農業委員会費の関係です。説明の２の農業委員会費の報酬の関係で、この中の委員

報酬８人分 204 万 2,000 円、それから農地利用最適化推進委員報酬３人分で３４万 3,000 円

ということで、このたび、条例改正の中で特別職の報酬の改定があるわけでございます。こ

の数字だけを見ますと内容がよく分かりませんので、時期的なものも当然あるわけですので、

詳しく分かるように説明お願いします。 

それから５１ページ、同じく６款の農林水産業費、３目農業振興費の中にあります説明の

一番最後、はっぴー米メモリアル事業、先程同僚委員からもありましたが、１人あたり1,000

円程度というふうなことのようですが、できれば３倍ぐらいの予算をつけてもらえればよ

かったのではないかと思います。包装代にそんなにお金をかける必要は私はないと思います
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ので、現物をぼんと普通の袋のまま、あるいは一文添えた形でやれれば良かったのではない

かと思いますし、こういった内容を決める際にどういった経緯があったのか、その辺、説明

をお願いしたいと思います。 

それから５５ページ、７款商工費の中に、２目の商工振興費に入りましたふるさと応援寄

附金の推進事業の関係です。昨年から何倍増ということで、非常に大きな金額を扱うように

なりまして、また、担当部署も、今までの企画調整課から今度産業振興課ということでなる

わけでございます。 

そういった関係もあって様々の備品の購入もあるのかと思いますし、この全体の１億

7,900 何がしの中で、謝礼部分は分かるんですけれども、その前の一般事務の雇上賃金、２

８年度、臨時職員になると思うんですけれども、これから何人体制で向かうのか、その辺、

説明をお願いします。 

それから、途中にあります印刷製本費、これはたぶん三川の宣伝ということで中に入れる

部分かと思いますし、その後、郵便料 252 万 8,000 円とありますが、これはどういったよう

な活用をするのか、内容について説明をお願いしたいと思います。 

それから後半の、最後から二つ目の収納事務等手数料３０万が計上されていますけれども、

どういったことでこれが必要なのかなと思いましたので、内容説明をお願いしたいと思いま

す。 

それから、次の５６ページ、７款商工費のいろり火の里施設費の関係です。 

いよいよリニューアルに向けた設計が行われるということで、説明の一番最後の「いろり

火の里」推進事業に3,250万が計上、設計監理の委託料ということで、これはたぶんリニュー

アルの基本設計あるいは実施設計というものが主体になっていくと思いますが、1,600 万。

それから、２８年度で若干の設備の改修ということで 1,650万が計上になっているようです。 

今後、リニューアルに向けた構想、その辺を実施設計にあたっては持っていると思います

ので、説明をお願いします。 

それから６８ページ、１０款教育費の関係です。このページの一番上に学校教育支援員設

置事業ということで載っています。三川単独での学校支援員、様々な形で活用されていると

思います。先程、６５ページでは特別支援教育の支援員のお話もございました。それの分も

含めて、２８年度における支援員の体制、総括的に説明願いたいと思います。 

それから、６９ページに、同じ１０款の教育費の教育振興費、２目にありますけれども、

中学校の関係で、中学校教育振興費の説明の中の中段ぐらいに指導用準拠教材購入費、前年

から比べると１０倍以上になっているということで、この目的、それから活用の内容につい

て伺いたいと思います。 

それから、最後ですけれども７３ページ、同じ１０款教育費の社会教育総務費、７３ペー

ジの説明の一番上に謝礼とあります。地域交流・子育て支援施設の整備事業にかかわる謝礼

ということで 200 万ほど計上になっていますけれども、これはどういった内容なのか、説明

をお願いします。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 暫時休憩します。            （午前１０時２９分） 



- 73 - 

 

○委員長（阿部善矢委員） 再開します。              （午前１０時５０分） 

最初に、先程佐藤正治委員よりの質問に対して訂正があるということで、これを許可しま

す。五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 先程、佐藤正治委員からご質問ございました、予算説明

書の５４ページの一番下でございます。側溝整備事業の関係で、押切新田三本木線の側溝の

整備工事について、平成２７年度よりの工事着手というようなご説明を申し上げましたけれ

ども、平成２６年度から取り組んでいる工事でございます。訂正してお詫びを申し上げます。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤産業振興課長。 

○説明員（齋藤仁志産業振興課長） 産業振興課にかかわるご質問については３点ございまし

た。そのうち、２点目のはっぴー米メモリアル事業、これにつきましては齋藤農政係長より

ご答弁申し上げます。それから、３点目の三川町ふるさと応援寄附金推進事業の関係でござ

いますが、これについては企画調整課長の方からお願いしたいと思います。 

私の方からは、農業委員会の委員報酬、それから農地利用最適化推進委員報酬、この件に

ついてご説明を申し上げます。 

まず、本会議において、農業委員会法の改正に伴う定数条例を上程させていただきます。

併せて、特別職の報酬を改定するという内容もございます。これにおきまして、会長につき

ましては年報酬３０万円、会長職務代理者については年報酬２６万円、それから、ご質問の

委員報酬については年報酬として２４万 5,000 円、さらには、農地利用最適化推進委員、こ

ちらについては委員報酬の７割方という形での考え方がございまして、１７万 1,500 円とい

う年報酬を基礎に置いております。会長及び会長職務代理者につきましては、１年間定数が

変わることなく１名ずつということですのでそのままの額ですが、委員につきましては、法

改正の施行を受けて、現在の委員の任期が８月１１日まで。８月１２日から新しい制度のも

とでの定数になります。 

ですので、委員につきましては今現在９名でございます。この９名が、７月までの４ヵ月

間、年報酬を１２月で割りまして１ヵ月分掛ける４ヵ月という形で出しております。８月以

降の８ヵ月については８名になります。結果、その二つを足したのが現在の予算書の委員報

酬になってございます。 

それからもう一つ、農地利用最適化推進委員３名でございますが、これは新しい法制度の

もとでのものですので８月からになります。３名掛ける８ヵ月。これも年報酬１７万 1,500

円の１２月で除して、８ヵ月分掛ける３名分ということになります。以上が予算書の予算額

になります。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤農政係長。 

○説明員（齋藤一哉農政係長） 私の方から、はっぴー米メモリアル事業のプレゼントさせてい

ただく品についての経緯についてご説明させていただきます。 

品物につきましては、現時点ではお米２合を３個セットにした三川のお米の食べ比べセッ

トを考えております。こちらの方を真空パックに四角いキューブ状にしまして、そちらを透

明なケースに３個並べて、あとは三川町の歓迎の意ですとか、「おめでとう」というような
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メッセージを添えたカードを同封しまして、そちらを役場の窓口の方で主に交付というかプ

レゼントさせていただく計画でおります。 

その物を選んだ経緯としましては、見た目にもきれいで、物はただのお米なんですけれど

も、ぱっともらった時点で「わあ、うれしい」と思ってもらえるようなものにしたいという

ところがまずありますし、庁舎内の課内で連携している事業でして、こちらは主に交付窓口

となります町民課の方ともいろいろ何度も打ち合わせをさせていただいたんですけれども、

ある程度のストックを窓口にも置いておかないといけない。その中で、やはりスペースも限

られているのでかさばらない方がいい。その辺、いろいろと検討を重ねた結果、お米２合の

食べ比べセットがいいのではないかということでそちらに決めさせていただいた次第です。 

今後、業者等を選定しまして、２８年度に入りましてから準備に入らせていただく予定と

なっております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 宮野企画調整課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） 最初に、三川町ふるさと応援寄附金の関係の部分でござい

ます。いろいろご質問ありましたけれども、最初に賃金の関係について自分の方から説明さ

せていただきまして、その他の増額の細部につきましては中條企画調整主査の方から説明を

させていただきます。 

最初に、賃金の方につきましては、今年度、昨年度の１億 6,300 万、３倍強の寄附金とい

うことで先日の補正予算でも議決いただいたわけですけれども、やはり新年度におきまして

もこういった堅調な部分が見込めるということで、現在、年度途中から１名増員して３名体

制で行っておりますけれども、こちらの部分を４名の臨時職員の対応で寄附の返礼業務を

行っていきたいということで考えております。そういったことで、４名分の賃金を計上して

いるところでございます。 

それから、いろり火の里の関係のリニューアルの設計関係、工事の部分を予算化しておる

わけですけれども、これの基本的な部分につきましては、いろり火の里の施設の一つは、リ

ニューアルの大きい目的の一つとして長寿命化という部分がございます。やはり田田の宿の

屋根も老朽化している部分がございます。あと、なの花ホールの電気設備、田田の宿の電気

設備、そういった施設全体の長寿命化を図る部分がございます。さらには、今後の利用客の

増加に向けて、利用する方の声で寄せられているいろいろな意見、そういった部分も踏まえ

て、施設の魅力づくりということで、いろり火の里に新たな魅力を見出すということで、そ

ういった部分を新年度の設計によって魅力づくりも行ってまいりたいということで考えて

いるところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 中條企画調整主査。 

○説明員（中條一之企画調整主査） それでは、私の方から、三川町ふるさと応援寄附金推進事

業の中でご質問がございました印刷製本費、郵便料、それから収納事務等手数料についての

内容についてお答え申し上げます。 

まず、印刷製本費ですが、主にはふるさと応援寄附金のパンフレット、ふるさと通信、ま

た、寄附金の受領証明書やワンストップ特例の用紙などの方を印刷してございます。 
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郵便料の内訳でございますけれども、寄附金の受領証明書等の発送、それから、ゆうちょ

によります申し込み等につきましては、一式を寄附者の方々に送付いたしているというとこ

ろでございます。また、ワンストップ特例につきましても、寄附者の方のお住まいの自治体

ですとか、個人の方への用紙の方の郵送もしてございます。 

収納事務等手数料の中身につきましては、これはゆうちょによります納付書で町の方に寄

附をされた方に対しまして、その振込手数料を町の方で支払っているというものの中身でご

ざいます。１件あたり３０円の手数料がかかるわけですが、これまでは２款の方の会計管理

費、そちらの方の手数料費の中から払っていたものでございますけれども、今回、ふるさと

応援寄附金の部分につきましてはこちらの方に移管したというものでございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間教育課長。 

○説明員（本間 明教育課長） ３点の質問がございました。１点目の学校教育支援員を含めた

支援員の配置状況と２点目の指導用準拠教材購入費の内容、その活用については渋谷学校教

育係長より説明いたさせます。 

３点目の地域交流・子育て支援施設整備事業の７２ページから７３ページの質問でござ

いました。謝礼に関する質問ですが、これにつきましては、２８年度、基本設計に取り組む

わけでございますが、その基本設計に携わる業者選定にあたりましては、これまで、例えば

中学校の改築事業ですとデザインコンペ方式でデザインと機能を含めた提案をしていただ

く、業者を選んで提案をしていただく、あるいはその他の方法としては施設整備の内容を含

めた提案型のプロポーザル方式もございます。その他にもいろんな方法がございますが、基

本的にはこの施設にあたりまして補助を探したいということもございまして、その補助内容

に適合した提案をいただけるような方法はないのかということは考えております。 

そうしたことから、新年度に入りましてですが、その選定方法について検討していく必要

がありますが、その際には例えば業者からの提案についても、現行では見積もりをするだけ

で費用がかかるというような経済状況になっております。そういった中では業者に対する謝

礼、あるいは審査にあたる審査員の謝礼、そういったものが必要になりますので、ここにそ

の経費を計上したものでございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 渋谷学校教育係長。 

○説明員（渋谷 譲学校教育係長） 私の方より、６８ページの学校教育支援員等の町の配置支

援員について説明します。 

三川町では平成２８年度に、個々の児童生徒が分かる・できることを手助けするよう、普

通学級において、そして軽度の発達障害のある子、気になる子への支援を、学校教育支援員

を配置しまして、各小学校に１名ずつ配置しております。また、チームティーチングとして

２人体制で授業を行い、困っている児童をサポートしたり、場合によっては先生を入れ替え

て、授業する人を入れ替えたりして教育効果を考えて実践しております。学力向上と関連も

ありますが、勉強していて、分かる・できる・おもしろい、そう思う子を増やし、知ること

の喜びを体感するようにしていきたいと考えております。 

また、特別支援教育の充実のために、町の方では次の支援員も配置しております。肢体不
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自由のための個別介護支援員、それから、普通学級で多くの子とかかわりながら学んだ方が

効果があると考え、その子が困ったときの対応として、個別指導支援員、それから県の教育

相談員も兼ねた特別教育等支援員、この方は別室登校の生徒指導の方にもあたっております。

そして、先程教育課長よりお話がありましたが、東郷小学校の方に、特別支援学級の情緒学

級と、知的障害のクラスの方に特別支援教室の支援員を配置するというふうに平成２８年度

は考えております。 

続きまして、６９ページの方にありました指導用準拠教材購入について、その内訳と活用

についてお話させていただきます。 

４年に１度、教科書の改定により、平成２８年度から４年間、新たな教科書に使われます。

そのために、先生方の指導書の購入、それからデジタル教科書の購入、ＤＶＤの購入、そう

いうものが大きなものとなっております。指導書の方は、先生方が授業を作るうえで見本と

なるというかバイブルとなる、活用の頻度が非常に高いものとなっております。デジタル教

科書は平成２８年度より購入しますが、中学校の方で４教科、購入する予定です。デジタル

教科書の良さは、何といっても、平面の黒板では表しきれないようなものを立体的に、視覚

的に訴えることができるというところが一番の良さです。 

具体的な例を挙げますと、算数や数学で、直方体などの見取り図を操作で簡単に回転させ

たり、それから展開図を見せたり、視覚的に子どもたちに訴えることができると考えており

ます。 

子どもたちの理解を助けるために、たくさんの準備をしていきたいというふうに考えて、

購入を考えました。 

最後に、ＤＶＤについてですが、これは社会科の公民の学習の方に使わせてもらおうと考

えています。議会の様子など、社会の仕組みなど、よりイメージしやすいように考えて購入

を考えています。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） ８番 梅津 博委員。 

○８ 番（梅津 博委員） いろり火の里の関係です。５６ページになります。長寿命化という

ものが主体になりながら、様々なお客さまの声にお応えするという意味で、魅力づくりとい

う話がありました。魅力づくりというくくり方で説明はなるのかもしれませんけれども、で

は、具体的に魅力づくりをどのような形で実施したいのか。設計というものが、こちら側の

構想というものがありながら具体化するのが設計だと思いますし、その魅力づくりを設計に

任せるということではたぶんないと思うので、そういった意味では、こちら側の魅力づくり

といった構想、内容を提示しないといけないのではないかと思います。その辺、さらに具体

的なものがあれば説明をお願いしたいと思います。 

その前に、先程のはっぴー米メモリアル事業ですけれども、ある意味、２合という量が、

普通にある、炊飯器にとってみれば炊きやすいという部分もあるかもしれませんし、そう

いったものを核家族というものを設定しながらやったのかもしれません。あるいは、先程説

明があったとおり、場所の問題、ストックするという意味合いでの場所の問題があるかもし

れません。 
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２８年度、まずやってもらって、その後検証してもらいたいわけなんですけれども、我々

の世代といいますか、米をいっぱい食べる世代から見ると、全体で１ kgというのは小さいん

ですね。そう思います。米の主産地である三川町で、何もけちってということではないわけ

ですけれども、もっとボリュームを持った、そういった事業というものを検討してもらいた

いと思います。２８年度はとりあえず当局で設定した部分でいいと思いますし、その後の検

証をしながらさらに検討してもらえればと私は思いますけれども、その点、今の時点でどう

お考えか、お願いします。 

それから、教育費の関係の様々な、学校支援員を含めた、特別支援員を含めた支援体制、

詳しく説明いただきました。それで、前にも議論した経緯もあるんですけれども、学校支援

員という方々が各小学校に１名ずつ配置になっているわけでございます。その支援員の得意

分野がいろいろあろうと思います。 

前に言ったのは、要するに支援員を年度の中で交流といいますか、入れ替えながら三つの

小学校にうまく力が行き渡るような交流といいますか、そういったものを実施できないかと

いうことでお話した経緯がございます。 

今回、数字上は当然交流という部分は出てこないわけなんですけれども、計画の上ではど

う計画しているのか、今までどおりある程度固定でやるのか、あるいは交流型といいますか、

交流しながらより効果の上がる方向というものを模索していくのか、その辺、考えがあれば

伺いたいと思います。 

それから、同じ教育関係で、教材の関係です。私の勉強不足で、デジタル教科書というも

のが新しく出てきたわけですけれども、どういったものなのか頭の中に浮かばなかったので、

個別のタブレット型の、要するにＩＣＴの一つの器具なのか、その辺、さらに説明願えれば

と思います。 

このＩＣＴというものが教育の改革ということで様々取り上げられながら普及になって

いるわけですけれども、逆に進んでいる韓国辺りでは学力が落ちているという部分もあるよ

うです。視覚によって、目から入ってくるそういった情報を、要するに自分が理解できたと

いうふうに錯覚してしまう部分があると。本当の理解は、自分の頭の中でかみ砕いたものが

本当の理解ということになりますので、そういった視覚的なものが単純に行き過ぎると、ま

た深い知識といいますか、思考力というものを邪魔する部分もあるのではないかといった見

解もありますので、そういったことも含めて、このデジタル教科書なるものがどう活用され

るのか、内容の説明中心でいいですのでお知らせ願いたいと思います。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 宮野企画調整課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） いろり火の里施設の設計の関係でございますけれども、こ

れにつきましては先程もお話させていただきましたが、魅力づくりということで、いろり火

の里エリア全体の魅力向上を図るためということで、今、いろり火の里施設の長寿命化の部

分もございますけれども、そういった部分、さらには新たな魅力づくりということで、そこ

に機能、利便性、機能性、快適性を向上させるため、何か新たな設備的なものを入れた方が

いいのか、さらには、現在利用している施設で使いづらいとか設備的に改善した方がいいも
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の、そういった部分についてもこのリニューアルの設計の中で整備しながら、利用客の皆さ

まが、さらなる誘客に繋がるような形で設計をしてまいりたいということで考えてございま

す。 

模様替え等せず、全体のそういった部分がございますけれども、そこに新たな利便性、機

能性、快適性の部分で何を加えていったらいいのか、そういった部分も設計の中で整備につ

いて考えていきたいということで思っているところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤産業振興課長。 

○説明員（齋藤仁志産業振興課長） はっぴー米メモリアル事業のお米のプレゼントに関する

ことですが、実際に手渡したときに相手が喜んでくれるようであればオーケーですし、いま

いちの表情であれば、やはりこれは直していかなければいけないという状況だと思います。 

実際に手渡しする町民課の職員の人にもその表情等を見ていただきながら、年間を通して、

１年を通して検証を加えながら進めてまいります。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間教育課長。 

○説明員（本間 明教育課長） ２点目のデジタル教科書の内容につきましては、渋谷学校教育

係長より説明いたさせます。 

１点目の学校教育支援員の配置に関する質問でございます。この支援につきましては、先

程渋谷学校教育係長が申し上げましたとおり、ＴＴ授業の他に、軽度の発達障害を抱える児

童の支援をすることと、さらには、学校の校務の中では式典、行事があったりします。そう

いった際には、過去に、支援員の方がピアノが上手な場合についてはピアノの必要な学校に

配置をしようとか、あるいは男性の力強さが必要なので男性をというようなこともございま

した。 

そういった意味では、個人の能力を踏まえたうえで各学校に配置をしているところでござ

いますが、支援員そのものが、長くされる方もいらっしゃいますけれども、主に教員採用試

験に向かっている若い先生も多いものですから、長く勤めていらっしゃいません。そういっ

た意味では、２７年度、横山小学校が異動がありましたけれども、その際に３校の配置は検

討はしております。２８年度については現在のままでの配置というふうに考えております。

以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 渋谷学校教育係長。 

○説明員（渋谷 譲学校教育係長） デジタル教科書についてですが、デジタル教科書はもとも

とソフトのようになっておりまして、パソコンの中に取り込みまして、大型の電子黒板等に

映し出して活用していくものです。 

効果的な活用ということを考えますと、教師側の授業づくりの構想が非常に大切で、常に

デジタル教科書で流していては子どもたちにうまく伝わっていかないということはあると

思います。時と、子どもたちに何を訴えたいかというところでうまく上手に活用していくの

がデジタル教科書の良さだと思います。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 質疑ありませんか。 

２番 志田德久委員。 
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○２ 番（志田德久委員） 初めに予算書の方、５１ページであります。毎年三川産米給食への

支援補助金、今回も１９万 4,000 円ほど、増額になってやっている、予定していますけれど

も、これはおそらく米価値上げか、あるいは今まで有機栽培等の人たちが給食へ供給してく

れた、あるいは農協辺りがやってくれているという、事業、民間そのものに対しての補助金

なのか、あるいは端境期の補助金というような形で受けとめてよいのか、これからの２８年

度の予定を伺いたいと思います。 

次に、５５ページの小売店業であります。おそらくこれはプレミアム商品券で、２５万は

印刷代となって、500 万が充当されるのではないかと思われますが、従来、いろんな国の政

策事業、経済対策等あったわけですけれども、今回、小売業が自らこういう努力をして発行

してこういう事業をやろうとしているのか。おそらく、500 万ですので、発行枚数によって

このプレミアム分のパーセントは出てくると思いますけれども、このプレミアム分のパーセ

ントも伺います。 

続きまして、５６ページのかっぱつ広場の管理業務委託料であります。今ほとんど完成し

て工事費も見込んではいるようですけれども、これがこれから管理費という形でこういう予

算で年度の維持費としていくのか、それとも、今回まだ工事のやり直し等、未整備の部分が

あるのか伺いまして、そして、これからの２８年度初め、管理をどういう形態で持っていく

のか伺います。 

続きまして、６４ページのストレスマネジメント検査等委託料です。これは昨日も質問い

たしましたストレスチェック、町の方５０人以上の従業員がいればやらなければならないと

いうことでしたけれども、これは今回マネジメントですので管理にあたると思います。すで

にそういう状況を踏まえていてこのストレスのマネジメントを、対象が学校の先生なのか、

事務費ですけれども、対象者を伺いたいと思います。 

続きまして、６９ページの、同僚委員からもありましたけれども、中学校のバス支援であ

ります。前は 400 万円程度の補助でしたけれども、昨年から法律が変わったということで、

昨年、一気に 980 万、今年は若干下がって、総合計画でも３年間で毎年 969 万を予定してい

るようですけれども、今回法律が変わって、貸切バスにはドライブレコーダーをつけなけれ

ばならないということになりました。それは今の貸切バスにはついているのかを伺います。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤産業振興課長。 

○説明員（齋藤仁志産業振興課長） 産業振興課につきましては２点ほどございました。１点目

の三川産米米飯給食支援事業の関係につきましては今野産業連携推進室係長がご答弁申し

上げます。 

二つ目の小売店業者振興支援事業補助金です。プレミアム付き商品券発行事業ということ

でございまして、出羽商工会の三川支所が単独の事業という形で、それを応援する形での事

業執行になります。 

本年度につきまして、三川町の場合、他市町村と比べましても、数年続けて実施しており

ます。ただ、毎年自動的に実施を重ねるということではなくて、何度かご答弁申し上げまし

たが、基本的にはその年、年での商業振興の視点での状況から判断をしております。それか
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ら、商工業者サイドからの強い要請というのも当然ございます。そういったものを加味して

実施をしておるんですが、今回については、町の一般財源を使った事業という形で実施する

という考え方でございます。 

プレミアム率については今のところ１０％を検討されておりますが、ただ、決定ではなく、

実は商工サイドの方から、プレミアム率の１０％なり、その率に対して自らも出していくと

いうようなことを検討されております。ですので、実際にそれがなれば、プレミアム部分を

町が 100％出すということではなくて、商工業者も自らの努力で一緒にやっていくというよ

うなスタイルになろうかと思います。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 今野商工観光係長。 

○説明員（今野 徹商工観光係長） 私から、三川町米飯給食支援事業費補助金について説明さ

せていただきます。 

制度設計につきましては、２７年度と同じ中身であります。ただ、予算策定時のＪＡ相対

取引価格が、はえぬき標準米、当時１万 1,000 円だったところですけれども、その際のつや

姫の値段が１万 6,960 円ということで、２６年産米に比べて、２７年産米の価格差が大きく

開いたことによっての増額であります。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 宮野企画調整課長。 

○説明員（宮野淳一企画調整課長） いろり火の里施設費の中のかっぱつ広場の芝管理業務委

託でございます。こちらの方につきましては、芝の管理について、２６年度に工事の方を施

工して、２７年度、芝生の養生ということで初年度行ったところです。２８年度については、

業者の委託とグラウンドゴルフ協会の部分がありますけれども、細部につきましては黒田企

画調整課長補佐の方からご説明いたさせます。 

○委員長（阿部善矢委員） 黒田企画調整課長補佐。 

○説明員（黒田 浩企画調整課長補佐） かっぱつ広場の芝管理業務に関しましては、ただいま

説明があったとおり、２６年秋に完成しまして、１年間の養生期間を設けて、特に平成２７

年については、造園業者から専門的な立場で芝の管理業務を行ったところです。昨年度、300

万を超える予算を設けたところですけれども、本年度以降につきましては、徐々に専門業者

からウエイトをグラウンドゴルフ協会なり、あるいは振興公社の直接管理等に移行するよう

な形で進めていければと思っております。 

原則３ヵ年については専門業者、造園業者の方から、施肥、それから除草剤散布あるいは

目土散布等の専門的な業務委託を３年間、徐々にウエイトは低くしていきますけれども継続

しまして、芝刈りそのものについてはグラウンドゴルフ協会から行っていただくような形に

移行していきたいと思っております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間教育課長。 

○説明員（本間 明教育課長） ２点の質問がございました。１点目の６４ページ、ストレスマ

ネジメント検査等委託料についてですが、この対象者は、県費負担の教職員が対象となりま

す。先程質問にもありましたとおり、事業所５０人以下については努力義務となっておりま

すけれども、県の管轄する県立学校、県立高校についてはすべてストレスマネジメントの
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チェックを行うと。町に対しても同様の体制を整えていただきたいという要請がございまし

て、町でも、５０人以下の努力義務ではございますが、先生方のメンタルヘルスの対策のた

めに、この事業を２８年度から行うものでございます。 

２点目の、６９ページ、中学校の通学バスの件でございますが、ドライブレコーダーとい

うのは法令での定めということのようでございますが、基本的には、２７年度、いでは観光

バス株式会社の方に委託をしております。この事業主体は、中学校の保護者が組織する通学

バスの運行委員会が主体となりますので、２８年度、そのバスの事業者の選定の際に、そう

いった法令をクリアしているかどうかを踏まえたうえでの見積もりを徴し、決定をするもの

と認識しております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） ２番 志田德久委員。 

○２ 番（志田德久委員） 最後の通学バスの方から再質問させていただきますけれども、先程

私が言ったとおり、一昨年の法令改正で、業者の要求ということで四百何万の補助から一気

に 980万円までになった経緯があります。今回も、法律改正という名のもとに、借りる料が

高くなるのではないかと私は心配して質問しているわけです。普通の車なら数万円でドライ

ブレコーダーを購入できますけれども、私の調べた情報が間違いなければ、今、１／３の８

０万は補助を出しますよという状況になっているはずです。残りのお金が高額なものですか

ら取り付けていないという現状ではないかと。もし取り付けた場合、また法律が変わりまし

たから、こういう経費がかかりましたからということで、使用者側に負担を求めてくるので

はないかと。それは私が心配している状態と、向こう３年間、総合計画では同額を見込んで

おりますので、その辺、父兄の負担あるいは町の一般財源の負担に繋がるのではないかとい

うことですので、これからの見解を伺いたいと思います。 

そして、三川中学校の給食、今価格差のことは出ましたが、三川町の子どもたちは恵まれ

て、つや姫を給食で前期分食べていると。ＪＡあるいは有機栽培協議会等からの提供は今も

あるのか伺いたいと思います。 

あと、プレミアム商品券ですけれども、今回、私はずっと出していますが、初めて画期的

なことで、小売業者自らも負担を考えてやるという。やはり考え方が一歩進んだなと思って

おりますので、その経緯をもう少しよく説明できるものがあればお願いしたいと思います 

○委員長（阿部善矢委員） 本間教育課長。 

○説明員（本間 明教育課長） 通学バスの事業者の選定に絡んでの金額的なものでございま

した。 

２６年の国土交通省の法令改正によりまして、バスのレンタル、貸し出しにあたっての経

費の計算が、実走行距離だけではなく、準備とその後の後片付け、そういったものも含めた

もので、そうしたことからこの事業費が増大したものでございます。 

同様に、今後ドライブレコーダーが法令化されて、先程委員がおっしゃられたように、１

台240万というような形になってくると、やはり大きな要素は占めると思います。 

しかしながら、通学バス、保護者が運行しているとは言いながらも、町が補助金を出して

その事業を支援しているわけでございますので、まずは安全、中学校生徒の安全を守りたい
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というのが第一でございます。そのための経費負担としてはやむを得ないのではないかとい

うふうに考えています。ただし、このバスを実際に町が直営した場合と比較した場合につい

ては、一般財源は現行の補助の方が、財源にとっては、町の財政にとっては有利だというこ

とで、保護者の運行を支援しているものでございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤産業振興課長。 

○説明員（齋藤仁志産業振興課長） 三川町のプレミアム付き商品券発行事業でございますが、

確か平成２０年度から、２８年度を入れれば９回目というような形になります。その９回目

にあたって、委員のご質問にあったとおり、プレミアムの部分について自ら出していこうと

いうような、決定ということでは聞いていませんが、その方向で検討していると聞いており

ます。 

これについては、毎年度、事業実施後に町としても、どういった状況であるかというよう

な聞きとりとか、お互いの立場での検討をしております。今回については町の方からも、継

続の事業ではありませんと。単年度、単年度で判断をしていきますと。そのうえで、商工サ

イドについても、なぜ必要であるかの部分をはっきりしてくださいということと、いえば、

自主的に取り組むという姿勢を出していただきたいというようなお話をさせていただきま

した。 

受けて、商工サイドの方では、商品券の発行事業実行委員会というのを組織してございま

す。そこにすぐにかけたそうでございます。今回の、自らプレミアム部分を出していこうと

いう部分もございますが、その以前から、例えば三川町民に対して優先的な部分も加えてい

こうですとか、いろんな部分で課題が出てきた部分についてはこの実行委員会で検討してお

りまして、今の件についても、そういった結果の中で、実行委員会の方で自ら判断されたと

いうふうに理解しております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 前半の部分をお願いします。 

○説明員（齋藤仁志産業振興課長） 失礼しました。米飯給食の関係につきましては今野産業連

携推進室係長がご答弁申し上げます。 

○委員長（阿部善矢委員） 今野商工観光係長。 

○説明員（今野 徹商工観光係長） 委員の質問のとおり、お見込みのとおりでございます。す

みません、農協と有機協からの提供を受けているところであります。 

この事業設定そのものが１１月から３月の新米の提供という形をとっておりますので、そ

の期間の提供という形になります。 

○委員長（阿部善矢委員） 質疑ありませんか。 

９番 佐藤栄市委員。 

○９ 番（佐藤栄市委員） 予算書４９ページ、農業委員会の方でお聞きします。 

庄内地区の農業青年出会い交流事業負担金というのがあります。昨年も同額でありますけ

れども、これの事業内容を教えてください。 

それから、その下の、東北・北海道農業活性化フォーラムの負担金、それから全国農業担

い手サミットの負担金が今年は載っています。それに参加するという形で載せてあるのかと
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思いますけれども、その説明もお願いします。 

それから５２ページ、みどり環境推進事業の中の工事費があります。この内容をお知らせ

願いたいと思います。 

それから５７ページ、土木費の山形県土木単独工事地元負担金というのが昨年と同額あり

ますけれども、どこにどういう工事予定があるのか。 

それから６５ページ、教育費の７番、学力向上対策事業です。学力テストの結果を先日教

えていただきました。それの中で、小学校、中学校それぞれの大まかな話はお聞きしました

けれども、それを受けての２８年度、どのような形で事業展開しようとしているのかと、新

しい事業展開があるとすれば一緒に教えていただければありがたいというふうに思います。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤産業振興課長。 

○説明員（齋藤仁志産業振興課長） 産業振興課の関係では４点ほどございました。農業委員会

の件についても３点ございました。 

農業委員会の方で、東北・北海道農業活性化フォーラム負担金と全国農業担い手サミット

の負担金、この２点につきましては菅原農業委員会事務局長補佐が答弁申し上げます。 

それから、みどり環境推進事業、この工事内容ということでございました。これにつきま

しては齋藤農政係長よりご答弁申し上げます。 

一つ目の庄内地区農業青年出会い交流事業負担金、昨年度同額ということでございます。

こちらの方につきましては、酒田市と三川町と遊佐町の農業委員会の女性農業委員の方が声

をかけ合いながら、農家のおせっかいおばさんの会という会を作りまして、そこが主催して

いる婚活イベントでございます。昨年についても、酒田のベルナール酒田というところを会

場にしながら１１月に開催されまして、女性１５名、男性１５名の申し込みというようなこ

とでございますが、実施したということでございます。 

聞くところによれば、婚活事業、当人たちについても成功したというような自己評価をさ

れているようでございますし、引き続き２８年度についても開催するんだというようなお話

を伺いましたので、これに対しての負担金ということでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 菅原農業委員会事務局長補佐。 

○説明員（菅原洋輔農業委員会事務局長補佐） それでは私の方から、東北・北海道農業活性化

フォーラム、並びに全国農業担い手サミットについてご説明申し上げます。 

最初、東北・北海道農業活性化フォーラム、これにつきましては、農業委員会の委員を対

象とした研修になっているところでございます。昨年につきましては青森で実施したところ

でございますけれども、２８年度につきましては秋田市で実施する予定になっているところ

でございます。 

また、全国農業担い手サミット、これにつきましても、全国持ち回りで認定農業者の会議

を、認定農業者を中心とした研修会でございまして、本年度につきましては宮崎市を会場に

実施しましたが、２８年度につきましては岐阜県岐阜市を会場として実施するものでござい

ます。以上でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤農政係長。 
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○説明員（齋藤一哉農政係長） みどり環境推進事業の中の工事費の内容についてお答えしま

す。 

こちらにつきましては、横山小学校に設置してあります屋外ツリーベンチの整備工事と

なっております。撤去工事ということで、こちらの方に５万 5,000 円、設置工事ということ

で、こちらに４２万円ほど計上しております。 

通常ですと、木製のベンチですとかバリケード等を購入して各学校ごとに設置しているん

ですけれども、こちらの方は工事対応でないとできないということで、工事費の方に計上し

ております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 予算書５７ページの山形県土木単独工事地元負担金５

０万円について、これにつきましては、県が事業主体となって行う建設事業に対する市町村

の負担ということでございますけれども、これは箇所としては横内地内でございます。この

部分につきましては、平成２７年度におきまして、測量、測試、現地の調査を行ったところ

でございます。それで、２８年度にそれをもとにしまして工事を実施すると。事業費は大体

500 万を予定しているということで、その１割の５０万を三川町が負担する、そういう予定

でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 鈴木教育長。 

○説明員（鈴木孝純教育長） 学力向上について、学習会についてのご質問ですのでご説明申し

上げます。 

過去３年間、学習会を実施してまいりました。中学３年はやはり部活動、あとは後半の方

は塾に通うということで、最終的にはだんだん少なくなって数名足らずになってしまうとい

うことで、自分の勉強で忙しいということで、実は昨年、２７年度は、後半の方は中３はな

しにしました。その分、６年に繋がるということで５年の部を設けまして、５、６年を対象

に２７年度、実施してまいりましたけれども、２８年度の展開においては、ちょうど今の５

年生が６年生になるとき、学力的に基本、基礎が少し疎かになっている部分があるので、２

８年度は家庭学習で、家庭で自学自習できるような教材を用意しながらそれを確認する、そ

ういう教材を５年生、６年生ともに用意して、かつ、今までと同じような形で応用的なもの

あるいは探究型の課題も与えながら実施してまいりたいということで、２８年度は小学校５

年、６年を予定しております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） ９番 佐藤栄市委員。 

○９ 番（佐藤栄市委員） 最初に、庄内地区の青年交流、三川の人の参加状況を教えていただ

きたい。 

それから、活性化フォーラムやサミット、負担金ということで、考え方として、ただ出し

ているのか、それとも誰かを行かせて勉強させたいという意味で出していて、その参加派遣

の数字は見当たらないんですけれども、意義と、それから三川の農業に関しての勉強しても

らいたいという思いが、ただ負担金を出しているだけだと理解できないし、最初の質問で参

加予定はありますかという質問をしていますので、答弁がありませんでしたので、その点で
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お願いします。 

それから、みどり環境推進事業、すみません、横山小学校の何を直すか聞き漏らしました

のでもう一度お願いしたいというのと、それから工事費としては、３倍まではいかないけれ

ども、去年から見れば、撤去作業も入ってという話のようでしたけれども、以前、ソフト面

の活動もありました。そのソフト面の活動に関して私は大変意義があるというふうに評価を

していましたけれども、近年、それは出てきません。なぜ出てこないのか、説明願いたいと

思います。 

学力向上に関して、５年生からということで、すごいというか新しい考え方で、ぜひ続け

てもらいたいと。学力向上という形では、今度の６年生のお話をしてくれましたけれども、

学力の結果、一喜一憂するものではないというふうに捉えています。学年によっては飛び抜

けた子たちが多いときもありますし、平均的な子たちが揃っているというふうな年もありま

すので、そういう子どもたちに合った、きちんと見てそういう教育対応をしていただきたい

というふうに思いますので、それに対して何かあったらコメントいただきたいと思います。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤産業振興課長。 

○説明員（齋藤仁志産業振興課長） 最初に、東北・北海道農業活性化フォーラムですとか全国

農業担い手サミット、こういった多くの農業者が集まる機会に参加するという部分の意義で

ございますが、言うまでもなく、全国各地から、いろんな夢を持ち、前向きな考え方を持ち、

なお、悩みも持つ人たちが集まる中で、刺激を受けながら、また自らの進むべき農業に取り

組んでいくということの機会としては本当に貴重な機会かと思っています。 

北海道については、農業委員を中心に１１名ほど、それから全国農業担い手サミットにつ

いては３名ほどの参加になってございます。それぞれレポートもしくは発表の場をいただき

ながら、広く波及するような形で求めております。そういう状況でございます。 

それから、二つ目の婚活事業でございます。こちらの方、全体の参加者数というのはつか

めていないんですが、三川については男性２名、女性１名が参加したということで、全体と

しては４組がカップル成立したということの中で、三川については、うち２組が三川という

状況でございました。以上です。 

もう１点、みどり環境交付金事業の関係でございますが、これについては齋藤農政係長よ

りご答弁申し上げます。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤農政係長。 

○説明員（齋藤一哉農政係長） お答えします。みどり環境交付金を利用しまして設置するもの

なんですけれども、ツリーベンチとなっております。校庭内に設置されております固定のベ

ンチが腐食してきたということで、そちらの方を交換するような内容になっております。以

上です。 

○委員長（阿部善矢委員） もう一度お願いします。 

○説明員（齋藤一哉農政係長） 失礼しました。ソフト面につきましては、緑に関する普及啓発

などを目的としまして、里山歩き等の事業を予定しております。 

○委員長（阿部善矢委員） 鈴木教育長。 
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○説明員（鈴木孝純教育長） 佐藤委員からご指摘というのは、お話のとおり、学力テストに関

しては一喜一憂するものではないと。その学年その学年によっては学力差あるいは能力差が

あると思います。 

ただ、６年だけではなくて、三川の子どもたちも非常に素直ですので、特にこの学習会を

始めたのは、余裕のある上位を少し伸ばしてあげようというふうなことが一番の発端でした

けれども、少しでも頑張りたいという子も出てきました。 

ということで、子どもたちの実情に合わせながら対応していきたいというふうに思ってお

ります。 

要は、この学習会は学習習慣を確立する、中学に繋げる、そういうことを目的としており

まして、本当の学力向上というのは、こういう学習会ではなくて日常の授業とか学校を中心

にした、これが一番の要因ではないかというふうに思っております。 

ただ、補助的にも少しでもお手伝いして、そして伸びる子を伸ばしてあげたいというのが

学力向上、学習会の目的としております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 暫時休憩します。            （午前１１時５４分） 

○委員長（阿部善矢委員） 再開いたします。            （午後 １時００分） 

引き続き、質疑を行います。 

７番 小林茂吉委員。 

○７ 番（小林茂吉委員） 私の方から質問させていただきます。 

５２ページの農地費に係る農業基盤整備の促進事業費の負担金でございますが、この内容

について説明を求めたいというふうに思います。 

それから、５８ページの３目の橋梁維持費ですが、橋梁の事業費の負担金と長寿命化対策

の事業等、この二つについて伺いたいというふうに思います。この内容について伺いたいと

思います。 

それから、６３ページの山形県防災行政通信ネットワークの再整備事業が計画されており

ますが、この負担となる内容、根拠といいますか、負担金の一部、詳しく説明を求めたいと

思います。 

それから、６７ページの小学校教育振興費、また、その下の小学校の教育機器の整備事業

がございますが、使用料及び賃借料、この部分について、どういう内容ですか。説明を求め

たいと思います。 

それから、次の質問は６９ページになりますが、中学校教育振興費の消耗品、だいぶ額が

増えておりますが、この消耗品について説明を求めたいと思います。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤産業振興課長。 

○説明員（齋藤仁志産業振興課長） 農地費に係る各種負担金ということでございますが、数多

くございますが、それをすべて説明ということでございますか。 

○７ 番（小林茂吉委員） 農業基盤整備だけにしてください。750万を説明してください。 

○説明員（齋藤仁志産業振興課長） 農業基盤整備促進事業費負担金でございます。こちらの事

業につきましては、昨年、土地開発公社がかかわる部分で、落合地区の造成地にパイプかん
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がい用水が埋設してありまして、それを移設するというようなことで取り組む事業でござい

ます。本年度２７年度に実施設計を終えまして、２８年度に事業にとりかかるということで

ございます。 

これについては赤川土地改良区の方で事業を行いますが、改良区の方で国の補助事業を活

用しながら取り組むということで、国・県の補助割合に対して地元負担金の４６％が出てま

いります。これが町がお支払いするという形で進めているものです。２８年度については

1,600 万円の４６％、これは大まかですが、この額の 750 万円を事業費として計上したもの

でございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 予算書５８ページの真ん中にあります橋梁維持費の関

係でございます。この中で２点のご質問でございます。 

一つが橋梁維持費の関係、これにつきましては、ここに橋梁改修事業費負担金 950 万とい

うふうに記載がございますけれども、これにつきましては、東沼から西沼にかかる橋、勇橋

でございます。鶴岡市で所有するものでございますけれども、負担につきましては三川町と

鶴岡、折半するというようなことで、事業費が 1,900万予定されております。その半分の950

万を本町が負担する、そういうものでございます。 

それから二つ目、橋梁長寿命化対策事業、これにつきましては、平成２７年度におきまし

て、橋梁点検等の調査業務を行ったところでございます。また、今年度の９月議会におきま

しては、点検の仕方がさらに詳しいものということのマニュアルが変更になりまして、さら

に追加の補正をしたという経過がございます。 

こういった調査の結果をもとにしまして、２８年度におきましては、善阿弥青山線にかか

ります青山橋が対象となります。この青山橋の調査設計業務委託料ということで 200万、そ

れから長寿命化の工事ということで、ここに記載のとおり 2,300 万計上させていただいてい

るところでございます。以上でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） 山形県防災行政通信ネットワーク再整備事業負担金に関する

ご質問でございますが、現在使用しておりますネットワークにつきましては老朽化が進んで

いるところでございまして、今回、再整備するものでございます。この内容等につきまして

は菅原危機管理係長よりご説明申し上げます。 

○委員長（阿部善矢委員） 菅原危機管理係長。 

○説明員（菅原 勲危機管理係長） 県の防災行政通信ネットワークにつきましては、県庁の統

制局を中心に四つの無線局を介して県の総合支庁、出先機関、それから市町村、消防本部等

と情報を共有するというようなシステムになっております。 

具体的には、県からの一斉指令の受信、災害発生時の情報の収集、それから町で起きた災

害の報告といったようなものをデータでやりとりするということになります。 

具体的な工事としましては、先程も申し上げましたが、一斉受令のための端末、プリンター、

それから４３型の大型モニター、1.8 ｍのアンテナの設置等になりますが、その費用につい
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ては、県が行う工事でありますが、費用を１／２ずつ折半する形になっております。以上で

す。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間教育課長。 

○説明員（本間 明教育課長） １点目の６７ページ、小学校教育振興費・教育機器等整備事業

の使用料及び賃借料でございますが、これにつきましては、３小学校の児童用のパソコン教

室のパソコン、そして職員用のパソコン、これらのリース料が主なものとなっております。 

２点目の６９ページ、中学校教育振興費、消耗品費の増の理由でございますが、これにつ

きましては先程渋谷学校教育係長が説明した内容と関係ありますが、中学校の教科書の採択

替えによりまして、先程準教材の説明もいたしましたが、こちらの消耗品については、教師

用の指導書の購入になります。この関係で、昨年度よりも大幅増額したものでございます。

以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） ７番 小林茂吉委員。 

○７ 番（小林茂吉委員） まず、落合工業団地内の移設の工事の件ですが、これについては町

負担が４６％ということで、ほぼ半分近い負担になりますけれども、その負担率についての

経過といいますか、そうした話し合いの中で何か問題点また話題となったことがあるとすれ

ばお知らせをいただきたいというふうに思います。 

そしてまた、この工事にかかわる非常に難題といいますか、そうした解決すべきことはな

かったのか、そうしたことがあるとすればお知らせをいただきたいというふうに思います。 

それから橋梁の部分ですが、橋梁につきましては、本町の場合はボックスカルバートを含

めますと 100 を超えるほど財産として残っておるわけでありますが、この橋梁については、

道路の路面の性状調査と違って非常に難しい点検が要される、そうしたこともございます。

町が掲げる長寿命化計画、それから修繕計画と照らし合わせまして、こういった事業の進捗

度は今どのように捉えているのか、その辺をお聞きしたいというふうに思います。 

それから、防災行政無線の件ですが、この更新また再整備にかかわる業者といいますか、

そうしたものの入札、また、それらにつきましては県から指定される業者になるのか、それ

とも県下一本で入札が行われていくのか、その辺のことをお聞きしたいというふうに思いま

す。 

それから、小学校のパソコンの件ですが、教職員も含めましてのパソコンですが、これは

機器が増えたという捉え方でよろしいのか、それとも、更新費用といいますかリース料が上

がったというふうな捉え方でいいのか、その辺をもう少し詳しく説明を求めたいと思います。

よろしくお願いします。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤産業振興課長。 

○説明員（齋藤仁志産業振興課長） 落合地区のパイプかんがいの用水移設工事にかかわる件

ですが、補助事業については、赤川土地改良区で有利な事業がないかということで探してい

ただきました。実際にその結果提示された事業というのが今向かう事業なんですが、事業名

は、すみません、今はつかんでおりませんが、補助率が、国が５０％、県が４％で、あと地

元が４６％で、その部分が町という形での補助事業になります。 
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いろいろな経過がございまして、町でもお願いするというような立場もございました。そ

の中で、土地改良区の方ではいろんな形で時間を割いていただいて、補助事業等を探してい

ただきましたので、そういった面では、調整を図ったうえでの事業になったと思います。 

それから、工事推進のうえでの難題、課題等は出てこなかったかということでございまし

た。今現在、私のところではそういった、ここは難しい、無理だという部分についてはあり

ませんが、届いておりませんが、経過の中では、県道をまたぐ工事等々、いろんなルートを

検証しました。場合によっては工事費がかさむというような状況がございましたが、現ルー

トについては一番最善のルートだということでの設定と理解しております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 橋梁の長寿命化ということで、進捗度というご質問でご

ざいますけれども、平成２５年度から長寿命化の計画に従って橋梁等の改修を行ってきたと

ころでございます。 

ただ、改修を行った６件につきましてはボックスカルバートを入れたというようなことで、

橋の長さが２ｍ以内に変更になりまして、それは橋にカウントしない、そのような形になっ

てございます。 

今年もこの長寿命化の計画についてはさらに内容を見直しまして、今後計画的に進めてま

いりたい、そういうふうに思います。 

○委員長（阿部善矢委員） 石川総務課長。 

○説明員（石川 稔総務課長） ご質問の山形県防災行政通信ネットワークの再整備の事業に

つきましては、事業主体は県でありまして、県において入札執行を行い、県下同一業者がこ

の工事を執行することとなっております。町はその経費に対する負担ということで、かかる

経費の１／２を負担金として支出することとしているところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間教育課長。 

○説明員（本間 明教育課長） ６７ページの使用料及び賃借料の増理由ということでござい

ましたけれども、パソコンの機器に関しましては基本的には５年リースにしておりますが、

ただ、財政的な事情もございますし、特に児童のパソコンについては使用頻度もそう多くな

いものですから、もう２年間、再リースをしていただいております。その関係で、残り再リー

スの期間については賃借料が安くなっている状況にあります。その分が、２８年度、横山小

学校になりますけれども、更新年度にあたりますので、増理由の一つとなっております。 

もう１点は、その横山小学校のリース更新に合わせまして、先程学力向上とＩＣＴの問題

が出されたこともございますけれども、今のタブレットについての活用方法を教育現場では

いろいろ探っている状況にあります。 

この横山小学校の更新に合わせて、そういった教育現場での活用方法がないものかどうか

の検討も含めた予算計上となっております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） ７番 小林茂吉委員。 

○７ 番（小林茂吉委員） 橋梁の整備につきまして、鶴岡市とまたがる橋、三川町に三つほど

ありますけれども、今後のこうした整備におきまして、いわゆる折半の話が出ました。管理
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主体は、三川町が持つべきものと鶴岡市が主体となっているものとそれぞれ分けられており

ますが、いつもこうした形で隣接する市や町とかかわっている、かかる橋についての工事の

受け持つ割合というのは、そういう、基本的には折半という形でこれからも進むのかどうか。 

それから、小学校のこういった教育機器の整備につきまして、今課長の方からタブレット

の話も出ましたけれども、こうしたタブレットを導入する、それを教育機器として使うとい

うふうな場合には、もしそうした事態が発生する場合には、事前に模擬授業といいますか、

そうしたことも計画の中にこれから入れるべきと思いますが、これからの新しい機器を導入

する基本的な考えを伺えればありがたいです。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 鶴岡市と協議している橋につきましては４橋ございま

す。４橋のうち２橋が三川町所有、あと２橋が鶴岡市所有というようなことで、協定書を交

わしまして、協定書の中では、どちらが所有しているかという確認と電気料の負担のあり方、

それから維持管理の負担のあり方、工事の費用のあり方、工事費用の支払いのあり方という

ようなことで、工事費用につきましては、細部についてはその都度協議するものとする、工

事費用の支払いについては工事完成後、お互いの請求により速やかに払い込むものとすると

いうことでございますけれども、これまでの経過からしますと、折半というようなことで協

議をして支払いをしている、そういう状況でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 本間教育課長。 

○説明員（本間 明教育課長） これまでもＩＣＴ機器の導入に関しましては、例えば電子黒板

の導入をする際にあたりましても、一度に導入するのではなく、モデル的な形で導入をいた

しました。そうしてきたのも、教育現場が新たな機器を使いこなすためにはやはり時間がか

かる、あるいは効果がどのように見込めるのかという問題がございますので、そういった導

入事例を行ってまいりました。 

今回のタブレットに関しましても同様に、教育現場がこれまで使っていないＩＣＴ機器、

ツールの活用になりますので、三川町教育研究所での研修、あるいは学校現場での教師間の

研修を通して、どの程度の導入をしていけばいいのか探りながら予算執行していきたいと

思っております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 進行にご協力をお願いします。 

○委員長（阿部善矢委員） 以上で、第三審査区分の審査を終了します。 

○委員長（阿部善矢委員） 次に、第四審査区分の審査を行います。 

第四審査区分として、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会

計、農業集落排水事業特別会計、下水道事業特別会計について審査を行います。 

質疑を許します。 

３番 佐藤正治委員。 

○３ 番（佐藤正治委員） 自分からは２点質問します。 

１点目は、農業集落排水のことです。成田新田が最初に実施され、最後に門前まで何ヵ所

かありますが、年数が経って、耐用年数とか、どのぐらいの年数が今のもので使えるのか、
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まずその辺をお聞かせ願います。 

もう一つは、下水道工事の関係であります。この事業では、未加入の方々がかなりいると

いうことを聞いていますが、現在どのぐらいの数で、何％ぐらいがそういう状況になってい

るのかお知らせください。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） ２点ご質問がございました。 

１点目の農集排の関係につきましては、ご質問のとおり、予算説明書の７１ページにもご

ざいますけれども、平成４年度に成田新田以降ずっと来まして、平成１０年度には尾花・東

沼・すみよし、それから門前地区が平成１１年度というようなことで、これまでそういう経

過をたどっているところでございます。 

耐用年数につきましては、私は現時点におきまして把握いたしておりませんが、今後の構

想としては、将来構想になりますけれども、例えば成田と猪子については平成３７年度以降

になるかと思いますが、下水道に接続するとかそういったことで、費用対効果の面からその

ような構想もございます。 

それから、下水道の関係でございますけれども、下水道の関係につきましては、下水道の

管路については５０年ぐらいもつのではないかという考え方もあるようでございます。 

未加入者はどのぐらいかというお話でしたが、手元にございませんのでお答えできません

けれども、いずれにしましても、生活排水基本構想を平成２７年度策定しておりますので、

これから平成２８年度から１０ヵ年の計画となっておりますので、そうした中で詳しく今後

の維持管理等、今後のあり方についてはそういう中で捉えていきたいというふうに考えてお

ります。 

○委員長（阿部善矢委員） ３番 佐藤正治委員。 

○３ 番（佐藤正治委員） この農業集落排水は、自分の集落でも、当初から、将来は最上川の

下流の広域下水に繋ぐんだという話の中から出発したと思っています。そして、あまり地域

のことばかり言って悪いんですが、当集落の今ある処理場は、当初は田んぼといえばいいか、

かなり離れたところにあったんですけれども、今現在は近辺に住宅とか医者もいますし、か

なり人口とか住宅があるところの中になってしまって、いくら香りがしないといっても、あ

そこに管理上自分たちも行くんですけれども、異臭が少しはあります。 

将来に向けて、今お話がありましたとおり、３７年頃にはということでありますが、おば

こ大橋には圧送の管があそこに、下水のものが流せるような設備も整っているというものも

聞きましたので、なるべく早い時点で、チャンスがあったら、いい助成金等があったらそう

いう方向にお願いしたいものだと思いますが、どうでしょうか。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 先程３７年度ということではなくて、３７年度以降とい

うことでございます。 

おばこ大橋にそういった設備があるということは私も聞いておりますので、そういった条

件も併せながらこれから対応を考えていきたいというふうに思います。 
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○委員長（阿部善矢委員） ６番 町野昌弘委員。 

○６ 番（町野昌弘委員） 私の方から２点伺いたいと思います。 

まず初めに、国民健康保険特別会計の、ページでは 107 ページの貸付金で、高額療養費等

貸付金ということになっているようでした。説明書の方では高額療養と出産費に貸し付けす

るというふうなことでありました。 

決算を見てみますと、平成２６年度は実際ございませんでした。予算の方も、平成２６年

は８０万をみていたのが、平成２７年３０万、今年も３０万ということで、貸付希望者がな

ければ当然いらないわけですので、それはいいんですけれども、３０万みたというのはどう

いうときに借りるかというので、どんな想定をして予算化したのか教えてください。 

それから次は、農業集落排水事業特別会計で、ページは 142ページです。それの使用料と

いうことで、次年度は 3,831 万円というふうな予定を立てているようです。平成２７年、今

年度から比べると 2.9％くらい下がっている。料金の方の改定は平成２６年、２７年に行っ

ておるので、下がる料金、使用料が低くなる根拠というか、多少空き家とかも増えてはきて

いるんですけれども、そんなには下がらないのではないかというふうに思うんですが、この

辺、下げる根拠となった算定の基準を教えてください。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長） 国民健康保険の高額療養費貸付金でございますけれども、現

在は限度額認定証ということで、入院等におきまして高額になりそうな場合、限度額認定証

を交付することによりまして、高額部分について直に現物給付を受けることができます。そ

ういったことから、近年は貸付というのがなかなか発生しないところでございます。 

ただ、限度額認定を申請しないでしまった場合とか、あと、転院によりまして月２ヵ所の

医療機関になったりしますと、限度額認定を交付したとしても、それぞれの医療機関で限度

額を適用する関係から、自己負担が一旦多くなる場合がございます。そういった場合のため

の貸付金ということで準備しているものでございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 142 ページの農集排の使用料、現年、それから過年度、

あるわけでございますけれども、これまでの経過を見ますと、平成２６年の４月１日では消

費税が５％から８％に上がったと。それから２７年の４月１日からは料金改定があった、使

用料改定があったということでございますけれども、この 115 万ほどの対前年の当初に比べ

ての減額につきましては、いわゆる平成２７年度の当初の見込みを大きく見積もったという

のが現実でございます。 

そういったところの比較で115万円ほどの減、そういう状況でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） ５番 田中 晃委員。 

○５ 番（田中 晃委員） 私の方からは、まず介護保険の方で２点お聞きします。それと、後

で後期高齢者医療保険を１点お聞きします。 

最初に、予算説明書の方の７０ページです。地域支援事業費が、平成２７年度予算では

2,159万 7,000円から、２８年度は2,656万円ということで、497万円ほど増額となっていま
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す。この内容を詳しく教えてください。 

それから２点目ですが、６９ページです。特定入所者介護サービス等費ということで、補

足給付のことですね。これは前年度が909万6,000円となっていて、２８年度では712万7,000

円ということで、193 万 2,000 円が減額となったこの要因はどういうふうに見込んでいるの

かということを教えてください。 

それと３点目ですが、ページ数がちょっと分かりません。後期高齢者医療広域連合納付金

のことなんですが、平成２７年のときは納付者が 1,402 人で、それで 7,086 万 4,000 円だっ

たのに対して、平成２８年度では納付者が 1,365 人に対して、そして納付が 7,278 万 6,000

円と見込んでいますが、納付者が３７人減っているのに、逆に総額 192 万 2,000 円増で見込

んでいるのはどうしてなのか。もしかしたらこの間値上がりがあったのか、そこを確認した

いです。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） まず１点目の地域支援事業につきましての予算額の増額

についてでございますが、今回の制度改正によりまして、地域の中においての生活支援サー

ビスの提供体制を整えること、併せて、認知症対策ということでの認知症総合支援事業、こ

の点等の改正によりまして、それぞれ委託料、それから負担金等を増額したという状況でご

ざいます。特に大きなものといたしましては、総合相談事業の円滑化負担金ということで、

420万の予算を新たに計上したという状況にございます。 

２点目のご質問の、特定入所者介護サービス等の費用の数字の変動につきましての詳細は、

鈴木介護支援係長から答弁いたさせます。 

○委員長（阿部善矢委員） 鈴木介護支援係長。 

○説明員（鈴木 亨介護支援係長） では、補足給付の減少理由について、私の方からご説明を

申し上げます。 

特定入所者介護サービス等費補足給付、つまり、施設利用の際の食費及び居住費の負担に

ついて、それぞれの所得段階等に応じた保険給付をさせていただいておりますけれども、こ

ちらにつきましては、介護保険事業計画の策定の際に、本町における施設サービスの利用傾

向をすべて把握しておりまして、その試算をもとにこちらを計上させていただいております。

ですので、若干の減少にはなっておりますが、本町における所得段階ですとか施設サービス

利用の状況、こちらの傾向、その影響を加味した内容になっております。以上でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長）  予算書 116 ページの後期高齢者医療広域連合納付金のうちの

保険料等負担金にかかわる部分かと思われます。 

後期高齢者医療保険料につきましては、山形県後期高齢者医療広域連合におきまして、２

年に一度保険料の見直しをすることとなっております。医療費の状況等から推計いたしまし

て、平成２８年度、２９年度の保険料率をこのたび改定しておりまして、保険料率のうち、

均等割額、これまで３万 9,500 円だったのが４万 1,700 円に、所得割率 7.84％だったのが

8.58％に引き上げになることとなっております。これによりまして、今回の納付額を推定し
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ております。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 質疑ありませんか。 

８番 梅津 博委員。 

○８ 番（梅津 博委員） まず、国保の国民健康保険特別会計の方です。 

予算書の９９ページ、９款の繰入金ということで、国保の給付基金から繰り入れが始まっ

ておりますけれども、今まではこういう事態はなかったのかなと。 

それで、県の一本化での運営に向けた動きというものが、こういった基金の積み立て分に

どういった影響が出てくるのか。三川町においては、基金残高として２６年度 7,800 万ほど

ありますけれども、こういったものが将来どうなっていくのか、そんなところも含めて答弁

願いたいと思います。 

それから、集落排水と下水道の特別会計です。先程もありましたけれども、142 ページ、

使用料という部分で、前年度から減額計上と。実績を勘案してということだと思いますが、

下水道料金の改定があって、広域下水道もそうですけれども、運営的には使用料の増収、そ

れから一般会計からの繰り入れの減額ということで２７年度は動いたわけですが、この傾向

から、要するに使用料が全体から見れば減りながら、一般会計からの繰入金がまた増えてい

くというような流れになりつつあるのかどうか、その辺、見解をお願いします。 

前回８％ほどの値上げをしたということで、これがまた即料金改定というふうなことにな

るとすれば非常に問題もあろうかと思います。１年経過した中で、なかなか先は見通せない

かもしれませんけれども、そういった料金と全体の経営の内容について、現時点で見解を伺

いたいと思います。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長） 基金繰り入れに関するご質問でございました。平成３０年度

から県一本化ということで、今現在進んでいるところですけれども、この基金につきまして

は、まず、県一本化になりましても必要だろうということで見込んでおります。 

平成２８年度、2,000 万の取り崩しということでみたところですけれども、平成２７年度

におきまして、前年度の所得の減等から、先の補正におきましても 1,000 万からの減額補正

をさせていただいております。また、今回の当初予算につきましても、前年度と比較して相

当額減額になっているところです。 

この国保の加入者につきましては、なかなか所得水準が低いということも加えまして、保

険税の負担感があるということも認識をしております。そういったことから、大幅な税率の

引き上げというのがなかなか見込めないことから、平成２８年度、基金からの繰り入れとい

うことで計画させていただきました。 

なお、一応２９年度までの予算のシミュレーションをしているところですけれども、まず

平成２９年度については今のところは繰り入れはしなくても大丈夫だろうということでみ

ております。これによりまして、現在 7,800 万ですので、2,000 万取り崩して、そのままで

３０年度を迎えられればという思いでいるところでございます。以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 
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○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 先程、一般会計からの繰り入れと、それから下水、農集

排の特別会計における使用料との相関関係というご質問でございました。 

基準内繰り入れにつきましては、３０年度が繰り入れのピークになってございます。これ

が下水道事業。それから農集排の方については、繰り入れが減少傾向にあるようでございま

す。 

あと、使用料につきましても増加の傾向にございますけれども、５年ごとに見直しを行う

ということで捉えておりますので、今後も健全化に向けた取り組みを進めてまいりたいと思

います。 

それから、先程佐藤正治委員に対する答弁、償却年数であるとか、今分かりましたので答

弁させていただいてよろしいですか。 

○委員長（阿部善矢委員） はい、お願いします。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） それでは、先程佐藤正治委員の方から、一つが処理場の

耐用年数、これにつきましては３５年でございます。それから、管渠、管につきましては８

５年。マンホール関係については５０年でございます。 

それから、未加入者でございますけれども、農集排の方の未加入については全体で９戸で

ございます。逆に言うと、加入の率からしますと98.9％でございます。それから下水道の方

につきましては、加入率が86.6％、未加入が207というふうになっております。これにつき

ましては、未加入者につきましては戸別の啓発を進めているところでございますし、また、

啓発を進める中で、住宅リフォームの補助金の事業、この活用をされたらいかがですかとい

うような、そういった働きかけもしているところでございます。以上でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） ８番 梅津 博委員。 

○８ 番（梅津 博委員） 国保に関してもう少し聞きますけれども、県一本化に向けた動きの

中で、先程この基金に関しては町単独で、将来も残すという話がありました。２８年度で

2,000 万、それから２９年度はこの基金からの繰り入れはなくてもいいというようなシミュ

レーションもやっているということですけれども、県一本化になった際には、当然保険税は

県一本でやられるだろうと思います。 

町民からの保険税ということで集められたものが県に直接行くということになろうと思

いますし、基金残高の使い道というのはどこに出てくるのかというふうに一瞬考えましたの

で、その辺、具体的な想定されるものがあるとすれば教えていただきたいと思います。 

何らかの形で被保険者に対してダイレクトに行かないようにする場面が出てくるとすれ

ば、そういった基金というものを活用できる場面は当然出てくるわけでございますけれども、

出ないとすれば何に活用するのか、その辺を教えていただきたい。 

それから、下水道関係ですけれども、今ありましたとおり、５年に一度の見直しというこ

とがあるようですので、そういった中でまた検討するべきと思います。 

年々、使用機器の節水型の普及ということで、あるいは節水というものを心がける意識的

なものも含めまして、使用料が減るという傾向にはあるようですので、そういった点を踏ま

えながら検討を続けていくべきと思います。この件は答弁はいりません。 
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国保について、もう一回お願いします。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長） ３０年度からの国保ですけれども、保険料につきましては、

県の方から納付金という形で求められます。それに対しまして、町では特定健診等の保健事

業があるわけですが、そういった部分を含めて、またさらに、三川町の収納率の状況により

まして、実質は町単独での税率となります。 

そういったことから、納付金は確保しなければならないわけですけれども、不足が生じた

場合等々にありましてはこの基金を活用していくということになろうかと思います。 

○委員長（阿部善矢委員） ２番 志田德久委員。 

○２ 番（志田德久委員） 介護保険について伺います。 

133 ページのふれあい弁当業務委託でありますが、これは社会福祉協議会に委託して弁当

を高齢者に配布している事業と思われますけれども、今回上がっておりますので、対象者が

増えたのか、それとも弁当の単価が、材料費が上がったのか、伺いたいと思います。 

同じく 133ページの在宅医療であります。今回 100 万ほど増えていますけれども、その点

を伺いますし、同じ 133ページで、生活支援サービスの方が職員の分出て、逆に認知症の方

から、職員の支給がないということですので、これは担当の入れ替えか、職員の配置の関係

なのか、伺います。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） それでは、１点目の配食サービスの事業委託の計画内容に

つきましては担当の齋藤地域包括支援センター主査より答弁いたさせます。 

私の方からは、２点目の質問の在宅医療・介護連携推進事業についての状況等を説明させ

ていただきます。 

昨日の４款の審査の際にも少し触れた項目でございますが、これまで南庄内緩和ケア推進

事業の負担金と併せて、この在宅医療・介護連携推進事業につきましては、鶴岡地区医師会

並びに荘内病院に業務を委託するという関係になってございました。 

今般、在宅医療・介護連携に一層の力点を置くという調整が図られまして、南庄内緩和ケ

ア推進事業の負担金を減額、一方では、ご質問にありました連携推進事業費につきまして、

増額したうえでの業務、事業の展開をお願いするという経緯に至っているものでございます。 

続く生活支援サービス整備事業と、それから認知症総合支援事業の予算の編成状況につい

ての説明でありますが、まずは、新たに今回、生活支援サービス事業に対しまして、地域支

え合い推進員、いわゆる生活支援コーディネーター、専門の職員として、臨時ではございま

すけれども１名雇用したうえで、生活支援サービスの体制の整備を図っていきたいという考

え方におります。 

昨年度は、認知症総合支援事業に認知症地域支援推進員の臨時雇用賃金を計上いたしたと

ころでございますが、今般、認知症地域支援推進員の活動と併せて、認知症初期集中支援チー

ムの業務につきまして、町内の医療機関と今現在業務委託という形で調整を図っているとこ

ろでございます。 
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したがいまして、実質的には認知症総合支援事業から１名分の臨時賃金が今回削減するこ

とができたというような状況で、今現在、事業の推進について調整を図っているという状況

でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 齋藤地域包括支援センター主査。 

○説明員（齋藤昌子地域包括支援センター主査） ふれあい弁当の増額分についてご答弁申し上

げます。 

ふれあい弁当につきましては、日常生活における負担の緩和と食生活における健康管理及

び安否の確認等ということを目的としまして、社会福祉協議会の方に委託しまして、月２回

配食をしておるものでございます。 

ただ、やはり月２回ではどうしても不足だろうという方もいらっしゃるものですから、今

年度新たになの花荘に委託しまして、同額の金額の負担で委託するものでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） ２番 志田德久委員。 

○２ 番（志田德久委員） 今、ふれあい弁当の委託をなの花荘にもということでしたけれど

も、今まで、従来ボランティアが作ってやっていたわけですが、この場合、なの花荘の委託

の場合、今までなら夏分、市販の弁当を購入して配布していたのではないかと記憶しており

ますが、なの花荘に委託により、市販の購入の弁当の配布はなくなったのか伺います。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） 今のご質問の趣旨につきましては、従来、社会福祉協議会

に業務委託という形で、なおかつ調理につきましてはボランティアの皆さんからのご協力と

いうことでございましたので、夏場等の食品衛生上、危険が高まる時期、要は事故発生を防

ぐという観点から、調理ではなくて仕出しの弁当というような対応を行っていた経過がござ

います。 

その基本的な考え方については２８年度も踏襲する予定ではございますが、また新たにな

の花荘からの協力も得られるというような状況もございますので、従来の対応方法につきま

しては今後調整を図って、事故のないように留意してまいりたいというふうに考えておりま

す。 

○委員長（阿部善矢委員） 暫時休憩します。            （午後 １時５８分） 

○委員長（阿部善矢委員） 再開いたします。            （午後 ２時２０分） 

引き続き、質疑を行います。 

９番 佐藤栄市委員。 

○９ 番（佐藤栄市委員） 最初に、介護保険で伺います。 

133 ページの任意事業費の中に、成年後見制度の支援事業扶助費があります。５万円です

けれども、これの説明をお願いいたしたいと思います。 

それから、農業集落排水と下水道会計、どちらも一緒で結構ですけれども、この特別会計

は、基本的にはそれぞれの会計で賄うという形が本来の形だというふうに私も理解していま

すが、今、町からの繰り入れがないと、単純に使用料が３倍にならないと間に合わないとい

うような形になっているようです。 
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それでは町民の負担が多いということで、以前から起債部分は町で補充しますよという考

え方ですというふうに説明をいただいて、そういう理解をしていますけれども、改めて、町

からの繰入金の考え方をお伺いしたいと思います。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） ご質問の成年後見制度利用支援事業扶助費という内容に

つきましてですが、いわゆる認知症の重篤な方々で、個人、直接判断能力を喪失してしまっ

たというような方に対しまして、成年後見制度を活用したい旨の申し出を裁判所等に申請す

る際に必要な経費が伴うと。今現在の制度では、本人に代わって市町村長が代行での申請手

続を行うことができるということで、扶助費という表現になっております。 

当然、５万円でその手続が進められるわけではございませんが、その一部を当座の間、予

算化しているという状況でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 農集排、下水道、両特会にかかわります一般会計からの

繰入金に対する考え方のご質問でございました。 

ご質問にありましたとおり、国の指導もあるわけでございますけれども、公営企業はその

事業経営において独立採算制が義務付けられているものの、一部、一般行政的な性格を持つ

事業などについては、料金によってその費用を賄うことが適当でないことから、一般会計に

おいて負担することとされていると。 

そのようなことから、基準内繰り出し、それから基準外繰り出しという形があるわけでご

ざいますけれども、基準内繰り出しについては、公債費のうち一般会計で負担すべきもの、

例えば下水道事業債特例措置分等の償還に要する経費、二つ目として、維持管理費のうち一

般会計で負担すべきもの、例えば雨水処理に係る部分の維持管理費、下水の水質規制や水洗

便所改善等に係る事務経費が基準内繰り出しというようなことで、交付税措置の対象になっ

ているところでございます。 

基準外繰り出しについては、政策的に一般会計で負担することを町として決定しているも

の、それから歳入不足、補てん目的のものと。これは交付税措置にならないわけであります

けれども、ただ、本町の特別会計を見ますと、まず外部発注、例えば維持管理であるとか料

金の徴収こういったものは外部にお願いしているというようなことで、自前のものはあまり

ございません。 

それで、本町の規模からしても、下水道事業あるいは農集排の規模からしても小さいとい

うようなことで、集落が点在していて人口密度も低い、そういった状況からしますと、基準

外繰り出しをゼロにするのは極めて難しいだろうというふうに解釈しております。 

今後とも、先程も申し上げましたが、５年のスパンで使用料等の料金改定を行っておりま

すけれども、ここについても、そういった料金改定を行いながら健全化に努めてまいりたい

というふうに思います。 

ご質問にありましたとおり、特別会計の繰入金、一般会計からの繰入金がないというよう

な状況になりますと、またはそういう状況、または低い状態でありますと、急激な利用者負
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担の増加を招くというようなこともございますので、基準外繰り出しを圧縮するように経営

努力をしながら、健全財政にも努めていきたいというように考えております。 

○委員長（阿部善矢委員） ９番 佐藤栄市委員。 

○９ 番（佐藤栄市委員） 成年後見制度については、毎年予算的には見ていますけれども、あ

れは実際に後見制度を行おうとすると、とんでもない、簡単に一般の人ができるようなもの

ではないというふうに理解していますが、実際に三川では今どのくらいの人たちが後見制度

という、町のお金を使ってでなくてもいいので、どのくらいいるのかお伺いしたい。 

それから、下水道に関しては、町で住民の負担を軽減するということで、その基本的な考

え方でずっとやってきています。町からの負担も軽減するという形の中で、平準化債に切り

替えているというふうに捉えていますけれども、それでいいのかどうか、確認したいと思い

ます。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） お見込みのとおり、裁判所に対しましての成年後見制度の

申請に伴います事務手続に関しましては、非常に煩雑であり、なおかつある程度の時間、通

常３ヵ月から６ヵ月という時間を要して、しかるべき相続人等の捜索を行いながら進められ

るという制度でございます。 

ご質問の中にありました、本町の町民の方でこの制度を利用されている方については、極

めて個人的な情報でもございますので、私どもにもその情報は寄せられておらないところで

すので、人数の把握はできておらない状況でございます。 

実際にこういったいわゆる支援が必要な方々に対しての支援策といたしましては、成年後

見制度に代わる一つの救済策としまして、やむを得ずしかるべき措置が必要な方に対しての

特別対応というような形での支援策は講じておるところでございまして、本人に代わって、

資産の保全、これは社会福祉協議会の資産管理サービスを活用しての預貯金の資金管理、そ

して一方で、福祉施設等への入所手続につきまして、私どもで本人からの委任を受けるよう

な形で代行申請を行うというような手続をとっております。 

なお、その後、相続人としかるべきご家族の方が確定した段階で、私どもの権限からご家

族の方にすべて委譲するというような対応もとっているところでございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） ご質問のように、利率の高いものにつきましては借換債

というようなことですでに行っているところでございますし、また、起債等の元利償還金の

部分の平準化を図るというようなことで、資本費平準化債、こういった活用もしているとこ

ろでございます。 

下水道、公共施設の耐用年数、減価償却の期間を見ながら、後年度と償還の平準化を図っ

てまいります。今後も経営の健全化のため、資本費平準化債、発行可能額はあるわけでござ

いますけれども、こういったもの等、民間金融機関、政府資金等を活用してまいりたいと考

えております。 

○委員長（阿部善矢委員） 質疑ありませんか。 
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７番 小林茂吉委員。 

○７ 番（小林茂吉委員） 国保会計から伺います。一通り予算書を見ますと、国や県から入っ

てくる財政調整基金等も非常に目減りしている。それは、裏を返せば、非常に医療費を抑制

して、保険税を大幅に上回る医療費が発生しているというような状況ではないというふうに

理解されるところであります。 

そしてまた、地方公営企業法の適用を受けている会計ではございませんので、特別、一般

会計からの繰り入れとか、それから、先程出ましたいわゆる基金の繰り入れ等々をやりなが

ら、私は堅調にこうして運営されている会計ではないのかなというふうに評価しているとこ

ろであります。 

今回、昨年から比較しますと7,200万ほど国や県からくる財調が減っておりますけれども、

２８年度予測されております国から来る調整交付金、普通調整交付金、区分すれば医療分と

か後期高齢者分とか、それから介護分とか、こう分かれるわけですが、ここの内訳について、

少し分かる情報があれば教えていただきたいというふうに思います。 

それから、介護保険につきましても、６期の介護保険事業計画等々を比較しますと、順調

に計画どおりの予算編成になっているなというふうに感じとったところであります。一部突

出しているのは、地域支援事業が少し突出している。先程も課長の方から少し触れられて出

ましたが、いわゆる総合相談事業費、これが 420万ほど出ております。この相談支援事業の

中身について、少し説明を求めたいというふうに思います。 

それから、下水道関係の公債費の関係で、先程、今も少し出たようでありますが、借換債

の国としての発行計画等々、そうした情報は今お持ちなのか、もし分かればお知らせいただ

きたいというふうに思います。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐町民課長。 

○説明員（五十嵐礼子町民課長） 調整交付金、普通調整交付金ですけれども、こちらについて

は、市町村間の財政力の不均衡、医療費と所得水準になりますが、そういった部分を調整す

るために交付されているものでございます。その内訳につきましては五十嵐国保係長よりお

答え申し上げます。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐国保係長。 

○説明員（五十嵐まなみ国保係長） 私の方から、財政調整交付金の内訳についてご答弁申し上

げます。 

普通調整交付金の医療給付費なんですけれども、平成２８年度に関しましては、365 万

1,000 円、介護納付金が 214 万 9,000 円、後期高齢者支援金が 680 万円となっております。

以上です。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） ご質問がありました地域支援事業費に関します考え方で

ございますが、基本的には、国の方針によりますところ、各地域、市町村のいわゆる多面的

な能力、地方の各関係機関等、十分に連携、活用、協力をいただきながら、必要とされる支

援事業を展開すべしという基本的な方針がございます。 
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これまでは、包括支援センターもしくは介護支援係等に必要とされる人員を、臨時という

ような立場ではありますけれども、一定人数を確保しながら事業展開を図ってまいるという

ような考え方で当初の財政計画等を検討してまいったという経過がございますが、今般、先

程の説明でもお話いたしましたように、特に認知症総合支援事業につきましては、関係する

職員等をしかるべき医療機関から委託というような形で引き受けていただきながら、その必

要とされる活動を展開していくというようなことと併せまして、今回ご質問にありました総

合相談支援事業につきましても、関係機関からの協力を仰ぐというようなことから、負担金

という形で、人件費ではなく計上させていただいたという状況でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 五十嵐建設環境課長。 

○説明員（五十嵐 泉建設環境課長） 借換債については、平成２０年度に財務省に経営健全化

計画を出すことによりまして、利率５％以上のものについて、保証金を免除して借り換えを

することができるようになったものでございますけれども、現時点におきまして、新たにそ

ういった借換債といったような発行計画についての情報はございません。 

○委員長（阿部善矢委員） ７番 小林茂吉委員。 

○７ 番（小林茂吉委員） 特に介護保険について改めて伺いますけれども、近年の医療報酬の

改定とか、こういった政策が非常に混沌としておりますが、言ってみれば、病床の数を減ら

して早期に退院を促すといった内容になっていくだろうというふうに思っております。 

こうしたことによりまして、一層この介護サービスにおける影響というものが必然的に起

こり得るだろうというふうに思いますが、それは当局はどの点について一番危惧をなされて

いるのかお聞きしたいというふうに思います。 

それから、130 ページにあります介護給付費の審査支払手数料、これは県の国保連合会の

方に審査を要請して、その手数料をとられるというような形になろうと思いますが、この審

査の件数というのが本町ではどの程度発生しているのか。この件数、もし分かればお知らせ

いただきたいというふうに思います。 

それから、現在の、今２８年１月からスタートしておりますマイナンバー制度と、介護保

険料の徴収、保険の給付、それから補足給付といった、そうした事務的な関係におきまして、

このマイナンバー制度との関係は介護保険はどのような形になるのか、お聞きしたいと思い

ます。 

○委員長（阿部善矢委員） 遠藤健康福祉課長。 

○説明員（遠藤淳士健康福祉課長） それではまず前段の、医療制度の大幅な改正に伴っての介

護保険制度がどのような影響を受けるのか、また、どういった問題が発生するのかというよ

うなことについて、私どももまだまだ勉強不足で、正当なご答弁ができるか少し不安に感ず

るところではございますが、今現在、ご指摘がありましたとおり、急性期のベッド数につい

ては削減の方向で、庄内圏域、二次医療圏域の中でも、県当局を中心に検討が進められてい

るというところでございます。 

その後の回復期に移った方々につきましては、在宅での医療・介護ということで、先程も

ご説明いたしましたとおり、本町におきましては、鶴岡地区医師会並びに荘内病院の協力を
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得ながら、その体制整備を進めていくという状況にございます。 

この連携が計画どおり円滑に図られるかどうかという部分については、非常に医師不足と

いうような根本的な問題もございまして、いわゆる国の考え方としますと、かかりつけ医の

往診ができない場合の二次医療機関ということで、大規模医療施設からの往診の代行という

形で、在宅での医療、それから介護についての手だてを充足するというような考え方になっ

ておるようでございますが、この二次医療機関の確保が計画どおりに進めることができるの

かどうかというところが一つの課題になろうかというふうに考えているところでございま

す。 

私どもが所管します介護制度のサービスの中におきましては、今現在、特別養護老人施設

なり老健施設、またさらにはグループホーム、そしてサービス付き高齢者住宅等の建設も計

画されているという状況からしますと、ある程度の受け入れ体制というものについては十分

確保できるものというふうに見込んでおるところでございますが、残念ながら、そういった

施設を活用される方が見込みよりも減少傾向にあるというならば、当然、在宅で生活するよ

りは、施設等に入所いたしますと相当の経費が、負担発生がするというようなことから、な

かなか施設利用、入所利用ということが進まないのではなかろうかというふうにみていると

ころでございます。 

したがいまして、在宅での生活を円滑に進めていただくための地域支援策というようなこ

とにつきましては、今後２８年度から、各関係機関、団体等にご協力を仰ぎつつ、何とか、

徐々にではございますけれども、地域支援策の体制を構築してまいりたいというふうに考え

ておるところでございます。 

２点目以降の審査支払手数料の状況、また、介護保険制度におけますマイナンバーの活用

の推移につきましては担当の鈴木介護支援係長より答弁いたさせます。 

○委員長（阿部善矢委員） 鈴木介護支援係長。 

○説明員（鈴木 亨介護支援係長） それでは、私の方からご答弁させていただきます。 

まず、審査支払手数料でございますが、こちら、現時点で大体月に 1,000 件弱、年間にし

ますと１万2,000件に少し満たないくらいまでの件数がございます。 

続きまして、マイナンバー制度と介護保険制度の関連でございますが、この１月１日から、

各種申請書にマイナンバーを書く欄を設けております。厚生労働省からの通知によりまして、

原則、各種申請書にマイナンバーを書いて本人確認等を行うわけですが、厚生労働省からの

運用方法の指導によりますと、介護保険制度そのものが高齢者を対象にしていること、認知

症の方も非常に多いこと、それから、ケアマネジャーや施設関係者、親族による申請が多い

こと、こういったことを加味しまして、必ずしも記載を義務化しないということで指導を受

けておりまして、そのような形で運用をさせていただいております。以上でございます。 

○委員長（阿部善矢委員） 進行にご協力をお願いします。 

○委員長（阿部善矢委員） 以上で、第四審査区分の審査を終了します。 

○委員長（阿部善矢委員） これをもって、平成２８年度各会計予算の審査を終了しました。 

○委員長（阿部善矢委員） これから本委員会に付託された議第９号から議第１４号まで、以上



- 103 - 

 

６件を採決します。 

この採決は、１件ごとにそれぞれ区分して行います。 

最初に、議第９号「平成２８年度三川町一般会計予算」の件は、原案のとおり可決すべき

ものと決定することに賛成の委員の起立を求めます。 

（起立 ７ 名 不起立 ０ 名） 

○委員長（阿部善矢委員） 起立全員であります。したがって、議第９号は原案を可決すべきも

のと決定しました。 

○委員長（阿部善矢委員） 次に、議第１０号「平成２８年度三川町国民健康保険特別会計予

算」の件は、原案のとおり可決すべきものと決定することに賛成の委員の起立を求めます。 

（起立 ７ 名 不起立 ０ 名） 

○委員長（阿部善矢委員） 起立全員であります。したがって、議第１０号は原案を可決すべき

ものと決定しました。 

○委員長（阿部善矢委員） 次に、議第１１号「平成２８年度三川町後期高齢者医療特別会計予

算」の件は、原案のとおり可決すべきものと決定することに賛成の委員の起立を求めます。 

（起立 ７ 名 不起立 ０ 名） 

○委員長（阿部善矢委員） 起立全員であります。したがって、議第１１号は原案を可決すべき

ものと決定しました。 

○委員長（阿部善矢委員） 次に、議第１２号「平成２８年度三川町介護保険特別会計予算」の

件は、原案のとおり可決すべきものと決定することに賛成の委員の起立を求めます。 

（起立 ７ 名 不起立 ０ 名） 

○委員長（阿部善矢委員） 起立全員であります。したがって、議第１２号は原案を可決すべき

ものと決定しました。 

○委員長（阿部善矢委員） 次に、議第１３号「平成２８年度三川町農業集落排水事業特別会計

予算」の件は、原案のとおり可決すべきものと決定することに賛成の委員の起立を求めます。 

（起立 ７ 名 不起立 ０ 名） 

○委員長（阿部善矢委員） 起立全員であります。したがって、議第１３号は原案を可決すべき

ものと決定しました。 

○委員長（阿部善矢委員） 次に、議第１４号「平成２８年度三川町下水道事業特別会計予算」

の件は、原案のとおり可決すべきものと決定することに賛成の委員の起立を求めます。 

（起立 ７ 名 不起立 ０ 名） 

○委員長（阿部善矢委員） 起立全員であります。したがって、議第１４号は原案を可決すべき

ものと決定しました。 

 

○委員長（阿部善矢委員） 以上で、本委員会に付託された事件の審査を終了いたします。 

ご協力ありがとうございました。 

これをもって、予算審査特別委員会を閉会します。 

（午後 ２時５０分） 
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 三川町議会委員会条例第２６条第１項の規定により、 

ここに署名する。 
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